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例言

ｌ本書は、新潟県新潟市直り山字小丸山244番地ほかに所在する小丸山遺跡（新潟市遺跡番号88）

発掘調査の報告書である。

２小丸山遺跡の発掘地は、新潟市直り山字小丸山238～244番地、松山字居浦769～770番地ほかの

約5,000㎡である。

３現地発掘調査は昭和6１（1986）年度、整理作業は昭和61～6３（1986～1988)･平成3～５（1991～

1993）年度まで実施した。

４調査で出土した遺物は新潟市教育委員会が保管している。調査記録は新潟市教育委員会が所有

している。注記は「ＫＭ」とし、遺構名・大小グリッド・層序等を記した。

５本書は、小池邦明と本間桂吉（新潟市教育委員会生涯学習課）が編集した。

６本書には昭和6０（1985）年度の事前調査及び平成４（1992）年度の範囲等確認調査で出土した遺

物を一部収載した。

７発掘調査及び本書作成にあたり、下記の方をはじめ多くの方々から指導・援助を頂いた。

相沢 央 青 池 光 子諌山えりか石垣直一宇野隆 夫 遠 藤 佐 春 日 真 実 金 子 正 典 小 林 昌 二

坂井秀弥佐々木陽子田辺早苗富岡正人平尾政幸藤塚明三辻利一光谷拓実山崎ヨシ

吉田恵二渡逼朋和渡豊ますみ直り山・西山・松山各自治会新潟県教育庁文化行政課

新潟県住宅供給公社新潟江南高校北陸古代土器研究会吉沢組

凡例

ｌ平面図および遺構等の方位は、真北を基準に記した。なお、磁北は真北から約７度西偏する。

２文中および平面図等の遺構の種別は、次の略記号で表した。

掘立柱建物：ＳＢ，溝：ＳＤ，井戸：ＳＥ、土坑：ＳＫ，性格不明遺構：ＳＸ

また、範囲等確認調査時に発見された遺物集中区は、トレンチを「Ｔ｣、集中区を「S」と表した。

３土器実測図の断面は須恵器を黒塗りにし、それ以外は白抜きにした。黒色処理、赤彩等につい

ては下記の点網で表した。

綱黒色処理塵蕊頚赤彩に蚕雪煤匿霧覇漆

４木製品について、欠損部分を復元したものは破線、直接見えない部分については一点破線で図示

した。また、木目が非常に細かいものは、スクリーントーンで木取りを模式的に示した。

５砥石の砥面部分は点網で表した。

６単位表現は、下記の略記号で表した。

メートル：ｍ、センチメートル：ｃｍ、ミリメートル：ｍ、平方メートル：㎡、グラム：９，

キログラム：ｋ９

７縄文時代・平安時代・中世の遺物の番号は、図示番号･写真番号・一覧表番号とも原則として同

番号を付した。近世遺物については図示点数より写真点数のほうが多いため、番号を写真図版に

合わせて記載した。
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第１章調査に至る経緯

第１節事前調査

昭和6０（1985）年夏、新潟県住宅供給公社（以下「公社｣）による新潟市直り山地内ほかにおける

分譲住宅団地建設計画が具体化した（第１図)。この計画にかかる事前照会において、新潟県教育庁

文化行政課（以下「県教委｣）から、計画予定地近くに直り山Ｂ遺跡が周知されており、開発予定地

にも遺跡が存在する可能性が指摘された。連絡を受けた新潟市教育委員会（以下「市教委｣）は、同

年１０月に計画地内を踏査し、須恵器や土師器が散布していることを確認した。また同地は、同年８月

県教委が主体となって実施した、亀田郷一帯の遺跡詳細分布調査で発見されたばかりの新遺跡であ

ることも判明した。

建設工事が翌年に予定されていたため、市教委が調査主体となり、同年１２月９日から１１日にかけて

県教委とともに緊急に事前調査を実施した。調査には岡本郁栄（新潟県教育庁文化行政課文化財主

事)、酒井和男（新潟県文化財保護指導貝)、藤塚明（新潟市教育委員会社会教育課主事）があたっ

た。この調査は、バックホーにより遺物包含層とされる黒色砂層まで一気に掘削し、地層の状態や、

遺構の有無を確認するものであった。調査の結果、予定地内の畑の半分以上において、耕作土下に

粘土層が堆積しており、この粘土層の下に黒色砂層がみられ（第３図)、平安時代の遺物を伴う落ち

込みが認められた。水田部分ではこの粘土層は削平されていたが、耕作土直下の砂層上面から古代

第１図遺跡周辺の地形（文献26第３図を転載）

１



第３図昭和60年度事前調香士層柱状図（s=1/40）
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の可能性がある井戸が検出された。後の本調査でSE2としたものである。

これらの結果を基に公社及び県教委と協議を行った結果、団地造成には本格調査の実施が必要で

あることが了承された。また、計画がすでに実施段階にあり他に代替地がないこと、地元周辺の各

自治会が早期開発を望んでいることなどの理由により、翌年早々に市教委が範囲等確認調査を行い、

記録保存が必要と判断される範囲については順次本格調査に移行することになった。
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No.２水田No.２畑No.８

公社は、昭和6１（1986）年５月１９日付第316号で文化財保護法57条の2第１項に基づく埋蔵文化財発

掘の届出を文化庁に提出し、これを受けて市教委は同年５月24日付新教社第434号で文化財保護法９８

条の2第１項に基づく埋蔵文化財発掘調査（範囲等確認訓査）の通知を文化庁に提出した。

開発予定地には、新規の作付は停止されていたものの、既設のビニールハウスや収穫前の作物が
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残っていた。畑地の現地形測量を行った後、作付されていた畑地を横断する形で第６～１８トレンチを

設定し、調査を開始した（第４図)。次に既設のビニールハウスや作物が取り除かれた時点で仮水路

設置計画位置に第１トレンチ、開発地に対し直交する第２～４トレンチを設定した。この間水田部分で

第19～31の小トレンチを順次調査した。第５トレンチは排水路整備工事に係わる立会い調査区である。

以上のうち、第６～２１トレンチは事前調査時のトレンチ番号を付け替えて精査したものである。な
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Ⅲ遺物包含層(近世）

国遺物包含層(平安）

園砂層(基盤）
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１１１

／
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お、本書ではこの付け替え後の番号を用いた。

当初トレンチ内の砂層到達面までを重機で除去した後、遺構等の検出にあたったが、前年１２月の

事前調査では主要な遺物包含層ではないと考えていた黒褐色砂層の直上に堆積する灰色粘土層中に

多量の遺物が含まれていることを確認したため、途中から重機による除去は灰色粘土層上面までと

し、以下の層は人力による掘り下げに切り替えた。この時点で確認された基本層序は、Ｉ層表土、

Ⅱ層暗褐色土、Ⅲ層灰色粘土（遺物包含層)、Ⅳ層黒褐色砂（遺構確認面）である（第５図)。畑地内

では大半のトレンチでⅢ層の遺物包含層が認められたが、１２．１３トレンチ周辺は基盤砂層が高く、

Ⅱ．Ⅲ層はほとんど認められなかった。Ⅲ層の層厚に従って遺物量に偏りがあり、Ⅲ層が厚く堆積

している畑地東側で多く見られた。また、第１８トレンチ東端で近世以降の遺構が確認された。水田

部分の第19～２１トレンチではⅡ～Ⅳ層が削平されていたが、平安時代の井戸や土坑が確認された。

第２６．２９．３０トレンチ等では耕作土直下に暗灰色砂層があり、遺物が出土しなかった。このことか

ら、開発地域内での遺跡の広がりは畑地全域と第１９トレンチ周辺の合計8,700㎡と推定された。

範囲等確認調査の予定期間は６月３口～１７F|であったが、包含層の残りがよく、大幅な期間延長と

なり、終了したのは８月２日であった。出土した遺物はテンバコ10箱分で、ほとんどが平安時代のも

、０ｍ(北端）１０１０ＦＩＯ４０Ｒｏｍ７０帥９０９６．，．（105.Ｒ）（125.5）（１４０．７）
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IIIe灰褐色粘土Ⅳｃ茶褐色砂
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のであった。近世の遺物が若干含まれていた。

第３節本格調査

近世以降の人為的な改変が部分的に認められたが、大規模な破壊の痕跡はなく、調査区内の遺跡

保存状態は予想より良好であった。そのため、範囲等確認調査期間中を通じ、県教委の指導を求め

るとともに、公社と協議を重ねた。本格調査実施のため、公社から新潟市が受託する契約は同年６月

１４日に締結され、市教委は昭和61年６月１９日付新教社第495号で文化財保護法第98条の2第１項に基づ

く埋蔵文化財発掘調査（本格調査）の通知を文化庁に提出した。この契約による発掘面積は遺構等

の存在が予想される範囲約3,500㎡（第２図)、発掘終了予定は７月29日であったが、範囲等確認調査完

了前の知見に基づき契約されたため、範囲・期間とも大幅に増える結果となった。本格調査が終了

したのは８月23日、調査面積は約5,000㎡であった。

第４節昭和61年度調査体制

発掘調査は市教委が調査主体となり、社会教育課が所管した。現地における調査体制は次のとお

りであった。

範囲等確認調査

現地調査期間昭和61年６月９日～８月２日

調査主体新潟市教育委員会（教育長寺崎哲夫）

所管課社会教育課（課長鈴木忠）

事務担当松岡道彦（芸術文化係長）古井弘（同主事）熊谷博純（同）

調査担当藤塚明（芸術文化係主事）

調査員小池邦明（新潟市社会教育課嘱託）渡漫朋和（同）

発掘作業員（短期臨時職員）青山彰子阿部慶子阿部フミ子阿部美子石垣敏夫伊藤京

子浦 山 美 穂 子 大沢百合子奥田寧子倉茂真理子佐藤松雄鈴木五作戸根富美江豊

島一豊島正次郎豊島初枝豊島兵弥豊島ヤイ山賀朝男渡辺多貴美

本格調査

本格調査は範囲等確認調査が予定より長期にわたったため、並行して行われた。調査体制は範囲

等確認調査とほぼ同じであるため、調査員・発掘作業員だけを記す。

現地調査期間昭和61年７月２日～８月23日

調査員坂井陽一（新潟江南高校教諭）酒井和男（新潟県文化財保護指導員）戸根与八郎（新

潟県教育庁文化行政課主任）寺崎裕助（同文化財専門員）小池邦明（新潟市社会教育課嘱託）

渡逼朋和（同）

発掘作業員（短期臨時職員）阿部慶子阿部フミ子五十嵐カツミ五十嵐博之石垣敏夫

岩田麿浦山美穂 子大沢サクミ大沢百合子桑野修鈴木五作鈴木真一清野武戸根

富美江豊島一豊島初枝豊島ヤイ山賀朝男大沢一之大沢友樹窪田吉夫豊外和之

野 村知行山崎勝栄

５



６

第５節整理作業

整理作業は、平成元・２年度の的場遺跡の本格調査により中断し、長期化した。各年度の体制は

次のとおりである。この間、昭和6３（1988）年４月１日に組織改正があり、発掘調査業務は新設され

た文化行政課が引き継いだ。また、平成３（1991）年４月１日に組織改正による課名変更があり、生涯

学習課と課名を改めた。なお、範囲等確認調査にかかる報告書は「新潟市小丸山遺跡・的場遺跡範

囲等確認調査報告書」として昭和62年３月３１日に刊行し、公社からの受託にかかる報告書は、遺構数

や遺物量が当初の予想を大きく上回ったため、「新潟市小丸山遺跡発掘調査概報」として昭和62年３や遺物量が当初の予想を大きく上回ったため、「新潟市小丸山遺跡発掘調査概報

月３１日に刊行した。

昭和6２（1987）年度

調査主体新潟市教育委員会（教育長寺崎哲夫）

所管課社会教育課（課長鈴木忠）

事務担当松岡道彦（芸術文化係長）

調査担当藤塚明（芸術文化係主査）

調査員小池邦明（芸術文化係主事補）渡逼朋和（同非常勤嘱託）梶良成

作業内容遺物整理及び実測、出土木製品の樹種同定（奈良国立文化財研究所

土器付着物分析（国立歴史民俗博物館永島正春氏）

昭和6３（1988）年度

調査主体新潟市教育委員会（教育長寺崎哲夫）

所管課文化行政課（課長志水亘）

事務担当松岡道彦（主幹・文化財係長）

調査担当藤塚明（文化財係主査）

調査員小池邦明（文化財係主事）渡逼朋和（同非常勤嘱託）

作業内容遺物整理及び実測、土器胎土分析（奈良教育大学三辻利一氏）

平成３（1991）年度

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

所管課生涯学習課（課長太田義昭）

事務担当皆川泰男（主幹・文化財係長）和田明彦（同主査）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

調査員大森豊（文化財係主事）本間桂吉（同）板倉伝三郎（同非常勤嘱託）

整理作業員（短期臨時職員）小林愛子桜井恵子

作業内容遺物整理及び実測

平成４（1992）年度

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

所管課生涯学習課（課長太田義昭）

事務担当皆川泰男（主幹・文化財係長）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

(同）

光谷拓美氏)、

野村政美（同）



調査員大森豊（文化財係主事）本間桂吉（同）板倉伝三郎（同非常勤嘱託）野村政美（同）

整理作業員（短期臨時職員）天野雅代渋井和子

作業内容遺物実測・トレース

平成５（1993）年度

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

所管課生涯学習課（課長武藤紘一）

事務担当和田明彦（文化財係長）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

調査員大森豊（文化財係主事）本間桂吉（同）高橋亮（同）野村政美（同非常勤嘱託）

渋井和子（同）

整理作業員（短期臨時職員）天野雅代森良子

作業内容遺物実測・トレース及び図版作成、本報告書執筆・編集・刊行

第６節調査経費

範囲等確認調査には国庫及び県費補助金の交付を受けた。補助対象経費は3,513,496円である。本

格調査は公社からの受託費で行った。昭和61年度の受託費精算額は2,175,000円であった。なお、現

場事務所設営・バックホー等重機・レベル等測量関係機材の経費は公社が直接執行したので、受託

費には含まれていない。県教委からは範囲等確認調査、本格調査を通して職員派遣やヘルメット借

用などの援助を受けた。昭和62年度以降の整理作業は新潟市の一般財源で行った。本報告書刊行ま

でに要した事業費は約1,241万円である（第１表)。昭和６２．６３．平成3年度整理に要した経費は一般

埋蔵文化財事務費の中から執行しており、第１表には含まれていない。

第１表小丸山遺跡発掘調査にかかる年度・費目別経費（単位円）

項目
昭和61年度

小計

昭和61年度

範囲等確認調査

昭和61年度

本格調査
平成４年度 平成５年度 計

職員手当 63,528 ０ 63,528 ０ ０ 63,528

共済費 13,099 5,637 7,462 286,683 320,576 620,358

賃金 3,589,728 2,067,124 1,522,604 1,962,000 2,230,464 7,782,192

報償費 36,000 ０ 36,000 ０ ０ 36,000

旅費 248,157 91,963 156,194 ０ ０ 248,157

消耗品費 230,950 120,702 110,248 16,196 13,348 260,494

印刷製本費 403,106 123,270 279,836 ０ 1,897,053 2,300,159

使用料及び賃借料 1,104,800 1,104,800 ０ ０ ０ 1,104,800

計 5,689,368 3,513,496 2,175,872 2,264,879 4,461,441 12,415,688

第７節その他

平成4年度に個人住宅建設予定地の確認調査を行い、遺物包含層・遺構を確認した。位置は昭和６１

年に本格調査をした東端から約20ｍの直り山集落内である。宅造による地面掘削が遺物包含層･遺構

の深さまで達しないため、本格調査は実施していない。文献28から調査結果の一部を転載する（第

６．７図)。北トレンチで確認された遺構は掘立柱建物の柱穴の一部と考えられ、１の須恵器杯蓋が出

土した。ｌ～１０が平安時代、１１～１５が近世以降の遺物である。

７
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－１５

罫
／

す’
、
。

北トレンチ土層注記（S＝1/100）
凡例

ｌ届盛土

■試掘坑２屑暗褐色土
３層灰褐色粘質土（近世包含層）

｢貢~1遺跡推定範囲４１Ｗ黒褐色粘質砂(平安包含層）

‘，枠内木幡調査実施鳴織撫瀞包含層）Ｌ－－－Ｊ

６層暗褐色粘質砂（遺構覆土）

７届明褐色砂（砂丘基盤）

及び土居柱状図（文献28第８図を加筆転載）平成4年度範囲等確認調査試掘坑配置図及び土層柱状図第６図

８
９

撫
側
熟
議

耐
‐
図
画
雨
嗣
醐
席

５
６

患
蝋
謹
聴
猟
溌

’
‘
．
。
～

岳竃

－－』－厘鍾童唾疑

’

一
鰯
封
熟
騨

一
、
へ
一
【
〆
今
缶
一
宅
唾
汀
一
・
、
』

エ
ミ
》
ロ
「

｜
Ｆ
１
ら１

２＝ …

､[

、

０
１２

１０ｃｍ

に＝＝二
、

０

ヘーヒブ４

(Ｓ＝l/3）

～
一

1０

11

1４



沖積面

第１節地理的環境

新潟市のある越後平野は、信濃川と阿賀野川の運ぶ土砂により形成された沖積平野である。海岸

平野部の地形は砂丘列、自然堤防による微高地、砂丘列の後背湿地に分けられる（第８図)。砂丘列

が内陸側にも分布すること、一般の沖積平野と同様微高地が狭いことが特徴で、古くからの集落は

砂丘列と微高地に立地している。遺跡は砂丘地に立地するものが多く、微高地は少ない。砂丘列は

海岸線に平行して何列にも弧状に連なって発達し、内陸側から新砂丘Ｉ、新砂丘Ⅱ、新砂丘Ⅲに大

別されている。

第８図遺跡の位置と周辺の

地形概念図

（文献30より転載）

凡例

鍵
睡
繍

Ｉ
Ｉ

第２章遺跡の立地と環境

湿地自然堤防

小丸山遺跡は、新砂丘Ｉに分類される亀

田砂丘の後列東端付近に所在する。現在の

海岸線より約９ｋｍ内陸に位置し、南側に

は旧地形図で標高17.4ｍの最高位（現大江

山中学校付近、第１０図参照）を持つ亀田砂

丘後列が連なり、北側は幅約3kｍの後背湿

地を隔てて新砂丘Ⅱ（石山砂丘）を望む位

置にある。また、東側約１ｋｍには現在の

阿賀野川河道がある。遺跡は、亀田砂丘後

列が北西に小さく分かれて回りこんだ小砂

丘上にあり、前列本体とは小さなくぼ地を

隔てている（第１．９図)。この小砂丘は新

砂丘１－４列に属し、後列とは別の砂丘で

ある可能性が考えられている（文献25)。

遺跡の調査時の地表面は２ｍ前後と後列に

第９図遺跡周辺の旧地形(図中の96が小丸山遺跡､６１が直り山B遺跡

文献25第４図より－部を転載Ｓ=1/30,000）

９
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比べ10ｍほど低く、周囲の水田面との比高は2ｍに満たない。訓査地は大半が畑地となっており、ほ

ぼ平坦である。畑地中央の高まりに南北方向の道路があり、この道路はかつては大江山中学校側へ

通じていた。

第２節周辺の遺跡

亀田砂丘は、新潟市・亀田町・横越村に広がる大きな砂丘である。このうち新潟市域は旧大江山

村の範囲であり、大江山地区と呼ばれている。亀田砂丘及びその周辺地域には遺跡が多く分布して

おり、これまでに、新潟市では昭和47年に若荷谷遺跡（第11図6)、横越村では昭和56年に小丸山遺

跡（同27)、亀田町では昭和56年に中の山遺跡（同40)、平成元年に荒木前遺跡（同39）などで発掘

調査が行われている。しかし調査されているのは一部の遺跡で、発掘調査の実施が一般化される以

前に、宅地造成や砂採取などのために砂丘が崩されて、主要部分を失ったものが多い。

亀田砂丘周辺の遺跡の時期は、前列南斜面に立地する亀田町城山遺跡（同21）の縄文前期（円筒

下層ｄ式）の土器が最も古く、それ以降近世までの各時代の遺跡が認められる。遺跡を時期や砂丘

列別に見ると、縄文・弥生時代の遺跡が亀田砂丘前列に偏在する。市域では中山遺跡（同20）で縄

文時代中期後葉（大木１０式）の深鉢形土器が出土している。また、多量の石錘が出土したともいわ

れている。亀田町砂崩遺跡（同33）で縄文中期前葉（新保式）や、横越村前郷遺跡（同31）で縄文

晩期後半の土器が採集されている。横越村小丸山遺跡（同27）では弥生時代中～後期の竪穴式住居

が確認され、山ん家遺跡（同30）なども近接する時期に成立していたと推定されている。古墳時代

には砂丘前後列とも遺跡数は減少し、周辺の自然堤防上に立地するものが若干目立つようになる。

古墳時代初頭から前期の遺跡として、亀田町手代山排水路遺跡（同50）があげられるが、住居など

の遺構を伴うものは少ない。その後中期から後期にかけてさらに減少する。新潟市若荷谷遺跡（同6）

第１０図昭和6年の亀田砂丘と周辺（国土地理院地形図「新潟」昭和6年修正ｓ=1/50,000）



や亀田町荒木前遺跡（同39）など、奈良・平安時代は遺跡が最も多い時代である。しかし、奈良時

代に成立したと思われる遺跡は少数で、平安時代半ばごろ成立する遺跡が大半である。ほとんどの

遺跡において当該期の遺物が認められ、各遺跡の主要時期を占めるなど、平安時代半ばは亀田砂丘

周辺において遺跡密度が最も高くなる時期である。しかし、ほとんどの遺跡が平安時代後半には途

絶し、平安時代末～鎌倉時代以降まで存続する遺跡は今のところ確認されていない。再び遺跡がみ

られるようになるのは13世紀以降である。平安時代よりも遺跡数は少ないが、立地状況は似ている。

亀田町三王山遺跡（同38）・中の山遺跡（同40）などで竪穴状遺構などが確認されている。

亀田砂丘前列以北の沖積地には今のところ遺跡は発見されておらず、後列以南とは対照的である。

ｌ細山石仏中世２７小丸山辿跡細文・弥生・奈良･平安５３早通前過跡平安

２ 直り山Ａ遺跡平安２８駒込墓所遺跡奈良・平安５４鵜ノ子遺跡平安

３直り山B遺跡平安２９居浦郷遺跡奈良・平安５５下西遺跡古墳

４松山遺 跡縄 文・中世３０山ン家過跡細文・弥生･奈良５６泥潟遺跡平安・中世

５小丸山遺跡縄文・平安･中世・近世３１前郷遺跡縄文・弥生・奈良･平安５７市助裏遺跡平安・中世

６若荷谷遺跡細文中期・平安・中世３２迎山辿跡純文･奈良･平安５８川西遺跡平安・中世

７碧 荷谷 墓地 遺跡平安３３砂崩過跡細文・奈 良 ･ 平 安 ５ ９ 狐 山 遺 跡 奈 良 ・ 平 安
８丸山遺跡平安３ ４前郷遺跡細文・平安･近世 ６ ０ 貝 塚 遺 跡 細 文 ・ 奈 良 ・ 平 安 ・ 中 世

９清水が丘遺跡平安３ ５ 上 ノ 山 遺 跡 奈 良 ・ 平 安・近世６１日水南遺跡細文・後期・奈良

１ ０大道外遺跡平安３６砂岡遺跡平安６２居附C遺跡

１１ 北山遺跡平 安 ３ ７ 茨 島 遺 跡 平安６３松韻寺遺跡平安
１ ２ 彦七111世跡奈良・平安３８三王山辿跡古墳・平安６４居附Ａ遺跡平安・中世

１ ３金塚山迩跡奈良・平安３９荒木前遺跡平安・中世６５山のハサバ遺跡平安
ｌ４前山辿跡奈良・平安４０中の山逝跡奈良・平安６６上H1遺跡細文・奈良・平安

１５ 浦ノ山世跡 平 安 ４ １ 岡 田 遺 跡平安６７江尻遺跡平安

ｌ６向山遺跡４２曙遺跡平安６８下郷遺跡平安
１７塚ノ山逝跡平安・近世４３斉助山逆跡縄文・弥生６９宮尻郷遺跡奈良・平安
１８三篠岡遺跡奈良・平安･中世４４城山Ｂ遺跡中世・近世７０新田郷遺跡奈良・平安

１ ９居附B遺跡４ ５ 城 山 Ａ 辿 跡 縄 文 ・ 弥 生 ・奈良･平安７１下郷経塚近世

２０中山遺跡細文・平安４６牛道遺跡平安７２曽我墓跡平安
２１城山遺跡純文・古 墳 ・ 平 安 ・ 中 世 ４ ７ 手 代 山 辿跡弥生・古墳７３横越館遺跡中世

２２神明社製遺跡平安４８日水遺跡奈良・平安・巾世７４上郷C遺跡平安
２３笹山前 過跡 純文 ・弥生・古墳･平安･巾批４９武左衛門裏遺跡奈良・平安７５川根谷内遺跡平安
２４松山向山遺跡平安５０手代山排水路遺跡古墳７６上沼遺跡奈良・平安

２５藤山遺跡平安・中世５１八幡前遺跡中世７７川根谷内墓所遺跡平安・中世
２６上の山辿跡弥生・平安５２養海山遺跡平安

第１１図周辺の遺跡分布図（国土地理院地形図「新潟」昭和55年修正に加筆Ｓ=1/50,000）
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第１節調査区の設定と調査方法

本調査に関わる開発地は、直り山集落南西に隣接する畑地大半を含むほぼ方形の区画と道路拡幅
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第１２図現地形測量図。グリッドの設定 Ｉ’
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部の約2.lhaである（第12図)。そのうち畑全域と水田の一部が遺跡に相当し、推定範囲は約8,700㎡

である。調査区には、開発区画ラインを基に、その南東端を起点として一辺１０ｍ単位の大グリッド

を設定した。グリッドの方向は、Ａ列のラインが真北より約36度西偏する。また、このグリッドを四

分するｌ辺５ｍの小グリッドを設け、「Al-lグリッド」と呼称した。遺物注記は「Al-1区」とした。

当初の発掘予定地は2Ｂ２Ｄ地区を中心とする約3,500㎡である（第２．４図)。調査の進行により、遺物

の出土範囲が予想より北東側へ広がることがわかった。平安時代の遺構が認められる部分を調査拡

大した結果、遺跡推定範囲約8,700㎡のうち、遺跡中心部にあたる約5,000㎡を調査した。

遺物包含層より上は重機で除去し、遺物包含層掘り下げ以降の作業は人力によって行った。包含

層の遺物は小グリッドー括で取り上げた。遺構の遺物は、井戸や土坑については層位ごとに取り上

げ、溝の一部については小区画を設けて取り上げた｡

第２節層序

第13図に基本層序を示す。上段は基盤砂層が傾斜し、落ち込んでいくところで、遺跡の北西端部

付近、中･下段は遺跡中心部の層序である。基本層序はＩ層が表土層、Ⅱ層暗～茶褐色層、Ⅲ層が青

灰色あるいは淡茶褐～暗灰褐色粘土層、Ⅳ層が基盤砂層である。このうちⅢ層が平安時代の遺物包

含層である。Ⅱ．Ⅲ層は、基盤砂丘が高い標高2.4ｍ周辺（第12図）ではほとんど認められない。Ⅱ．

Ⅲ層は色調の差により数枚に分けられ、やや暗味を帯びる腐食植物層を間にはさむ。Ⅲ層の色調は、

調査区北西端側では上部黄灰色、下層になるにつれて灰白色であるが、そこより標高が0.8ｍほど高

いＤ4-2グリッド付近では灰褐色、E4-lグリッド付近では暗灰褐色である。このように土層の色調が

一様でなく同層中における遺構確認が困難であったため、Ⅳ層上面で遺構を確認した。また、Ⅲ層

中に出土する遺物は、Ⅳ層上面で確認できる遺構と出土傾向が符合しており、原位置を保っている

ものと思われる。Ⅳ層上面（Ⅳa層）は黒褐色の砂層で、その下は茶～黄褐色砂層（Ⅳb層)、さらに

下は灰褐色砂層と漸移的に変わる。黒褐色砂層は黄褐色砂層の上に平均して20～30ｃｍの厚さで安定

して認められる。その上の河川堆積物と推定されるⅢ層が堆積した微高地上に当時の人々は生活し

ていたものと思われる。なお、水田部分のＡｌ～Ｆ１グリッドでは、後世の開田によってⅣｂ層まで削

平されていた。

第３節調査の経過

調査開始時には開発地の作付けは停止され、開発に関わる周辺の土留め等基礎工事が行われてい

た。発掘地の表土とⅡ層を除去し、排士で水田を埋めたてる工事も、造成工事の一環として先行し

て行われた。畑地内には、確認調査で設定された第１トレンチが仮水路となり、第２～４トレンチはま

だ調査未了の状態であった。開発工程には時間の余裕がないことが示されていたため、６月１４日か

ら７月１日までは、事前土工として実施した。また調査は地区（第４図１Ａ～４Ｃ地区）ごとに、工

事と並行して着手していくことになり、調査地については発掘終了区から順次埋め戻すこととした。

当初見込みより包含層が厚く残っており、また、遺構も良好に保存されていたことから、調査は長

期化することが予測されたため、７月上旬に県教委に調査の進行及び遺跡の状況を報告し、下旬に公

社と調査期間の延長について協議した。この時点で畑地ほぼ全域で遺物が確認され、また約1,000㎡

1３
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の調査未了地区を残して調査を終了できないことを伝え、８月上旬を期限として調査を延長すること

とした。しかし、延長期間でも調査は終了せず、結果的に最終造成工事の直前まで調査を継続した。

１６日に現地説明会を行い、２３日に調査を終了した｡

以下に調査経過を作業日誌より抜粋する。遺構番号は、確認当初の番号から整理後の番号へ訂正

したものである。

６月１４日重機により２Ａ・２Ｃ・３Ａ地区遺物包含層上面まで除去終了。

１８日Ｃ４．Ｃ５．，５．Ｅ５．，６．Ｅ６．Ｆ6グリッドの遺物包含層上面まで除去終了。

２０日１Ａ・２Ａ地区精査井戸1基、士坑１基確認。４Ｂ地区遺物包含層上面まで除去。

２３日１号土坑より墨書土器・ぐるみ・木片州士。

２４日２号井戸半裁し、土層堆積状況確認。ポンプを入れて排水したが、湧水量多し。３号井戸

掘り下げ。３層より須恵器破片、５層より木皿、６．７層にかけて斎串数本出土。

２６日雨のため現場作業中止･遺物の水洗。

２８日３Ａ・３Ｂ地区精査。

７月１日５号井戸を掘る。ｌ層から曲物出土。１４．５グリッド、Ｊ4グリッド遺物包含層掘り下げ。井

戸と思われる遺構を確認。

２日表土除去全区画終了。

３日３Ａ・３Ｂ地区精査。小穴多数掘り終えた後、全測図作成◎撹乱状の小穴多し。

４日Ｂ2-2.3グリッド、Ｃ2-2グリッド遺物包含層掘り下げ。遺物多量。

１２日１Ｂ地区の遺構実測終了。

１４日２号溝掘り下げ終了。確認調査時に第４トレンチ集中区2としたものと同一であることが判

明。Ｇ2.3グリッドに7号井戸確認。完形の須恵器無台杯、木片などが出土した。

１５日雨のため現場作業中止･

’６日７号井戸から須恵器折縁杯出土。底部に墨書あり。博物館実習生参加。

２１日２，地区小穴多数掘り下げ終了。２間×３間の1号掘立柱建物検出◎新潟北高校石原先生、

羽二生先生ほか高校生4名遺跡見学。

２２日２Ｂ・２，地区の平板実測開始。

２４日１Ｃ地区精査終了。士坑や多数の柱穴見つかる。江南高校坂井氏土壌サンプル採取。

２５日Ａ４．５グリッドに5間×２問の１２号掘立柱建物検出･柱根の残存状況良好。

２６日１２号掘立柱建物の北西側に庇の柱穴列確認。また、４号溝が大きく取り巻くように走って

いる模様。並行して４Ｂ・４Ｃ地区精査始めたが、遺構少ない。

３０日３Ａ区9号井戸で方形の井戸枠が出土。

３１Ｈ１Ｃ地区北側溝状遺構掘り下げ終了。重複しているものあり。

８月１日１Ｃ地区の全体写真撮影。

２日２，地区小穴群のエレベーション図作成◎建物を少なくとも2棟確認。

４Ｈ１Ｃ地区北両側へ遺構が広がっていたため拡張｡

６日９号井戸から斎串、ひょうたん、箸、くるみや梅の種子など多数出土。

８日大江山中学校屋上より遺跡全体写真撮影。
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４Ｂｏ４Ｃ地区のエレベーション図終了。平板実測開始。

調査区道路側セクション図作成。

１２号掘立柱建物と雨落溝（4号溝）の実測。

午後2時より現地説明会。見学者多数。

遺物及び機材一部撤収。

レベリング・エレベーション図作成。本日をもって終了。
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第５トレンチ北西壁土層断面

A7トー十一一Ａ６

十

1ｍ

ｌｌＧ

□
遺物包含層

皿
後世撹乱

奇2.0.‐

一一一一ｺ← 〃－Ｗ 一Ｍ≦
､|／Ｗ

HMMＩ

２－０－卜

'ｐＴ
ＨＬ(、）

畝状小溝一一＝=＝両＝一一‐一二一一一

２Ａ６．Ａ7東壁土層断面
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１第５トレンチ北西壁
Ｉ客土（道路盛上）

Ⅱａ茶褐色土（客土？）
Ⅱｂ青灰色粘土（黄褐色粒子含む）
Ⅲａ青褐色粘土（11グリッド側は淡黄褐色）
Ⅲｂ青灰魚粘十
Ⅱｃ暗灰伍.粘十

Ⅲ。青灰色粘土
Ⅲｅ黒灰魚粘十
ｍ青灰色粘土（11グリッド側は婚褐色)－－－－－

Ⅲｂ青灰色粘
Ⅲｃ暗灰色粘

Ⅲ。青灰色粘
Ⅲｅ黒灰色粘
Ⅲｆ青灰色粘
Ⅳａ黒褐色砂

Ⅳｂ黄褐色砂
「

』ー－V／一

ＳＸ１１３

２Ａ６．Ａ7束壁
Ｉ表土（晴茶褐色･':、逆賂盛土含む
Ⅱ茶褐色上
Ⅲａ淡茶褐色粘質土
Ⅲｂ茶褐色土
Ⅲｃ淡茶褐色粘上
Ⅵａ黒褐色砂
Ⅵｂ茶褐色砂

【・２．３撹乱
ｌ灰褐色粘土（黒褐色砂含む）

Ｑ

Ｖ 〆 Ｖ / －
＋

＋

土壌サンプル
2ｍ

３Ａ3束壁
Ｉ表土（暗茶褐色土、道蹄催土含む）
Ⅱ淡茶褐色土
Ⅲａ茶褐色粘質土
Ⅲｂ暗黒褐色土
Ⅲｃ暗灰褐色粘土

Ⅵａ黒褐色砂

S D 5 １ 暗 灰 褐 色 粘 土
２淡炎褐色粘土

SＸｌｌ３１茶褐色
２陪灰褐色粘土

第１３図基本層序（文献26より転載ｓ=1/50）
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第１節平安時代

検出した遺構のほとんどが平安時代に属し、掘立柱建物14棟・柵列１列・井戸９基・溝６本・土

坑5基・畝状小溝多数・性格不明遺構9基等がある。なお、範囲等確認調査で遺物集中区としたもの

のうち、本格調査で遺構の一部であることが判明したものは、当該遺構の中に含め記載した。また、

SD2～4については掘立柱建物に伴う施設と考えられるため、当該掘立柱建物の項で記載した。

遺構の多くは、Ⅳ層黒褐色砂層上面で確認されており、遺構確認面の標高は1.1～1.5ｍである。概

ね調査区北東から南西方向に広がり、掘立柱建物は微高地の南東側緩斜面に西側と東側に大きく２群

に分かれている。それぞれの建物群の東側に井戸があり、建物に近接して畝状小溝が数本を単位と

して存在する。土坑は不規則に散在している。一部の畝状小溝は北東部へ広がる。

第１項掘立柱建物

１４棟を識別した。柱間の多い方向を桁行（長軸)、少ない方向を梁行（短軸）とし、間数が同じ場

合は長辺を桁行とした。柱穴の平面形は確認而での形状を記した。長軸の向きは、ＳＢ９Ｂを除き北か

ら45～74度西偏する東西棟建物である。１４棟の建物以外にも多くの柱穴状の遺構があり、さらに数

一画 、
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建物・柵グ 覧

棟の建物が存在した可能性がある。建物の規模・方位等については第２表、柱根については第３表

にまとめた。奈良国立文化財研究所光谷拓実氏に遺存状況のよい柱根の樹種同定をして頂き、第３

表に示した。

６
７
８
９
８
９
皿
皿
廻
週

行の寸法は西側から数えた。

行の寸法は北側から数えた。

目柱穴なし。＊３ＳＢ５の

＊４ＳＢ９Ｂ（

而
睡
．

ＳＢｌ（第34図・写真図版2.4）Ｈ２．３グリッドにある３間×２問の東西棟建物で、

方位はＮ－５８ｏ－Ｗである。柱間寸法は、梁行は等間隔であるが桁行はばらつきが

ある。なお、東側１間目の棟通りに間仕切りと思われる柱穴が存在する。柱穴は

径40～50ｃｍ、深さ22～28ｃｍで、平面形は円形または隅丸方形である。ＳＢ２・ＳＢ３

と重複し、ＳＢｌ第１０柱穴がSB2第９柱穴に切られていることから、ＳＢｌがSB2より古

いと考えられる。

ＳB２（第34図・写真図版2.4）Ｇ１．２、Ｈ１～3グリッドにある５間×２間の東西

棟建物。方位はＮ－４５ｏ－Ｗである。桁行の北から３問分の柱列と南から２間分の

柱列の軸方向がわずかにずれており、北側３間×２間の総柱建物１棟目と別の建

物１棟が重複している可能性も残るが、ここでは１棟の総柱建物として扱った。
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遺構名
柱間数(桁×梁）

面積(㎡）

北側桁行寸法(、）

南側桁行寸法(、）

東妻梁行寸法(、）

西妻梁行寸法(、）
柱穴掘形(c、） 付帯施設等

SＢｌ
３×２

27.44

(１．８．２．１．１．８）

(２．１．１．８．１．８）

(2.4等間）

(2.4等間）

不定形径40～５０・深さ22～2５

SＢ２
５×２

55.53

11.4（２．１．１．９．２．１．２．３．３．１）

11.3（２．１．２．０．２．０．２．３．２．９）

(2.35等問）

(2.4.2.6）

円形一辺40～５０．深さ24～5７

SＢ３
３×２

34.27

(２．７．２．４．２．３）

(２．５．２．４．２．６）

(2.3.2.4）

(中柱なし）

円形径20～４０．深さ25～4５

SＢ４
４×２

50.62

1０．３（２．５．３．１．２．３．２．４）

10.3（２．８．２．９．２．１．２．６）

(2.4等間）

(中柱なし）

1'j形径３０．深さ30～4５

SＢ５
５×１

61.76

11.6（２．７．２．５．２．２．２．１．２．４）

11.8（５．０．２．４．２．１．２．３）

5.0

5.5

円形・隅丸方形一辺40～6０．

深さ21～4０

庇付か

SＢ６
５×２

60.26

12.2（２．５．２．３．２．３．２．３．２．８）

12.1（２．５．１．９．２．４．２．５．２．８）

(中柱なし）

(2.4等間）

円形・不定形一辺40～6０．

深さ34～6２

雨落溝（SD2）

SＢ７
４×１

35.23

8.1（２．０．１．９．２．０．２．３）

(１．９．２．０．１．９．２．１）

4.6

4.7

円形径30～５０．深さ25～3０

SＢ８
３×２

34.32

(２．３．２．５．２．０）

(２．４．２．５．３．０）

(２．４．２）

(２．４．２）

隅丸方形一辺30～5０．

深さ20～3６

SＢ９Ａ
２×２

16.5

(2.3.2.3）

(2.3.2.1）

(1.9等問）

(1.9等問）

円形径30～５０．深さ24～4３

SＢ９Ｂ
２×１

9.34

(1.8.2.0）

(１．８．２．０）

2.4

2.5

円形径30～５０．深さ2２

SＢｌＯ
３×２

20.79

(１．６．１．６．１．８）

(１．７．１．６．１．４）

(２１等間）

(2.0.2.2）

円形径４０．深さ24～3８

SBllA
５×２

65.66

13.2（２．４．１．９．３．２．２．１．３．６）

13.2（２．３．２．５．３．０．２．２．３．２）

(2.2.2.6）

(2.4等問）

円形・隅丸方形一辺50～7０．

深さ43～7０

雨落溝（SD3）

SBllB
２×２

29.07

(3.2.2.6）

6.1（3.4.2.7）

(中柱なし）

5.1（2.8.2.3）

隅丸方形一辺５０．深さ35～6０

SＢｌ２

５×２

66.30

庇部分３（以上）

1０．２（２．１．２．０．２．０．１．９．２．２）

1０．２（２．２．１．８．１．９．２．０．２．３）

残存長6.1（２．１．２．２．１．８）

(2.5等問）

(2.5等間）

庇部分1.5

円形・隅丸方形一辺80～lOO．

深さ54～7０

円形径40～６０．深さ44～4８

北側庇付、

雨落溝（SD4）

ＳＡｌ ４ 12.4（３．０．２．０．２．６．４．８） 円形径25～５０．深さ30～5０
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南から３間目の束柱は検出されなかった。柱穴は、円形で径40～50ｃｍ，深さ24～

57ｃｍである。また、第３柱穴がSB3第３柱穴を切ったと思われることから、ＳＢ２

はSBl･SB3よりも新しいと考えられる。

ＳＢ３（第34図・写真図版2.4）Ｇ２．３，Ｈ２．３グリッドにある３間×２間の東西

棟建物･方位はＮ－７０ｏ－Ｗである。柱穴の平面形は円形で、径20～40ｃｍ、深さ２２

～45ｃｍである。

ＳＢ４（第35図）Ｆ３．４グリッドにある４間×２間のやや歪んだ東西棟建物で、

方位はＮ－６１ｏ－Ｗである。東側l間目と２間目の棟通りには各々柱穴が存在する。

柱穴は円形で径約30ｃｍ、深さ30～45ｃｍである。昭和60年時の事前調査で検出し

たNOlOトレンチの落ち込み（第２図、図中の●）が第２柱穴にあたる。

ＳＢ５（第36図・写真図版2.4）Ｆ３．４グリッドにある５間×ｌ問の東西棟建物。

方位はＮ－７４ｏ－Ｗである。柱穴の形状は、径40～60ｃｍの不整円形のものや隅丸方

形のものが混在する。深さ21～40ｃｍである。第１０～12柱穴の南側約0.9ｍの位置に

径20～30ｃｍの柱穴状の穴が３基並び、庇の可能性がある。SB6と重複するが、新

旧関係は不明である。

SB6付SＤ２（第36図・写真図版2.4）Ｅ４，Ｆ３．４グリッドにある５間×２間の東

両棟建物で、方位はＮ－７４ｏ－Ｗである。東妻中柱は検出されなかった。柱間寸法

は、梁行が西妻で2.4ｍ等間、桁行は西側l間目と５間目は北側柱列・南側柱列とも

2.5,.2.8ｍと等しい。２～４間は南北で一致しないが、北側柱列の西から第２～

４間がいずれも2.3ｍと等しく、規則性がうかがえる。柱穴は径40～60ｃｍの円形や

不定形で、深さ34～62ｃｍである。

ＳＤ２は、SB6南側柱列の南方約1ｍのところにある。長さ5.8ｍ、最大幅1.2ｍ、深

さ0.3ｍの溝で、位置関係からSB6に伴う雨落溝と判断した。確認調査時の第４ト

レンチ第２集中地点とほぼ重なり、ここから出土した遺物はSD2出士として取り

扱った。覆土は４層に分かれ、２．３層に遺物を多く含む。

ＳＢ７（第35図・写真図版2）Ｄ３，Ｅ３グリッドにある４間×ｌ間の東西棟建物

で、方位はＮ－６１ｏ－Ｗである。柱穴は、径30～50ｃｍの円形で、深さ25～30ｃｍで

ある。SB8と重複するが、切り合う柱穴がなく、新旧関係は不明である。SB8とほ

ぼ同規模・同方向を示すことから、建て替えの可能性がある。

ＳＢ８（第35図・写真図版2）Ｄ３，Ｅ３．４グリッドにある３問×２間の東西棟建

物で、方位はＮ－６１ｏ－Ｗである。柱穴は径30～50ｃｍの円形で、深さ20～36ｃｍで

ある。第３・第４柱穴に柱根が残っていたが、遺存状況が悪く、図示していない。

ＳＢ９Ａ（第37図）Ｃ4グリッドにある２問×２問の東西棟建物で、方位はＮ－

４６ｏ－Ｗである。柱穴は径30～50ｃｍの円形で、深さ24～43ｃｍである。第７柱穴か

ら柱根が出土した。またSB9B・ＳＢｌＯに切られており、より古いと思われる。ま

たSB9Bと合わせて１棟の建物であった可能'性を残し、第４柱穴がSB9Bの第６柱穴

に切られていることから、西妻が建て替えられた可能性がある。
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ＳＢ９Ｂ（第37図）Ｃ４．５グリッドにある２間×ｌ間の南北棟建物で、方位は

Ｎ－３７ｏ－Ｅである◎東西方向の柱筋がSB9Aと揃う。柱穴は、円形で径30～45ｃｍ、

深さ22ｃｍである。ＳＢ９Ａと合わせ、１棟の建物であった可能性を残す。

ＳＢｌＯ（第37図）Ｂ４．５，Ｃ4グリッドにあるやや歪んだ四角形の３間×２間の

東西棟建物である。方位はＮ-49～52.-Ｗである｡柱穴は円形で径40ｃｍ、深さは

24～38ｃｍ前後である。第５・第７・第９柱穴に柱根が遣存していたが、いずれも

劣化していた。第５柱穴出土の柱根は、遣存径6.4ｃｍの芯持材で下端はやや平らに

加工されていた。第７・第９柱穴より出土したものは、加工痕は確認できなかっ

た。ＳＢ９Ａ・ＳＢ９Ｂ・ＳＢｌｌＡと重複し、ＳＢ９Ａより新しいと思われる。ＳＢ９Ｂ・

SBllAとの新旧関係は不明である。

ＳＢｌｌＡ付SＤ３（第37図・写真図版3.5）Ｂ４．５グリッドにある５間×２間の大

形の東西棟建物で、方位はＮ－５５ｏ－Ｗである。南側３間がSBllBと重複するが、

新旧関係はわからない。柱穴は、ｌ辺50～70ｃｍの隅丸方形または円形である。第

１５．第16柱穴は間仕切りと思われる。第５柱穴から、土師器無台椀（65）が柱穴

中央付近から出土し、建物廃絶に伴う埋納の可能性がある。

ＳＤ３は、ＳＢｌｌＡとの位置関係からこれに伴う雨落溝と判断した。建物北西側を

ＳＤ３Ａ，南側をＳＤ３Ｂとした。ＳＤ３Ａの南端が確認調査時のトレンチで壊されてい

る。建物の西から南側にかけてＬ字型にめぐり、総延長約２２，，幅0.5～0.7ｍ，深

さ0.4ｍである。断面形は逆台形状となる。西妻柱列との間隔は0.8～0.9ｍ、南側柱

列との間隔は0.9～1.3ｍである。ＳＤ３Ａに比べ、ＳＤ３Ｂは幅が一定しない。ＳＤ３Ａの

覆土は４層に分けられるが、４層は調査時に掘り過ぎた可能性がある◎ＳＤ３Ｂの覆

土は３層に分けられ、ｌ層に遺物を含む。

ＳＢｌｌＢ（第37図・写真図版3.5）Ｂ4-1.2グリッドにある２間×２間の建物であ

る。柱穴は１辺50～70ｃｍの隅丸方形である。第１・第２柱穴に柱根が残る。第１柱

穴出土の柱根は遺存状況が悪く、加工痕は不明である。第２柱穴出土の柱根は、

一辺約20ｃｍ程度の角柱状で、下端を平らに加工している。柱穴の大きさがSBllA

とほぼ等しく、ＳＢｌｌＡの桁行南側３問分を建て替えた可能性も残る。

ＳＢｌ２付SＤ４（第37.38図・写真図版3.6～8）Ａ４．５グリッドにある身舎５間×

２間の北面庇付東西棟建物で、方位はＮ－５４ｏ－Ｗである。東妻柱列をSBllAと揃

える。庇部分は調査区外へ延びており、北東角の柱穴は確認できなかった。桁行

の柱間寸法は1.8～2.3ｍと不揃いである。身舎の柱穴は一辺80～100ｃｍ，深さ60～

70ｃｍの方形ないしは隅丸方形で、東妻の柱穴はやや小ぶりである。柱穴の覆土に

は黒褐色砂と青灰色砂が互層に堆積しているものもみられた。柱根が良好に遣存

しており、身舎の柱根は一辺１５～20ｃｍ程度の角柱状のものと円柱状もしくは多角

形に外周を加工されているものとがある。上端は腐蝕のため不明である。下端は

平らに加工されているものが多い。また、第４・第９柱穴では礎板が遺存していた。

第４柱穴は最大厚7.6ｃｍほどの厚い板が1枚、第９柱穴は厚さ1～1.5ｃｍ、長さ１６～

ＳＢ１１Ａ
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第２項柵列

31ｃｍの長さの異なる板が４枚使われている。樹種同定によると、スギとクリが使用されており、ス

ギは板目材、クリは芯持材が用いられている。身舎の棟通りには不規則に円形の小穴が４基確認さ

れており、束柱であった可能性がある◎庇部分の柱穴は、径40～60ｃｍ，深さ40～48ｃｍ程度の円形で、

身舎よりやや小ぶりである。庇の柱根は、遣存状態が悪く図示できなかった。

ＳＤ４は、ＳＢｌ２との位置関係からこの建物に伴うＳＢｌ２の雨落溝と判断した。西側をＳＤ４Ａ、南西側

建物よりの細い溝をＳＤ４Ｂ，同じく南側の不定形に広がる溝をＳＤ４Ｃとした。西妻柱列との間隔0.8～

0.9ｍ、南側柱列との間隔は0.9～1.3ｍで、建物の西から南側にかけてＬ字型にめぐる｡総延長約19.4

ｍ、幅0.5～0.7ｍ、深さ0.4ｍで、断面逆台形である。覆土は上層に遺物や炭化物を含む灰褐色粘土、

下層に粘土を含む灰褐～黒褐色砂が堆積していた。遺物はＡ４－３．４グリッドに集中し（第37図)、出

土状況から一括廃棄された可能性が高い。ＳＢｌ２は当遺跡で検出された掘立柱建物の中では最も広い

面積を持ち、柱穴も大きく、庇や雨落溝がつくなど、卓越した内容を示す。

第 ３ 表 柱 材 一 覧

ＳＡｌ（第361X|・写真図版2.4）確認できたのはSAlの１列のみである。Ｅ４，Ｆ４．５グリッドにあり、

柱間４間で、方位はＮ－８１ｏ－Ｗである｡柱穴は径35～45ｃｍの不整円形で、深さ30～50ｃｍである。

柱穴の間隔が揃わず、第４柱穴と第５柱穴の間隔が大きく開く。ＳＫ５と重複し、ＳＫ５より新しいもの

と思われる。SB6に伴う可能性がある。

第 ３項溝

６本の溝を検出した。雨落溝としたSD2～4以外について記述する。

ＳＤｌＨ３グリッドにあり残存長3ｍ、最大幅1ｍ、深さ0.06～0.07ｍの東西溝（Ｎ-53.-Ｗ）である。

他の溝と比べ、出土遺物が少なく浅いことなどから、近世以降の可能性が残る。

ＳＤ５（第39図・写真図版１２）Ａ3グリッドにあり、ＳＢｌｌＡ･ＳＢｌｌＢ･ＳＢｌ２の東妻から東側約9ｍに
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２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
皿

１ 賜
略
Ⅳ
田
⑲
１
２
３
４
５
６
７

分析せず
８
９

分析せず
分析せず

分析せず
分析せず

SＢｌＯ

ＳＢｌＯ

ＳＢｌＯ

SBllA

SBllA

SＢｌ２

ＳＢｌ２

ＳＢｌ２

ＳＢｌ２

ＳＢｌ２

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

５
７
９
２
１
１
２
３
4-1

4-2

SＢｌ２ｐ５
SＢｌ２

ＳＢｌ２

ＳＢｌ２

ｐ
ｐ
ｐ

6大

6小
８

SＢｌ２ｐ９
SＢｌ２ｐ９－ｌ
SＢｌ２ ｐ9-2

SＢｌ２ｐ９－３
ＳＢｌ２ｐ9-4

根
根
根
根
根
根
根
根
根
板
根
根
板
根
根
板
板
板
板

柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
礎
柱
柱
礎
柱
柱
礎
礎
礎
礎

広葉樹
広葉樹

リ
ギ
リ
ギ
ギ

ク
ス
ク
ス
ス

クリ

スギ

コナラ亜属
ギ
ギ

ス
ス

クリ

スギ

28.8

3６

６
６
８
８
４
６
８
２
６
２
６
１
８
１

●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
４
１
２
１
５
７
９
５
１
６
０
４

２
２
２
２
３
５
３
３
２
２
２
１
３
２

径6.4

径19.6

15.6

22.4

径22.0
２２．８

径28.8
23.6

24.2

14.4

径20.8
17.8

８
１
８
２

９
５
７
８

８
妬

８
１

１１．２

7.6

25.2

11.6

4.4

２
４
４
６
８

週
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｑ

芯持材 乾燥のため同定できず
乾燥のため同定できず

断面一辺約20ｃｍの角柱状

断面一辺約１８ｃｍの角柱状
芯持材
断面一辺約１７ｃｍの角柱状
板目樹皮わずかに残る

芯持材断面円に近い多角形

3８ ７
８
９
０
１

１
１
１
２
２

０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

０
１
２
１
２

１
１
１
２
２

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

２
２
２
２
２

１
１
１
１
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

根
根
根
根
根

柱
柱
柱
柱
柱

リ
リ
リ
ギ
リ

ク
ク
ク
ス
ク

22.8

４２

47.6

33.8

16.5

18.0

21.4

20.2

18.0

12.8

芯持材断面円に近い多角形

芯持材断面円柱状



第４項井戸

井戸は９基確認された。井戸枠のないもの６基、円形枠・方形枠使用のもの各１基、水溜に曲物を

用いるものl基である。井戸の平面形の寸法は、形状が円形に近いものは最大径、四角形に近いもの

は長辺･短辺を記し、深さは確認面から最深部までの計測値を記し、括弧内数値は、底面の標高を示

す。なお、ＳＥl～3周辺は調査時には水田になっており、耕作のため上部が削平されていた。本来の

掘り込み面は検出面より0.3～0.4ｍほど高いと思われる。ＳＥ2．ＳＥ3．ＳＥ4．SE9で井戸の埋め戻しなど

に伴うと思われる遺物の出土及び土層堆積が確認された。一括性の高い資料と考えられる。

第４表井戸部材一覧

2１

位置する、方位Ｎ－７２ｏ－Ｗの、南北方向の区画溝である。位置や規模から、これらの建物群に関す

る区画溝と考えられるが、東妻とは方位が8度異なる。ＳＸ２～5の調査後、その下層から検出された。

幅l～2.5ｍ、深さ0.2～0.3ｍで、断面形は逆台形である。北端は調査区外へ延びている。土層は２層

に分かれ、ｌ層下部から２層にかけて遺物が含まれていた。平面的にはＡ3-2.3グリッドに集中し、一

括廃棄の可能性が高い。

ＳＤ６（第39図）Ｂ２．３グリッドにある、方位Ｎ－２２ｏ－Ｅの南北溝である。第１トレンチを挟み、

SD5の延長線上にあるが、同一遺構であるか不明である。溝幅0.9～2.0ｍと一定しない。遺物はほと

んど出土しなかった。

図版
番号

図示
番号
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番号
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井戸側の形状 木取
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2２

ＳＥｌ（第40図・写真図版9）Ｂ２グリッドにある◎平面形は1.2～1.3ｍの不整円形で、深さは約0.65

ｍ（0.15ｍ）である。覆土は、全て植物遺体を多く含む粘土質層で、２．４．６層では砂質がやや勝る。

遺物は少ない。最下層から「<」の字形の木製品が出土した。

ＳＥ２（第40図・写真図版9.13）Ｄ2グリッドにある。平面形は0.85～1.0ｍの不整円形で、深さ約

1.3ｍ（-0.3ｍ）である。直径約0.8ｍの丸太を分割した剖抜材5枚が、中央に歪んだ円形状に据えら

れている。剖抜材は残存長60ｃｍ，幅30～60ｃｍ、厚さ6～7ｃｍで、ちきり穴を有するものが２枚あっ

た。井戸の構築材としては不要な穴であり、転用前の加工痕と思われる。周縁にはさらに縦板を巡

らせていた。上部が開田時に失われているため、ほぞ穴など組み合わせ加工の有無は不明である。

文献15ではＢＩｂ類に分類される。井戸枠内２．３層からは大きな木の根、底面近くからは径20ｃｍ

前後の円喋が出土した。井戸廃棄の際に石を入れ、埋め戻したものであろう。遺物量は少ない。

ＳE３（第41図・写真図版9）Ｅ１．２，Ｆ１．２グリッドにある。平面形は１．２５×1.15ｍの隅丸方形で、

深さ１ｍ（-0.3ｍ）である。確認面から0.5～0.6ｍの深さで段があり、それより下方は狭くなり、一

辺0.5ｍ程度の隅丸方形となる｡３．４層間、４．５層間にそれぞれ0.5ｃｍほどの厚さの木葉など植物

遺体を含む黒褐色腐植土層が観察された。段から底までは単一層で、植物遺体を多く含む粘土混じ

りの黒褐色砂質土が堆積しており、一気に埋められた可能性がある。遺物は、５層から木製高台Ⅲ

(285）と、須恵器無台杯（282）が１点ずつ、６．７層から斎串（283.284）が２点ほぼ同じ地点か

ら出土している。これらは、井戸廃棄に伴い埋納したと思われる。

ＳＥ４（第41図・写真図版9）Ｇ２グリッドにある。平面形は1.55×1.40ｍの隅丸方形で、深さは1.1

ｍ（0ｍ）である。確認面から0.5～0.6ｍのところでゆるい段があり、底部に向かって狭くなり、一

辺0.7ｍ程度の隅丸方形となる。l層に多く炭化物を含み、２層にも少量含まれる。３層は植物遺体

を非常に多く含む。また、１層からは比較的多くの遺物が出土し、上部からは油煙の付着したほぼ

第５表井戸出土の主な遺物
遺構名 形

SＥｌ 素掘り

ＳＥ２ 丸太割剖抜

ＳＥ３ 素掘り

ＳＥ４ 素掘り

ＳＥ５
不明･水溜に

曲物使用

ＳＥ６ 素掘り

ＳＥ７ 素掘り

ＳＥ８ 素掘り

ＳＥ９ 横板井篭組

覆土上部

l層:土師器無台椀(完

形)1ﾉA(､土師器長胴斐

破片

l層:土師器･須恵器小

破片

棒状木製HnIl､土師器破

片

l層:須恵器無台杯1点

ほか須恵器･土師器破

片多数

覆土中位

2.3層:木の根

5層:木製高台Ⅱ1点、

須恵器無台杯1点､6．７

層:斎串2点

2層:棒状木製,H１２点、

須恵器無台杯(墨書)１

点､3層:棒状木製,Hhl

点､板状木製品1点

2層:須恵器無台杯(完

形)2点､8屑板材等6点

2層須恵器鉢破片､3層

径30ｃｍ円喋1点､4層以

下ﾋｮｳﾀﾝ･モモ(ウメ）

１６点･ｸﾙﾐ6点､須恵器

婆破片､箸､炭化物

井戸底部

木製品(用途不明)１点

径20ｃｍ円牒1点

3層:木製皿1点､須恵器

無台杯(墨書)1点

モモ(ｳﾒ)2点･クルミ

2点､木製品

土層 備考

植物遺体を多く含む1.3.5層と

やや砂質が勝る2.4.61曹の互層 遺物量少

をなす

水平堆積をなす

3～5層問に層厚5ｍｍほど黒褐

色腐植植物層あり｡8層に植物

遺体多く含む

１．２層に炭化物含む

5層埋め土か 遺物量少

各層で木葉･種子など植物遺体

多量含む

7層に植物遺体含む

水路により半壊

掘形と枠の間に斎串

4層に植物遺体含む 1点､モモ(ウメ)1点．

ｸﾙﾐ1点



完形の土師器無台椀（294）が1点、中央からやや南西寄りに正置された状態で出土した。井戸廃絶

後に掘りくぼめて置かれた可能性が高い。２層からは墨書のある須恵器無台杯の底部（289)、同層

下部の段から杭状木製品（306.307）が２本並んだ状態で出土した。また、３層上部から杭状木製品

(308）と板材（309）が出土している。３層の底面付近では、木製挽物のⅢ（325）と、伏せた状態

の完形の須恵器無台杯（288）があった。３層出土の遺物は、井戸廃棄に伴い埋納されたと思われる。

ＳＥ５（第41図・写真図版10.13）Ｆ2グリッドにあり、SE4の北側１ｍのところに位置する。平面形

は1.7～1.9ｍの不整円形で、深さは約1.3ｍ（0.25ｍ）である。断面はすり鉢状を呈し、ほぼ中央に径

約0.4ｍ，深さ0.4ｍの水溜部分がある。その上部に残存高22ｃｍの曲物が残っていたが、腐食が進んで

おり、図化できなかった。

ＳＥ６（第41図・写真図版１０）１４グリッドにある。平面形は１辺0.8～0.9ｍの西側隅がやや歪んだ

隅丸方形で、深さは約0.7ｍ（0.3ｍ）である。0.35～0.4ｍ深さで北側にゆるく段を持ち、径0.4ｍほど

の円形である。覆土は６層に分けられ、種子など植物遺体が多量に含まれていた。遺物は少量であ

る。

ＳＥ７（第42図・写真図版１０．１４）Ｇ２．３グリッドにある。Ⅲ層中から検出された。平面形はl辺

1.85ｍの隅丸方形で、深さは約1.15ｍ（0.25ｍ）である。中～下位にかけてわずかな段があり、底面

はすり鉢状である。覆土は１０層に分かれる。井戸側は残っていなかったが、７層から井戸部材の可

能性がある板がほぼ同じ深さで６点出土している。１～２層からほぼ完形の墨書のある須恵器無台

杯２点とふいどの羽口などを含む多くの遺物が出土した。２～３層にかけて径１５～20ｃｍ前後の石が

２点出土している。３層からは完形の須恵器無台杯（313）と折縁杯（318）が正位の状態で出土し、

そのうち折縁杯の底部外面に符号と思われる墨書があった。土層の堆積状況や、埋没後に遺構の中

央部を掘削していることなどから、ｌ～３層はSE7が埋め戻された後に掘られ、遺物が廃棄されたも

のと解釈したい。なお、本来の井戸の覆土である４層以下からは土器が出土しておらず、明確な井

戸の使用時期については不明である。

ＳＥ８（第41図・写真図版１１）Ｂ２グリッドにある。ＳＫｌの北西約1.5ｍにある素掘りの井戸◎残存

する形から、平面形はl辺1.3ｍほどの隅丸方形と推定される。深さ0.65ｍ（0.3ｍ）である。水路によ

り半分以上が破壊されており、その時に上部が削平された可能‘性がある。

ＳＥ９（第42～44図・写真図版１１．１４）Ａ3グリッドにある。平面形は１辺2.1ｍの隅丸方形で、深

さは1.2ｍ（－０．１ｍ）である。掘形は確認面から0.4ｍほどでゆるい段があり、その下方でl辺1.2ｍほ

どの隅丸方形をなす。覆土は４層まで確認したが、確認面から0.6ｍより下の土層堆積は湧水が著し

く、確認できなかった。底部付近の覆土に長さ0.5～2ｃｍ程度の炭化物が少量含まれていた。掘形内

側には、井桁状に組んだ内法70ｃｍの方形井戸枠を据え、その周りに縦板を巡らせていた。井戸枠は

３段遣存していたが、３段目上端にも切込があり、当初はさらに上に組まれていたものと思われる。

また、井戸枠の横板外面には、下段から順に鋭利な線刻によって「|」「||」「|Ⅱ」の記号が刻まれ、組

み立てる時の順番を示している。この形式の井戸枠は、ＢⅥ類横板井篭組井戸に分類され、７～９

世紀代に盛行するとされている（文献ｌ）。

井戸枠内の３層上面に径20～30ｃｍの扇平な大形操や、須恵器婆破片がみられる。３層から４層に

かけて須恵器無台杯（331.332）・有台杯（333）が出土した。また、底部付近の覆土から須恵器．
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土師器破片のほかにウメ（モモか）・クルミ・ヒョウタン等の植物遺体、箸・棒状製品などの木製品、

毛髪状の細い繊維が出土した。井戸の廃絶時に植物や木製品などを入れて３層まで埋め、大形牒や

須恵器蓋を入れたものと思われる。井戸枠と掘形の間から斎串等が出土しており、井戸枠を据える

際に埋納したと考えられる。今回調査された井戸の中で、井戸を作る際の埋納行為が確認されたの

は、この１基だけである。

第５項士坑

士坑は５基確認した。土坑等の平面形の寸法は、形状が円形に近いものは最大径、四角形に近い

ものは長辺･短辺を記した。深さは確認面から最深部までの計測値を記した。

ＳＫｌ（第45図・写真図版11.12）Ｂ２グリッドにあり、平面形は2.1ｍ×1.6ｍほどの楕円形で、深

さは0.6ｍである。掘形は、北側壁面がややゆるく傾斜し、丸底状になる。下層調査時に湧水した。

昭和60年１２月調査時の１４ビットと位置が重なっているため、遺物は同一遺構出土として合わせて掲

載した。

ＳＫ２（第45図・写真図版１２）Ｇ５グリッドにある。平面形は2.05ｍ×1.45ｍのやや角ばった楕円形

で、深さは0.4ｍである。断面はなだらかに立ちあがる。遺物の多くはl層より出土した。

ＳＫ３Ｃ４－３．４グリッドにあり、SB9の南に位置する。南端を第４トレンチに切られており、平面形

は残存する長軸1.8ｍ、短軸1.4ｍのややゆがんだ楕円形である。深さは0.6ｍである。

ＳＫ４Ａ２グリッドにある。平面形は径1.8ｍの円形で、深さは0.3ｍである。断面逆台形である。

ＳＫ５（第45図・写真図版12）Ｅ4グリッドにある。平面形は円形で径約2ｍ、深さ0.4ｍである。ト

レンチで南端を壊されており、全容は不明である。なお、ＳＡｌの柱穴に切られている。遺物は土器

小破片であり、ゴミ穴として利用されていた可能性が高い。

第６項畝状小溝

長さｌ～８，，幅20～50ｃｍ、深さ４～32ｃｍほどの細長い溝で、数本ずつ平行して単位をなしている。

溝の方向は北から37～73度西偏したものが大半で、東西溝が過半数を占める○Ｇ列以西には分布しな

いが、Ⅲ層がほとんど認められない地区であるため、本来は存在していた可能性がある。分布状況

から7群に分けられ、さらに溝の方向により細分できる。西側から順に番号を付した（第１５図及び全

測図)。遺物は、少量ではあるが平安時代のものに限られ、他の時代のものは出土していない。上越

市一之口遺跡などで類例があり、畑の畝跡の可能性がある◎

１群Ｅ２．３，，３グリッドにある東西溝で、方位は①Ｎ－７３ｏ－Ｗと②Ｎ-52～53.-Ｗの２方向があ

る。幅26～36ｃｍ、深さ8～１６ｃｍである。②は間隔が2.0～2.6ｍほどあき、６群と同じ方向を示す。②は

SB７．８の桁行とほぼ方位が合い、これに伴う可能性がある。①・②はSB５．６と近世遺構に切られる。

２群Ｄ３．４，Ｅ4グリッドにある東西溝で、方位はＮ－７３ｏ－Ｗである。幅18～26ｃｍ、深さ６～

16ｃｍで、間隔が2.4ｍあく。ＳB５．６と方向がほぼ一致しているが建物域にかからないことから、こ

れらの建物に伴っていた可能性がある。

３群Ｂ２．３、Ｃ３．４グリッドにあり、東西溝と南北溝がある。東西溝の方位は①Ｎ-53～54.-Ｗ

と②Ｎ-67～68.-Ｗの２方向があり、南北溝は②にほぼ直交する。幅20～34ｃｍ、深さ１４～１７ｃｍで



ある。Ｂ２－２．３グリッドにある溝は、Ⅲ層中から掘り込みが確認されたSX2～5の下から検出されてい

る。②の東西溝はSD3に平行し、西端はトレンチや撹乱、東端は水田開削時の掘削を受けている。

SD6を切り、近世遺構に切られる。ＳＤ６にかかる溝のうち東から２本目の溝にピットが２基あり、土

師器無台椀（502.505）が1点ずつ出土している。南北溝は２条あり、北端がトレンチに切られてい

るため、残存長4～5ｍである。

４群（写真図版3）Ａ２．３グリッドにあり、①Ｎ-37～38.-Ｗと②Ｎ-67～68.-Ｗの２方向が

ある。残存長24～3.6ｍ、幅25～50ｃｍである。①は２本の溝がSD5を切る形で伸びており、②はほと

んどの溝が西端はSD5に切られ、東端は調査区外に延びる。約１ｍ程度の間隔である。また、①。②

ともSK4に切られる溝が含まれており、その切り合いから、古いほうから②、SD5、①と推測される。

さらにこの上層にSX2～5がある。周辺に同じ方向の建物はない。

５群Ａ４．５，Ｂ４．５グリッドにあり、方位Ｎ-72.-Ｗの東西溝とそれにほぼ直角に交わる形で南

北溝が３条ある。東西溝は長さ1.2～3.6ｍで、南北溝は最長約１０ｍである。幅は14～27ｃｍで、２０ｃｍ

前後が中心となる。深さは7～18ｃｍであるｏＳＢ１０．１１．１２．ＳＤ４に切られる。周辺に同じ方位の建

物はない。

６群Ｂ５．６，Ｃ５．６グリッドにある東西溝で、方位はＮ－５０～60.-Ｗである。長さ4.8～6.4,,

幅20～56ｃｍ，深さ４～22ｃｍと差があり、間隔も不揃いである。ＳＤ３Ａより2.4ｍほど西側へ離れた位

置にある。覆土が白っぽく粘性があり、近世以降の士坑覆土と似ていることや、曲がり気味の溝が

多い点など他の小溝群と様相を異にする。
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７群（第46図・写真図版3）Ａ６．７グリッドにある東西溝で、①Ｎ－５２ｏ－Ｗと②Ｎ-69～70.-

Ｗの２方向がある。北西端は調査区外へ延び、南東端はＳＤ４Ａの北西約5.6ｍのところで終っている。

残存長3.2～８ｍ、幅22～32ｃｍ、深さ5～13ｃｍである。①は間隔が2ｍほど空く。近世以降の士坑に

切られる。②はSBl2とほぼ軸方向を揃える。①より間隔が狭く、不揃いである。

第７項‘性格不明遺構

平面形が確認されたが、明確に人為的な掘り込みが認められなかったものや、くぼ地状のものを

性格不明遺構とした。覆土は、暗褐～黒褐色の炭化物混じりの士で、単層である。深さはⅣ層まで

達しない。

ＳＸｌＣ３グリッドにあり、平面は長さ2.4ｍ、幅0.5ｍの溝状である。深さは確認面から約0.2ｍであ

る。覆土は黒褐色粘土である。

ＳＸ２（第45図）Ｂ２．３グリッドにあり、淡茶褐色粘土層（ⅢｂもしくはⅢc層）上面で検出された。

平面形は長軸4.6ｍ・短軸3.3ｍの不定形である。覆土は黒褐色粘土である。

ＳＸ３（第45図・写真図版１２）Ｂ3グリッドにあり、淡茶褐色粘土層（ⅢｂもしくはⅢc層）上面で

検出された。平面形は長軸2.7ｍ・短軸1.7ｍの楕円形で、深さは確認面から約0.15ｍである。他のＳＸ

に比べ掘り込みが比較的明瞭である。

ＳＸ４（第45図）Ｂ２．３グリッドにあり、淡茶褐色粘土層（ⅢｂもしくはⅢc層）上面で検出された。

北側の一部を範囲等確認調査時のトレンチによって掘削されている。残存部分からは径1.6ｍ程度の

不整円形と推定される。

ＳＸ５（第45図）Ｂ２．３グリッドにあり、淡茶褐色粘土層（ⅢｂもしくはⅢc層）上面で検出された。

北側の約１／5程度を範囲等確認調査時のトレンチによって破壊され、残存部分からは長軸2.6ｍ・短

軸1.8ｍ程度の不定形と推定される。

ＳＸ６Ｄ３グリッドにあり、淡茶褐色粘土層（ⅢｂもしくはⅢc層）上面で検出された。長軸1ｍ・短

軸0.7ｍの楕円形状で、深さは約0.2ｍである。覆土に炭化物を含む。

ＳＸ７Ｇ３－２グリッドにあり、ＳＤ２の南西1ｍに所在する。径約0.7ｍほどの不整円形である。

ＳＸ８Ｄ４－１．４グリッドにあり、不定形である。

第２節近世以降

遺構は士坑状のものと、幅の広い不定形のものがある◎平安時代の遺構と識別するために１００番台

の遺構番号を付した。遺物はテンバコ2箱の陶磁器土器片と木片があるが、その大半は遺構から出土

した。以下に一括して記す。

第１項士坑

SKlOl～１０７（第46図）の７基あり、直り山集落寄りのＡ５～Ａ7グリッドに集中している。覆土は

砂混じりの灰褐色粘土が主体で、平安時代のものと異なる。Ⅲ層を掘り込んでいるが、同居中では

判然としないものが多い。遺物は雑多な木片類と陶磁器片が混ざって出土し、投棄されたものと想

定される。多くはゴミ穴と思われるが、SKlO6のように杭を打っているものもある。SK104～106か



らは、１８世紀後半から19世紀初頭の磁器を含む遺物が出土し、近世の所産と考えられる。そのほか

の土坑では、近現代のものと思われる磁器が混ざり、SKlO4～106より新しい。また、範囲等確認調

査ではＥ８．，９・Bl2グリッドの畑地水田境界部で、Ⅳ層に達する杭列が検出されている。この杭は

SKlO6と同じ形状をしており、近世と考えられる。

第２項‘性格不明遺構

不定形のものを'性格不明遺構とした。SXlOl～113の13基がありほぼ全域に散在する。形態は、い

ずれも幅が広く、深さは数十ｃｍでⅢ層を掘り込み、底部は平らである。覆土は青みがかった灰褐色

粘土である。幅2.7～2.8ｍ程度の溝状のSXlO5・lO6などは連続した方形区画ともみられ、耕土の天地

返しなど耕作に関するものと思われる。遺物は、平安時代土器と近世以降の陶磁器細片が混在して

出土した。木片は含まれない。SXlOl･’０２から出土した遺物には近現代の陶磁器が多く含まれ、

SXlO3～lllでは18世紀後半から19世紀代のものと近現代のものが混在して出土し、１８世紀後半以降

に作られたものと考えられる。
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第５章出土した遺物

第１節 縄文時代

遺構は検出されず、土器片5点と石器1点が出土した（第16図・写真図版15)。小丸山遺跡で最も古

い生活痕跡を示す遺物である。特に集中する地点はみられない。１はSD5から出土した深鉢である。

口縁部が外反し、浅い沈線による文様が施されている。２はＥ３-3グリッドから出土し、半裁竹管に

よる二条の半隆起線文が横に引かれている。３～５は同一個体と考えられるもので、Ａ3-2グリッド

及びその周辺から出土している。沈線で渦巻文が描かれ、その文様の内側には0段多条のＲＬ縄文が

施されている。２は中期前半の北陸系と思われる。３～５は中期後半で、東北地方南部の大木9b式

土器の系統である。１もそれらに近い時期と考えられる。

６は閃緑岩製の磨製石斧でB4-2グリッドから出土した。刃部側の半分を欠損している。頭部が少

しとがり、断面は丸みを帯び厚ぽつたい。表面は風化が進み、製作及び使用の痕跡は観察できない。

５

１０ＣﾛⅡ

第１６図縄文時代の遺物（s=1/2）

第２節平安時代

第１項遺物の概要

平安時代の遺物は、Ⅲ層及び遺構から出土した。分類･接合した後で、長さ60ｃｍ・幅40ｃｍ・高さ

15ｃｍのテンバコ換算にして約90箱である。遺物の大半は土器で、須恵器と土師器が多い。黒色土器

は少量、緑紬陶器素地や製塩土器は微量で、灰粘陶器は出土していない。また、墨書土器が100点以

上出土した。実測図の図示番号に続く（）に墨書土器の整理番号を記した。木製品は井戸や土坑

などの遺構から出土し、皿や曲物、斎串などがある。

（１）土器の概要

土器の用途は、食膳具。煮炊具・貯蔵具・調理具に分け、調理に使用する器種のうち火にかけて

使用するものを煮炊具とした（文献２）。須恵器杯･盤･椀類、土師器及び黒色土器の椀･皿類が食膳

具で、須恵器1に対し土師器３～４の割合である。土師器小尭・長胴尭・鍋が煮炊具、須恵器莞・壷

６



類が貯蔵具、須恵器鉢が調理具に該当する。

土器の製作は、佐渡型髪や製塩土器を除き大半がロクロ使用によるものである。製作・調整に関

する用語は、文献１９を参考とした。杯・椀類や小尭などは粘土塊から挽き出しもしくは粘土板に粘

土紐を積み上げて成形されている｡成形後は、須恵器の杯類や壷類は回転へラ切り（以下「ヘラ切

り」と略)、土師器の椀や小尭は回転糸切り（以下「糸切り」と略）によってロクロ台から切り離さ

れる。黒色土器は、糸切り後ロクロケズリを行うものが多い。須恵器横瓶・蕊や土師器長胴髪･鍋は、

粘土紐を積み上げ、タタキ出して成形した後、ロクロを利用して板などで成形している（文献20)。

胎士については、肉眼で焼成や色調、混入される粒子（大きさ・色調・量）などを観察し、遺物一

覧表に記載した。資料の一部について、奈良教育大学三辻利一氏から蛍光Ｘ線分析による産地同定を

して頂き、その報告を第７章に記載した。須恵器杯類の胎土は、比較的精良で径１ｍｍ以下の白色粒子

を含むものが９割近くを占める。佐渡郡真野町大木戸窯産や佐渡郡羽茂町小泊窯産の胎土とよく似て

いることから、ここでは佐渡産と表記した。また、胎土が粗く径l～3ｍｍ程度の石英と思われる半透

明粒子が多く含まれるものが全体の１割近くあり、北蒲原郡笹神村狼沢窯出土須恵器によく似ている

ことから笹神産と表記した○本遺跡に近い産地としては、新津丘陵（新津市・五泉市）や角田山麓

(西蒲原郡巻町周辺）などがあるが、その製品である可能性をもつものは１０点に満たない。また、壷

や髪などに含まれる白・半透明色粒子は、杯類に比べ径l～3ｍｍ程度とやや大きめのものが多い。

土師器は、須恵器に比べ生産地の状況が明らかでないことから、産地の特定は難しい。椀類の胎

士は大きく２種類に分けられ、きめの細かい胎士に径0.5～2ｍｍ程度の白色（長石）・半透明～灰色

(石英･チャート）・茶～燈色（焼粘土）・金色（雲母）・黒色（角閃石）粒子が少量含まれるものと、

割れ口ががさがさする粗い胎土に径1ｍｍ程度の白色・半透明～灰色・黒色の粒子が多量に含まれる

ものとがある。小尭は比較的きめの細かい胎士に径l～2ｍｍ程度の白色・半透明～灰色・茶色・黒色

粒子が少量入るものが多い。長胴婆や鍋は、椀類よりやや粗い胎士に径2～3ｍｍ程度の粒子が入るも

のがほとんどである。これらの傾向から椀類、小尭、長胴婆･鍋について胎士を使い分けていた可能

‘性がある。また、土師器の内面または内外面に黒色処理したものを、黒色土器とした。胎士は精良

で、混入される粒子は少ない。尚、表中径0.5ｍより小さい粒子は「微細」と表現した。

以下に須恵器･土師器･黒色土器の主な器種の出土量や形態的特徴などを記す。

須恵器

無台杯須恵器食膳具の中ではもっとも多い。口径12～13ｃｍ台が主体である。器形は底部から口縁

部まで直線的に立ち上がるものが多い。厚手のａ類と、全体に薄手でロクロ痕が残るｂ類に大別され、

後者が９割ほどを占める。胎土の観察結果と合わせてみると、前者が笹神産、後者が佐渡産である可

能‘性が高い。底部外面が糸切りのものが３点確認された。灯明器として使用したものが少量みられる。

盤１点出土した。無台杯に似るが、器高が低く底径指数（底径÷口径×１００）が杯より大きい。

杯蓋口径14～15ｃｍ台が主体である。天井外面Iまへラ切りとへラ切り後ロクロケズリを行ってい

るものの両方が確認された。摘みの中央がへこむボタン状のものと、中央が出っ張る擬宝珠状のも

のがある。蓋の内側を硯として利用したものが少量みられる。

有台杯無台杯に比べ少ない。口径12ｃｍ前後の小形品ａ類と、’二I径１３～14ｃｍ台の大形品ｂ類があ

り、いずれも無台杯に比べ深身である。ｂ類が大半を占める。高台部分を硯に利用したものが少量
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みられる。

有台椀底部のみ２点出土した。有台杯に比べ足高で、腰部が丸みを帯び、内湾気味に立ち上が

る器形を有台椀として分別した◎

折縁杯４点確認されている。口径１１．７～13.6ｃｍで有台杯より全体に小さめである。口縁部を短く

内側へ折り曲げる。底部へラ切りで、高台は有台杯より足高である。

壷口縁部の形態から24個体が確認されたが、完形品はない。長頚壷・短頚壷・細頚壷がある。

頚部の形態により区別し、短いものを短頚壷、長いもののうち、口縁部がラッパ状に開くものを長

頚壷、開かないものを細頚壷とした。長頚壷が多い。細頚壷は底部静止糸切りで、平城京分類の壷

Ｇに相当する。

横瓶完形品はないが、７個体以上識別した。高台付横瓶が１点確認されている。

斐完形品はなく、口縁部の形態の違いから約40個体を識別した。口径20ｃｍ台の中形品が多い。

鉢口径46ｃｍのものを１点確認した。口縁部のみの出土であり、底部の形態は不明である。タタ

キ出して成形する。

土師器

無台椀最も多く出土した器種である。底径指数が杯より小さく、立ちあがりは丸みを帯びる。

口径１１～１２ｃｍ、12.5～１４ｃｍ、15.5～17ｃｍ前後のものがある。底部外面は糸切りが主体で、ロクロケ

ズリを用いるものが数点みられる。比較的精良な胎士を用い、器面をロクロナデして凹凸が残らな

いａ類、粗い胎土を用い、器面調整されないｂ類に分けられる。灯明器や漆入れとして使用された

ものが少量みられる。

有台Ⅲ２点確認した。口径13.5～13.6ｃｍで、底部調整は、高台を付ける際になでられているため

不明である。高台端部は少し丸みを帯びる。

小琵口縁部の形態から43個体を確認した。口径12～13ｃｍ台が多い。椀類に比べて底部が厚く、

底部内面から器壁にかけてロクロ痕の凹凸が残っている。口縁部形態は、「く」の字状に外側へ屈曲

し、口縁端部が丸味を持つもの、もしくは角状を呈するａ類と、「<」の字状に外側へ屈曲し、さら

に上方内側へつまんで屈曲するｂ類の２種類に大別され、ｂ類が全体の７～８割を占める。

長胴斐口縁部の形態から47個体を確認した。口径19～23ｃｍ台が多い。体～底部をタタキ出して

成形し、底部は丸底で体部より厚めである。破片数は多いが、完形品はなく、復元された個体数は

少ない。口縁部形態は口縁部を「<」の字状に外側へ屈曲し、口縁端部は丸もしくは角状のａ類、

｢く」の字状に外側へ屈曲し、さらに内側に屈曲したｂ類の２種類に分けられる。ｂ類は口縁端部が

丸いものと、細くつままれるものがみられる。ｂ類が８割程度を占める。

鍋口縁部の形態から69個体を識別した。口径35～40ｃｍ台が多い。口縁部形態は頚部から外側へ

屈曲し、口縁端部までが短いａ類、外側へ屈曲したあと、口縁部がさらに内側へ屈曲するｂ類、頚

部の屈曲がゆるやかなｃ類に分けられる。完形品はない。

佐渡型尭口縁部破片を３点確認した。ほかの器種に比べ砂粒の多い胎土を用い、色調は茶色味

が強い。口縁部に横、胴部に縦方向のハケ目がある。

黒色土器

無台椀口径１３～16ｃｍ台である。成形方法は士師器と共通するが、底部調整はロクロケズリされる



ものが多く、糸切りが残るものは少ない。また、内外面に丁寧なロクロナデが施されるものが多い。

有台椀糸切り後高台を貼り付けたものと、底部を削り出してロクロケズリしたものがある。前者

は4点確認され底径6.4～7.0ｃｍである。須恵器や土師器の高台に比べ低い。後者は内外面黒色処理さ

れたものが2点出土している。

Ⅱ内外面黒色処理のⅡの口縁部破片が1点確認されている。

第２ 項遺構出土遺物

遺構出土遺物は、須恵器莞など同一個体の破片が多い場合は特徴がよくあらわれているものを図

示した。小破片や自然藤は図示していない。

（１）掘立柱建物

柱穴からの出土遺物と、建物の雨落溝から出土した遺物を併せて記した。

ＳＢ１土師器椀・長胴尭・小尭が出土した。図示できる遺物はない。

ＳB２（第47図l～９．写真図版１５）須恵器無台杯(1)・杯蓋(2)、土師器無台椀(3)・小尭(4)・長胴

尭(5～8）・鍋(9)が出土した。６．７の土師器長胴尭は同一個体であろう。

ＳＢ３土師器長胴斐、須恵器莞が出土した。図示できる遺物はない。

ＳＢ４（第47図１０・写真図版１５）須恵器有台杯、土師器長胴髪(１０）・鍋が出土した。

ＳＢ５（第47図11）須恵器無台杯(１１)、土師器長胴尭が出土した。１１は器高が2.2ｃｍと低く、浅身

で小形である。

SB6付SＤ２（第47図12～第49図６０．写真図版15.16）柱穴から須恵器無台杯(１２）・壷・婆(１３)、

土師器無台椀・長胴尭が出土した。

ＳＤ２からは須恵器無台杯(14～22）・杯蓋(２３．２４）・有台杯(25～27）・婆(58)、土師器無台椀(28～

34）・小尭(35～48）・長胴尭(49～53）・鍋(54～57)、砥石(59)、羽口(60)、鉄津など合わせてテンバ

コ２箱程度の遺物が出土している。確認調査時の第４トレンチ第２集中地点とほぼ重なり、ここから

出土した遺物もＳＤ２出土として取り扱った。１４は底径が大きく厚手で、立ち上がりが丸みを帯びる。

笹神産と思われる｡土師器無台椀はａ類とｂ類が半々である。３２は器高が高く、直線的な器形で、ｂ

類である。底部から立ち上がりにかけて手持ちへラケズリ調整されるものは、当遺跡ではこの1点の

みである。３３は内外面口縁部に煤が付着し、２か所に打ち欠きがあり、灯明器として使用されたと思

われる。二次的な被熱により赤化している｡４点の墨書土器が出士しているが、いずれも判読不明で

ある。煮炊具は小髪・長胴莞・鍋があり、中でも小尭の個体数が多く、口縁部形態の違いから１３個体

を識別した。４８が口径15.6ｃｍと大きいほかは口径１１～13.6ｃｍにおさまる。３５と40は胎土がよく似てお

り、同一個体の可能性がある。長胴尭を３個体、鍋を４個体図示した。残りはほとんどが体部破片で

ある。貯蔵具は少なく、図示できたのは尭体部破片(58）１点のみである。また、鍛冶関連遺物として

砥石(59）と羽口(60)、鉄津が2599出土した。砥石は386.39あり、当遺跡では大きいものである。

ＳＢ７土師器椀が出土した。図示できる遺物はない。

ＳＢ８（第49図61.62．写真図版１６）須恵器無台杯、土師器小尭(61）・長胴尭(62）が出土した。

ＳＢ９Ａ須恵器杯類が出土した。図示できる遺物はない。

ＳＢ９Ｂ遺物は出土しなかった。
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ＳＢｌＯ須恵器無台杯、蝶が出土した。図示できる遺物はない。

ＳＢｌｌＡ付SＤ３（第49図63～第50図８７．写真図版16）柱穴からは須恵器無台杯(63）・有台杯(64)、

土師器無台椀(65.66）・長胴斐が出土した。６５は柱穴中央寄りに正置された状態で出土した。底部外

面に｢七」と墨書がある◎口縁部がlか所打ち欠かれ、煤が付着している。灯明器として利用されたも

のと思われる。６６の内面は丁寧になでられ、ロクロ痕が残らないａ類である。

ＳＤ３は、ＳＤ３ＡとＳＤ３Ｂに分けて遺物を取り上げており、須恵器無台杯(67～73）・杯蓋(74）・有台

杯(76）・長頚壷(85）・細頚煮(86)、土師器無台椀(７７．７９）・小尭(80）・長胴尭(８１．８２）・鍋(８３．８４)、

軽石(87）などテンバコ2箱分の遺物が出土した。ＳＤ３ＢはＳＤ３Ａの２倍ほどの量がある。須恵器杯類

は、ａ類(68.69.72)と、ｂ類(67.70.71)に分けられる。また、図示していないが、灯明器に使用さ

れたと思われる須恵器無台杯の口縁部破片が1点確認されている。土師器椀類は、量が少なく、ｌ～

2ｃｍほどの小片が大半のため、図示できたものは少ない。ａ類が多いようである。７７は外面赤彩さ

れている。貯蔵具は、長頚壷・細頚壷があり、莞や横瓶はない。８６の細頚壷は、ＳＤ３Ａから出土した。

平城京分類(文献１５)の壷Ｇとされるものである。胎土は軟質で多孔質状を呈し、底部には静止糸切り

痕が残り、歪みが大きい。当遺跡周辺の窯跡では出土例がなく、搬入されたものであろう。第56図

225と同一個体の可能性がある。県内では上越市今池遺跡で類例がある。煮炊具はSD2やSD4に比べ

て少ない。墨書土器(69.72.73.79)が４点確認されている。土器以外には軽石（87）が1点あり、一

端に打ち欠いた痕跡が残る。

ＳＢｌｌＢ土師器長胴尭、篠が出土した｡図示できる遺物はない。

ＳＢｌ２付SD4（第50図88～第57図232．写真図版16.17）柱穴からは須恵器無台杯(88.89）・有台杯

(90)･杯蓋(91）・莞、土師器小尭(93）・長胴婆(92.94）が出土した。

SD4からは、テンバコ３箱分の遺物が出土した◎溝の中では最も遺物量が多い◎須恵器無台杯(95～

134）・杯蓋(135～141）・有台杯(142～146）・長頚壷(220～224）・細頚壷(225）・婆(228)、土師器無台

椀(147～171）・小尭（179～202）・長胴斐(２０３．２０４．２０６～210）・佐渡型尭(205）・鍋(211～219)、黒

色土器(178)、土製品(229.231)、製塩土器(230)、砥石(232）がある。遺物は北西側のSD4Aと、南西

側のSD4BSD4Cで分け、さらにSD4B･SD4CのＡ4-3.4グリッドにかかる遺物集中地点に１ｍグリッド

を設定して遺物を取り上げた(第37図)。ＳＤ４Ｂ･SD4Cの出土遺物のほとんどはこの集中地点から出土し

た。ＳＤ４Ａからは須恵器無台杯、土師器無台椀・長胴尭がごく少量出土しただけである。須恵器杯類は

ａ類が多く、１００．１１４などのｂ類は少ない。１１３．１１４は口縁部内部に煤が付着しており、灯明器として

使用された可能性がある。122は底部が厚い。１３６．１３７．１３９は転用硯である。土師器無台椀は、ａ類

が９割近くを占める。図示した中では174だけがｂ類である。147は内面に漆が付着している。166は器

壁が薄く、底部ロクロケズリである。171も底部ロクロケズリで、内面に漆が付着していた。黒色土器

は、口縁部を外側に少し屈曲させるものがある。205は佐渡型尭である。207～209は同一個体の可能‘性

がある。229は製塩土器の口縁部である。230は須恵器尭体部破片を打ち欠いた土器片円盤である。新

潟市山木戸遺跡（文献27）に類例がみられるが、用途不明である。231は土製品で、摩滅して調整は不

明である。用途はわからない。232は砥石である。きめの細かい凝灰岩で、下端を除いた全ての面に擦

痕が残る。また、墨書土器が31点確認されている。



（２）柵列

ＳＡｌ（第57図233.234）土師器無台椀・小尭(233）・長胴尭(234)が出土した。

（３）溝

ＳＤｌ（第57図235～237）出土遺物は少ない。235は土師器小尭、236.237は土師器長胴斐の口縁

部である。

ＳＤ５（第57図238～第58図278．写真図版17）テンバコl箱分ほどの遺物が出土した。須恵器無台

杯(238～246）・杯蓋(247.248）・有台杯(249～251）・有台椀(252)、土師器無台椀(253～272）・小尭

(274～276）・長胴蓋・鍋(277.278)、黒色土器(273）がある。須恵器食膳具は多くが佐渡産と思わ

れるが、２４０．２４３．２５２など笹神産も少量含まれる｡247は内面に墨がわずかに付着している。252は

有台椀で、体部を打ち欠いた可能性がある◎268と269は胎士がよく似ている。墨書土器は11点出土

した。ＳＤ４出土遺物と食膳具の構成及び形態がよく似ている。

ＳＤ６須恵器無台杯・土師器無台椀・長胴嘉がごく少量出土した。図示できるものはない。

（４）井戸

ＳＥｌ（第59図279.280）遺物は少量で、須恵器無台杯、土師器鍋(279)、木製品(280)が出土した。

また、最下層から出土した「<」の字形の木製品(280)は、全面に加工痕が残っており、完形である。

ＳＥ２（第59図281）遺物は少量で、図示できるのは須恵器横瓶の体部破片(281)のみである。外面

に淡緑色の自然粕がかかる。

ＳＥ３（第59図282～285．写真図版17.18）須恵器無台杯(282)、斎串(283.284)、木製高台Ⅲ(285）

が出土した。土器類は少なく、木製品類が多い。283.284はいずれも上端を圭頭状にし、下端を剣先状

に尖らせ、上端近くの側面から切り込みを二回以上いれたもので、文献１６でＣⅡ形式としているもの

にあたる。285は挽物製で、器壁はやや厚手で底部内外面に刃先痕が残る。横木取りの板目材である。

ＳＥ４（第59図286～第60図309．写真図版18）須恵器無台杯(286～291）・杯蓋(292）・有台杯

(293)･壷(296)･婆(298～304)、土師器無台椀(294）・小尭(297）・長胴尭(295）・鍋、木Ⅲ(305)･杭状

木製品(306.307）・板状木製品(308.309)など多くの遺物が出土した。305は薄手の挽物製で、底部

内外面に刃先痕が残る。劣化が進行している。新潟市的場遺跡で類例がある◎

ＳＥ５（第60図310.311）遺物は少量で、須恵器無台杯・壷・婆(311)、土師器無台椀・小尭・長

胴尭(310）が出土した。

ＳＥ６（第60図312.写真図版18）遺物は少量で、士師器長胴尭、棒状木製品(312)が出土した。棒

状木製品は長さ22.5ｃｍで、出士時には樹皮がついていた。

ＳＥ７（第60図313～第61図327．写真図版18）須恵器無台杯(313～316）・有台杯(319）・折縁杯

(317.318）・髪(322～327)、土師器無台椀･長胴斐・鍋が出土した。313～315.317.318は笹神産、３１９

は新津丘陵産と思われる。322.323はやや粗い胎土で、外面擬似格子状タタキ具、内面格子状のあて

具を用いている。同一個体と思われ、ＳＫ４．ＳＫ５．４Ｔ-3集中区でも同一個体と思われる破片があり、

広く分布する。莞の生産地は不明である。須恵器食膳具に佐渡産須恵器の割合が少なく、当遺跡の

なかでは古い様相を示す土器群である。

ＳＥ８遺物は少なく、土師器小片が出土したのみで図示できるものはない。

ＳＥ９（第61図328～第62図348．写真図版１８）須恵器無台杯(328～332）・杯蓋・有台杯(333）・壷
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(336～338)･莞(339)･鉢(340)、土師器無台椀・小尭(334.335)、操・砥石(348)、箸等木製品(342～

347)、クルミ・モモ等植物遺体が出土した。当遺跡の井戸の中では遺物量が最も多い。334.335は胎

土がよく似ており、同一個体の可能性がある。340は、ＳＤ４からも同一個体と思われる破片が出てい

る。342.343は厚さ約1.8～2.1ｃｍの板材で、形状から井戸部材の一部と思われる。346は周縁部が傷ん

でいるが、ＳＥ3出土の斎串とよく似た形状で、文献16でＣⅣ形式としているものにあたる。347は小

形品の粗型の可能性がある。348は砂岩製の砥石で、砥面は一面である。このほかに井戸枠外からモ

モ(あるいはウメ）１点、クルミ１１点、底部付近からモモ(あるいはウメ）２点、クルミ２点、その後

覆土を水洗したところ、ヒョウタン、モモ(ウメ）16点、クルミ６点、その他不明の種子類多数、繊

維14本等が出土した。繊維は、毛髪と同じ程度の太さで長さ６～15ｃｍ，淡褐～褐色である。富岡正

人氏による肉眼観察では、人毛ではなく植物質の可能性があることをご教示頂いた。

（５）土坑

ＳＫ１（第63図349～第64図386．写真図版19）昭和60年１２月調査時出土遺物（NOMピツトー括資

料)も合わせて掲載した。遺物量は多く、須恵器無台杯・杯蓋(349）・壷(373）・横瓶(377)･蕊(376.

378.379)、土師器無台椀(350～368.371）・長胴尭(372)、黒色土器椀(369.370)、軽石(380)、曲

物等木製品(381～386）がある。土師器無台椀の多くはｂ類と思われる。355.356は口縁部外面に煤

が付着する。360.363は底部内面に煤が付着している。369は内外面黒色士器椀で、底部は削り出し

高台である。373は長頚壷の底部で、硯に転用されている。377は横瓶の肩部で、閉塞部が焼き歪ん

で剥がれている。380は一部欠損し、明瞭な加工痕は見られない。381は曲物体部の一部である。３８２

は糸巻の枠木で、一端を欠損する。柚孔部分の腹面は平らで、外面は丸みを帯びる。柚孔部分以外

は腹面側を削って細くしている。県内では和島村八幡林遺跡で類例がある。383は曲物の底板で、木

釘の跡が３か所残る。384は、薄く先端を尖らせており、斎串の可能性がある◎385は一端を尖らせ

ようとした加工痕が残る。386は曲物で、タガの外面から木釘が５か所に打たれ、底板がはまった状

態で出土した。上部は腐蝕により欠損している。本体は柾目材で、内面にケビキが縦方向に約6～

8ｍｍ間隔で入っている。

ＳＫ２（第64図387～393．写真図版１９）須恵器無台杯(387.388）・有台杯(389）・蕊(392)、土師器

小婆・長胴尭（390.391)、砥石（393）が出土した。390と391は、同一個体と思われる。393は凝灰岩

製の砥石で、砥面が四面あるうち、特に磨り減った面が一面あり、置いて使用した可能性がある。

ＳＫ３遺物は出土しなかった。

ＳＫ４（第65図394～397）遺物量は少なく、須恵器無台杯・婆(396)、土師器無台椀(355.356）・

小尭・鍋（397）が出土した。

ＳＫ５（第65図398～402）須恵器無台杯(398.399）・短頚壷・莞(401)、土師器無台椀・長胴尭

(400)･鍋(402)の破片が出土した。401はSKl出土の須恵器莞と同一個体であろう。

（６）遺物集中区

範囲等確認調査時の集中区である。出土層位はⅢ層で、遺物がまとまって出土している。掘り込

みが不明瞭なため、「遺物集中区」とした。一覧表中「Ｔ」はトレンチ、「Ｓ」や「集」は「集中区」

の省略である。文献24に詳細が記載されている。

第１Ｔ集中区（第65図403～409）トレンチ東端から１１ｍの地点である。Ａ3-4グリッドのSD5の延



長線上にある。須恵器無台杯(403）・杯蓋(404）・有台杯(405）・壷(408）・蕊(409)、土師器無台椀・

小尭(406）・長胴尭・鍋が出土した。404は転用硯である。

第２Ｔ集中区（第65図410～第66図423・写真図版19）トレンチ南端から20～27ｍの地点（Ｄ３－１．２

グリッド）で、ＳB7.8の北東側にある。本調査時もこの集中区にかかるグリッドから土師器食膳具や

煮炊具など多くの遺物が出土した。遺物は須恵器無台杯・壷(423）・蕊、土師器無台椀（410～

421）・長胴蓋･鍋、内外面黒色土器(422)が出土した。412は内面に油煙状の固形物が厚く付着してい

る。成分は不明である。422はSKl出土のものと同一個体の可能性がある。土師器椀類はｂ類が多い。

第４Ｔ集中区’（第66図424.425）トレンチ東端から32ｍの地点(D4-lグリッド)である。２Ｔ集中区の

北側に近接する。須恵器無台杯(424）・壷・莞、土師器無台椀・小髪(425）・長胴髪が出土した。

第４Ｔ集中区３（第66図426～432）トレンチ東端から59ｍの地点(Ｆ4-4、G4-lグリッド)である。

SB5第９柱穴に近接する。須恵器無台杯(426～429）・横瓶(430）・婆(431.432)、土師器無台椀・長

胴尭が出土した。432はＳＫ２・ＳＥ7でも同一個体と思われる破片が出土している。

第４Ｔ集中区４（第66図433～437．写真図版19）トレンチ東端から48ｍの地点(E4-4グリッド)であ

る。SB6第１柱穴の東側に近接する。須恵器無台杯(433～435）・有台杯(436）・折縁杯(437)、土師器

無台椀が出土した。４３３．４３７は笹神産であろう。

第４Ｔ集中区一括（第66図438.439．写真図版19）トレンチ西端から13.5ｍの地点(J4-4グリッド近

く、本格調査区外)である。須恵器無台杯･蕊、土師器小婆(438)が出土した。須恵器長頚壷(439)は

口縁部が欠損している。

（７）‘性格不明遺構

出土遺物は土器の小破片が多い。特にSＸ２．３．６では主体をなす土師器無台椀の､大半が小片であり、

遺物量に比べ、図示できたものが少ない。

ＳＸｌ（第66図440.441）遺物量は少なく、須恵器壷(441）・髪、土師器無台椀(440)、黒色土器

無台椀、喋が出土した。操は長さ8.5ｃｍ・幅6.8ｃｍ・厚さ4.5ｃｍで用途不明である。小片のため図示し

ていないが、タール状のものが付着した土師器椀口縁部破片が1点ある。

ＳＸ２（第67図442～456）遺物量は多く、須恵器無台杯(442.443）・杯蓋(444）・有台杯(445）・髪

(455)、土師器無台椀(446～449）．Ⅲ(452）・小髪(453）・長胴尭(454）・鍋(456)、黒色土器無台椀

(450.451)が出土した。土師器無台椀が多く、ｂ類がほとんどである。胎土に海面骨針が含まれる

ものがごく少量みられる。４５０．４５１は、いずれも底部ロクロケズリである。

ＳＸ３（第67図457～466）須恵器無台杯・莞、土師器無台椀(457～463）・小婆(464）・長胴尭

(465）・鍋(466)、軽石、微量の炭化材などが出土した。土師器無台椀が多く、口縁部が外反するも

のが多い。また、胎土はｂ類が多く、精良なものは小片のみである。

ＳＸ４（第68図467～469）遺物堂は少ない。須恵器無台杯・壷、土師器無台椀(467.468）・長胴

尭・土師器鍋(469)、黒色土器椀が出土した。土師器無台椀は、口縁部端部を丸く収め外反もしくは

内湾するもの、端部をつまむようにして外反するものなどバラエティに富む。また、胎土に海面骨

針が含まれるものや、径2～3ｍｍの石英などを含むものなどが少量ある。

ＳＸ５（第68図470～472）須恵器無台杯(470)、土師器無台椀(471.472)、黒色土器椀が出土した。

土師器無台椀ｂ類が多い。図示していないが、口縁内部に煤が付着し、灯明器に用いられたと思わ

3５



3６

れる土師器椀破片が1点ある。

ＳＸ６（第68図473～480）遺物量は多く、須恵器無台杯(476）・長頚壷(480）・髪、土師器無台椀

(473～475.477）・小尭(478）・長胴婆・鍋(479)、黒色土器椀、軽石が出土した。476と477は墨書さ

れている。土師器無台椀が多く、形態は口縁部を外反するものが多い｡口縁内部に煤が付着した土

師器椀破片も２点みられた。

ＳＸ７（第68図481～485）遺物量は少ない。須恵器無台杯・杯蓋(481.482）・婆(484.485)、土師

器長胴蕊・鍋、黒色土器椀(483)が出土した。

ＳＸ８（第68図486.487）須恵器無台杯・壷(487）・莞、土師器無台椀(486）・長胴尭・鍋、黒色

土器椀が出土した。土師器無台椀はｂ類が多い。486は底部ロクロケズリである。

ＳＸ９（第69図488～491）遺物量は少なく、須恵器無台杯(488.489）・莞、士師器無台椀・小婆

(490）・長胴尭(491)が出土した。

（８）ピット

掘立柱建物以外の小穴から出土したものを記した（第69図492～512)。須恵器無台杯(492～496.

500）・杯蓋(497.498）・有台杯(499.501）・莞(512)、土師器無台椀(502～505）・小謹(506.507）・

長胴尭(508.509）・鍋(510.511）がある。食膳具と煮炊具が多い。495の口縁部に打ち欠きがlか所

あり、内側に煤が付着する。灯明器として使用されたと思われる。498は笹神産と思われる。503は

口縁部から体部にかけて内外面に煤が付着し、灯明器として使用されたと思われる。504の口縁部外

側には油染みのような暗褐色に変色した部分が残る｡505は遣存状況がよく、埋納された可能性があ

る。507は土師器小婆の底部で、胎士が非常に精良で、底部内面中央が丸くふくらみ、ＳＤ２などにみ

られる小尭とは形態や胎土が異なる。

第３項遺構外出土遺物

遺構外出土のものは、遺存状況の良いもの、あるいは遺構出土で数が少なかったものを中心に示

すようしたが、結果的に須恵器無台杯など復元されやすいものが多くなった。したがって図示され

た点数が遺跡の器種構成をそのまま反映するものではない。なお、調理具は遺構以外での出土は確

認されていない。

食膳具（第70図513～第75図700．写真図版20.21）須恵器は無台杯(513～565）・杯蓋(566～

581）・有台杯(582～613.617）・折縁杯(614～616）・有台椀(618)がある｡565は、胎士がやや白っぽ

く厚手の作りで、新津丘陵産と思われる。616はSE7出土の317と同一個体の可能性がある。いずれも

笹神産である。ほかは佐渡産であろう。617は細い沈線が2条一組として施される。上越市今池遺跡

SK24出土の有台杯に似る。

土師器は無台椀(619～671）・有台Ⅱ(672.673）・器種不明の高台部分(674～676)がある。図示した

椀のうち、ａ類が27点、ｂ類が26点とほぼ二分される。有台皿及び高台は無台椀ｂ類の胎土に似て

おり、調整はそれらよりていねいにロクロナデされる。629.643.653は特に硬質な焼成で、断面が灰

褐色である。628.631.668は底部ロクロケズリで、652は静止糸切りの可能性がある。624.637は口縁

内部にタール状の付着物があり、いずれも灯明器として利用されたと思われる。634は内面に蛇の目

状に漆状の付着物がある。



黒色土器は無台椀（679～694）・有台椀（695～699)、内外面黒色処理Ⅲ（700）がある。底部に糸切

り痕が残っているものは６８９．６９７．６９８の３点で、ほかはすべてロクロケズリされている。699は内外

面黒色で平高台椀である。369より高い高台を持つ。胎土は他の黒色土器より精良である。700は内外

面にミガキの痕跡が認められ、Ⅲの口縁部と思われる。

緑粕陶器素地の椀底部（677）が１点確認された。色調は明褐色で、土師器に比べ精良で級密な胎

士を用いる。紬薬がかかっていない◎削り出し成形された平高台を持つ。

煮炊具（第75図701～第82図772．写真図版21）土師器の小尭(701～712）・長胴嘉(713～740）・

把手(741.742）・鍋(743～772)がある。小尭は長胴婆や鍋に比べ破片数が少ない。図示したものの

うち704の口縁部が内側へ明瞭に屈曲しないことからａ類に分類し、ほかはすべてｂ類とした。

長胴尭は口縁部形態から35個体を識別し、体・底部も含め25点を図示した。ａ類６個体（717.

721.727.728.730.731)、ｂ類８個体（715.718.719.723.725.726．729.732)、ｃ類８個体（713.714.

716.720.722.724．733.734）である。

738～740は当遺跡に一般的にみられる長胴婆などと器形や調整が異なる｡738は、頚部で屈曲しそ

のまま外反する。内面は縦横方向にハケ目、外面はカキ目痕が残る。径2～3ｍｍの石英等が多く含ま

れる、粗雑な胎土である。当遺跡ではこの1点のみである。739.740は佐渡型斐である。741.742は把

手である。どのような器形につくものかわからない｡

鍋は45個体以上を識別し、そのうち口径が復元できた31点を図示した。口径40ｃｍ前後が多い。ａ

類１０個体（747.749.754.758.759.765．766.768.769.771)、ｂ類１２個体（745.748.750.751.756.757．

761.763.764.767.769.772)、ｃ類９個体（743.744.746.752.753.755．760.762.770）である。また、

ａ．ｂ類は調査区内に散在するのに対し、ｃ類はＡ～Ｃ列に多く分布する。

貯蔵具（第83図773～第88図830．写真図版22.23）須恵器の壷・尭等破片が多量に出土した。タ

タキ具痕やあて具痕の組み合わせにより個体識別を行い接合を試みたが、復元された個体は少ない。

壷類は、口縁部識別により２０個体、底部の識別により１８個体以上を識別した。長頚壷が多く、短

頚壷は少ない。795は胎士が粗く、笹神産の可能性がある◎797は体部外側に刻書がある◎799.800は

内端接地の高台を持つ。横瓶は、口～頚部の形状、閉塞部分などにより７個体を識別した。817は横

瓶としたが、口径が大きく、広口壷の可能性が残る。818は範囲等確認調査時に、ほぼl個体分がそ

のままつぶれた状態で出土した。口縁部は欠損している。819は高台付横瓶で、やや薄手である。当

遺跡では1点だけの出土である。新潟市的場遺跡でも１点確認されている（報告書未掲載)。821の断

面図右上の破片は焼成時に付着したものである。

妻は、体部破片をあて具痕とタタキ具痕の組み合わせにより、３５個体を識別した。口径20ｃｍ台が

主体で、口径30ｃｍを超える大形品は829.830などがあるが、少数である。828は頚部に「×」の刻

害がある。

また、上記の他に、特殊遺物として、緑紬陶器素地の小型薬壷の蓋(678)が１点確認された。色調

は明褐色で、在地の土師器に比べ精良で級密な胎士を用い、紬薬はかかっていない。677と合わせ、

いずれも現在のところ県内では類例をしらない。京都市埋蔵文化財調査研究所の平尾政幸氏より、

胎土及び成形から、京都産で９世紀後半に位置付けられるとご教示頂いた。

3７



食膳具

（土師器）
ノー-1-

７
６
５
４
３
２
１

ﾉー

へＬ食膳具

（須恵器）

未満

末
以
以

満
上
上

ロ
ロ
ロ

グ

一
志

〆

l一

－－１Ｌ一一一十一

』
■
■ 鱈 目

■
■ 日 Ｃ ＢＡ

園

７
６
５
４
３

戸、

土器の分布第17.18図に調査区内の遺構外出土遺物のグリッド別重量分布状況を示した。調査区

南側のＡｌ～Ｅｌグリッドは、包含層が後世の開田によって失われていたため、遺物がほとんどみられ

ない。須恵器食膳具は調査区全体に分布している。土師器食膳具はＤ列とＥ列を境に調査区西側のＥ

～J列では減少し、調査区東側のＡ～Ｄ列にかけて集中する。煮炊具は掘立柱建物近辺に多い。貯蔵

具はSB５．６，ＳB7.8付近に比較的多く、１．Ｊ列で減少する。なお、北側のＡ５～Ａ７・Ｂ５～Ｂ７・Ｃ５～

C7グリッドではほとんど遺物がみられない。井戸や建物など日常的に土器を使用する場所から離れ

ていることが原因と思われる。

上記のことから、①須恵器が食膳具の主体である居住域と、土師器が主体の居住域が異なる可能

性が高いこと、②平安時代に食膳具が須恵器から土師器に替わるとされていることから、居住域の

中心が西から東へ移行したことが推測される。
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3８

１
L～

‐■■_’二－＝ロ

千
一

／

卜，

、

乱

一凸 鳶 ◆
｡Ｉ

＝式

閲
堀§

%"〃

罰

且

ザ

蕊

！'、

■

タブ

〆
“

｝

計
蝋際

｝

綴 竪
譲

罫

ＩＯ

、

〈く
、
■
●
守
．

Ｋ６Ｇ

懸

唇哩園

濯篭
Ｉ

詞

』ｕ

、’

９
ケ＝

白戸

漣鍵
鰯

E鰯！

蕊

一＊

＃

L評

○



７
６
５
４
３
２
１

７
６
５
４
３
２

一+戸

１
－
一煮炊具

存 蓋
未
妹
満
満

０
５

Ｌ
一

蛇
帥

満
進
上
上

峰
岬
岬
岬

コ
コ
函
画
一

／

紙

貯蔵具

四一ノ ‘｡：

iＩ

蕊

（

１
,|～｣－L一一トー十一T一一Ｊ一

Ｄ Ｃ ＢＡ３
■
■ 目 目巴

す

／

=信禰

万
一

１が

一人トトトトト

三しけ
へ

声
で=序

Ｆ'5009未満

r-l500g以上～'’５００９未満

屡副1,5009以上

-Ｋ

ｅ

第４項墨書土器

墨書土器と判断したものは107個体である。（写真図版24～28）墨書点数は墨書lか所につき、１

点と数えた。小林昌二氏・相沢央氏の両氏に文字や符号の解釈についてご教示頂いた。

器種と墨書部位器種別内訳は須恵器69個体（無台杯６４．杯蓋２．有台杯２．折縁杯１）、土師器

38個体（無台椀38）である。須恵器が土師器の２倍近い量である。書かれている部位は、整理番号

５と17にはそれぞれ体部と底部に墨書が1点ずつあり、ほかは全て１個体にlか所ずつである。全て

外面に書かれ、須恵器無台杯体部８点・底部57点、杯蓋天井部２点・有台杯底部２点・折縁杯底部１

点、土師器無台椀体部９点・底部30点である。

出土位置調査区のほぼ全域から出土した（第１９図)。遺構出土が68個体、遺構外出土が39個体で

ｌＴ
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第１８図用途別遺物分布図（２）（S=1/1.000）
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4０

第６表出土位置別墨書一覧 □は釈不明

出土地 文字（）内は点数 計 符号（）内は点数 計 不詳 合計

SＢ２ 井(1) １ １

SBllA 七(1) １ １

SＤ２ 一(2)、【□(')】 ３ １ ４

ＳＤ３ 七(1)、。-(2) ３ 【□(1)】 １ ４

SＤ４ 七(7)、十(3)、新(1)、ゴ(1)、【□(8)】 2０ <(1)、【□(')】 ２ ９ 3１

ＳＤ５ 七(8)、十(')、【□(1)】 1０ ２ １２

ＳＥ４ 二(1) １ １ ２

ＳＥ７ 田(1)、奉(1) ２ 【□(')】 １ ３

ＳＥ９ ゴ(1) １ １ ２

SＫｌ 丁(1) １ ×（１） １ １ ３

SＸ２ １ １

SＸ６ 【□(')】 １ １ ２

Ａ４ｐｌ５ 【□(1)】 １ １

Ａ４ｐｌ７ 九(１） １ １

遺構外
七(5)、一(7)、ゴ(4)、二(3)、西家(1)、奉(1)

臣(1)、中(1)、万(1)、冊(1)、【□(3)】
2８

<(1)、【□(3)】
４ ９ ４１

合計 7４ ９ 2６ lO9

＊表中「〔〕」や「ヵ」は省略した。

ある。遺構別では、多い順にSD4から31個体（須恵器２１．土師器１０)、ＳＤ５から１２個体（須恵器４．

土師器８）、ＳＤ２から４個体（須恵器３.土師器１）、ＳＤ３から４個体（須恵器３．土師器ｌ）、SE7か

ら３個体（須恵器３）、ＳＫｌから３個体（土師器3)、SE4から２個体（須恵器２）、ＳＥ９から２個体

(須恵器２）、ＳＸ６から２個体（須恵器１．土師器１）、ＳB2からl個体（須恵器１）、ＳＢｌｌＡから１個

体（土師器l)、ＳＸ２から１個体（須恵器ｌ）Ａ4グリッドpl5から１個体（須恵器１）、Ａ4グリッド

pl7からl個体（土師器l）である。

釈文書かれていた内容のうち、文字としたものは、文字の可能性を持つもの（釈文を〔〕付で

表記したもの）や鏡文字と思われるものを含めて74点、符号としたものは則天文字に似ているもの

や、釈は不明だが符号の可能性が高いものを含め9点、いずれとも判断のつかなかったものは26点で

ある。符号の可能性もあるが、釈がある場合は文字の可能性を優先して数えた。整理番号４５．１０２～

104が該当する。文字として判断したもののうち、判読できたものは55点である。また、文字数はｌ

字がほとんどで、２字以上記かれているものは2点あり、そのうち判読できたものは「両家」１点のみ

である。他は１字かｌ字以上の可能性があるもので、推定判読も含めた文字種の内訳は「七」及び

｢〔セカ〕」を合わせて22点、「ゴ」８点、「一」７点、「十」４点、「二」４点、「〔奉力〕」「〔田力〕」２

点、「井」「〔臣力〕」「丁」「中」「万」「〔新力〕」「〔九力〕」が１点ずつである。的場遺跡で多く出土し

た人名はみられない。「。-」は、これ以外の鏡文字が見られないことから、「七」を書こうとして誤

った可能性がある。「七」「ゴ」はSBllA・ＳＤ３～５．SE9などの調査区東側にある遺構に多く、また、

時期的にも第３項で２期としたものに全て含まれる。ＳＥ7出土の「〔奉力〕」は、文字の下部が省略さ

れており、「秦」や「奏」等の可能性を残す。「西家」は唯一出土した施設名であり、SB6の北側から

出土した。

推定判読を含めた符号は、「＜」「<」「×」が各１点である。諸橋大漢和辞典によると「＜」は大

溝の意を示すとされているが、調査区内では該当するような大型の溝は検出されていないため、溝



－－力

』 』

西家

□.□

一.一力.□,□
(SD2）

一力,□

中.奉力

ゴ ..□(SX6）
．

□.□ 七.万

ゴ(SD3A）

七力.ゴ,□
(SD3B）

□｡□

七,一

七(SBllAp5） □(SD4A）

．

所力.十.十，
1→,七・七,七．

七,七,セヵ．

ヒヵ,ｊ,＜,□
｡.□.'~1.,
可.ｎ.'一1.1~]，
｡.□.'可_□。
｡.□.ｎ.ｎ
(SD4BC）

５

□(A4pl5)．
４

九力(A4pl7）

七,。-(SE9)．
七

奉力,田ヵ.□ □ □ □ 七,七,七.七，

七,七,七，

セヵ,十,□，
□,□(SD5）

七.1コ

liA;)３

力

二,_z’一(2Ｃ
地

(ＳＥ7）

＜ －－力

井(SB2pll） □ ２，□(SE2）
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注１整理番号２５．１１０は調査区外のため記戦していない。

注２□は釈不明のものをさす。

注３０は省略した。

，

第１９図墨書土器分布図

七,Ｊ･.□.□

□(SX2）
田

ｒ,×,□(SKl）

Ｃ Ｂ Ａ

の意味で書かれたものか不明である。整理番号31の墨書土器は則天文字の「市」の一部に似る。ま

た「井」について今回は文字としての扱いを優先したが、はらいが明確でなく、符号である可能性

も残る。また、「二」「七」「十」なども、数字ではなく符号としての役割があった可能性があること

を相沢氏より御教示頂いた◎

小丸山遺跡出土の墨書土器は、点数が多い割には文字種が少ないことや、単一字句が多く、中で

も「七」や「十」などの数字が多いことが特徴である。また、的場遺跡出土の墨書土器と比べ、字

が稚拙で画数の多い漢字が少なく、符号の墨書土器も位置にまとまりがない。このことから小丸山

遺跡では習熟した書き手の存在は認められない。

２
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蝋

遺構は検出されず、珠洲焼4点（第20図・写真図版28）が出土しただけである。断面図の右に外面、

左に内面を示した。

１．２は蕊または壷の破片である。ｌは肩部、２は底部である。１，２は外面に平行タタキ目、１

は内面に無文あて具痕が残る◎３は鉢の片口部分付近である。内外面ともロクロナデ調整で、胎土

は灰褐色である。吉岡編年のⅣ期（文献32）に類似し、時期は14～１５世紀とみられる。４は壷か誰

の体部破片を打ち欠いて土器片円盤としたのち、欠損したものである。新潟市山木戸遺跡に類例が

ある。

４

5ｃｍ

テンバコ3箱分の陶磁器片と木片がある。これらの遺物は主に遺構内から出土した。近世前半のも

のは少なく、電気絶縁の碍子など現代の遺物もある。主な近世の陶磁器類について記す。

第90図１１（写真図版29）は遺構外出土の陶器で、近世遺物の中で最も古いと思われる唐津焼の溝

縁皿である。内面に胎土目積みの跡がある。年代は1600～1630年であろう。緑がかった灰紬が掛け

られている。外面の底部付近は無紬で、削り出し高台である。

第90図１～１０（写真図版29～31）は、時期的に一括性が認められるSKlO5から出土した。１は生

産地不明の陶器碗で、外面にはイッチン描きで草花と思われる文様が施される。２～４は肥前磁器

の染付で、２は丸形碗である。３は広東碗で、外面に2種の花文を交互にl対ずつ描き、唐草状につ

なぐ。見込に唐草文が描かれる。４は深皿で、底部は蛇の目凹形高台を持つ。蛇の目部分は紬剥ぎ

されている。５は内外面黒色の瓦質土器で、外面は光沢をおび、内面に煤が付着する。手陪りなど

火鉢の類であろう。６～8は鉄利1摺鉢で、生産地は不明である。いずれも丸縁状の口縁部を持ち、お

ろし目の上端が横なでにより揃えられている。９．１０は土師質土器で、陪略である。丸底で、底部

から体部への屈曲部分の外面に横位のなでがみられる。外面に煤が付着する。体部にはいずれも径

0.9ｃｍの穴があけられている。SKlO5は、広東碗に代表される1800年を前後する時期と考えられる。

１２～2６（第90図１２～１９．写真図版29～31）は、他の遺構や遺構外出土遺物である。１２～15.17.18.

20～25は肥前磁器の染付である。１２は丸形碗で、外面に草木文、内面に二重圏線が描かれる。１３．１４

は深皿で、１３は口縁部が丸縁、底部が蛇の目凹形高台である。蛇の目部分は粕剥ぎされ、見込みも

蛇の目粕剥ぎである。１４は外面に唐草文、内面に松竹文が描かれている。１５は丸形皿で、内面に花

が描かれる。１７は小型の壷で、１７は外面に草木を描いたものと思われる。１８は小型の瓶である。２０

第 ４節近世
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、
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第３節中世
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第20図中世の遺物



Iま広東碗で、見込みと外面に染付文が施される。呉須の色調がやや明るい。２１は染付皿で、見込み

が蛇の目状に紬剥ぎされている。内面は二重格子目文と思われる。２２は筒形碗である。２３は鉢と思

われるもので、底部が厚く、見込みは紬剥ぎされている。22.23はいずれも見込みにコンニャク印判

による五弁花文がある。２４は腰が張る丸形碗で、見込みに星梅鉢が描かれる。２５は壷の底部で、高

台に三重の圏線が描かれる。１６は肥前陶器の鉢で、内面に刷毛目文が施されている。１９は肥前産と

思われる陶器の壷の底部である。２６は陶器で、須佐唐津産と思われる福鉢底部である。高台は、断

面台形である。高台内側にはノミ痕と思われる列点状の痕跡がみられる。仮排水路立合調査で採集

されている。以上の陶磁器は１１を除き、１８世紀後半から１９世紀に属する遺物と考えられる。

第５節時代不明遺物

土製品・石製品等時代が特定できない遺物について記述する。ふいどの羽口、砥石は平安時代の

遺構からも出土しているので、その多くは平安時代の可能性がある。

土錘（第91図l～１９．写真図版32）２７点出土した。すべて細形である。完形品は長さ５ｃｍ台が

多い。土師質であるが、的場遺跡出土のものと比べ、焼成が硬質である。13-2グリッド第４ピットか

ら19点まとまって出土した（１～19)。

ふいどの羽ロ（第91図20～２３．写真図版32）十数点出土した。いずれも端部で、一部溶解して

いるものが多い。包含層中に数か所まとまって出土した地点があり、その周辺から鉄津が出土して

いる。鍛冶関連の遺構は確認されなかったが、小規模な鍛冶が行われたと思われる。

石製品（第91図24～３５．写真図版32）砥石・紡錘車などがある。砥石（24～32）は、２5のよう

に厚さ５ｃｍほどのやや大型のもの、24.27～29のように厚さl～2ｃｍ程度のもの、３１．32のように厚さ

１ｃｍ未満の薄手のものなどがある◎３３は、砥面がなく、中央にくぼみがある。縄文時代の凹石の可

能性がある。３４．３５は軽石製である。３４には擦痕がある。３５は軽石製の紡錘車である。径7ｃｍ・厚

さ1.5ｃｍ程の円形で、中央に約１ｃｍの孔がある。半分欠損している。

鉄製品（写真図版32）二十数点出土した。遺存が不良で形が不明なものが多い。釘などが多い

ようである。
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第１節平安時代の様相

第１項掘立柱建物群について

当遺跡の掘立柱建物群の性格について、建物の規模を中心に検討する。掘立柱建物は14棟検出さ

れており、面積と平面形によって①51～66㎡．②35㎡前後．③9～29㎡に三分できる（第21図)。①

類が6棟、②が3棟、③が5棟である。

①類は面積が51～66㎡と大きく、平面形は長方形である。片面庇・雨落溝付建物1棟（SB12)、雨

落溝付建物（SB６．１１Ａ）が含まれる。柱穴は、SB4が径30ｃｍとやや小形だが、その他はすべて径あ

るいは’辺が40ｃｍ以上である。特にSBl2は一辺が80～１００ｃｍと大きい。②類は面積が35㎡前後で、

平面形は長方形である。③類は面積が9～29㎡で、主に正方形を基本とする。②．③類の柱穴は、径

もしくは１辺が30～50ｃｍのものが多く、①類より小ぶりである。

川村浩司氏が柱間数に基づいて分類した新潟県内の掘立柱建物集成（文献７）によると、最も多

いのが3問×２間であり、その後の調査件数の増加によっても大きな変化はない。また、北陸地方の

古代掘立柱建物については、岸本雅敏氏、田嶋明人氏、湯尻修平氏らによって集成、検討されてお

り（文献8.14.31)、それらによると富山県や石川県などの古代集落遺跡においても、面積30㎡前後、

3間×２間の建物が普遍的にみられる点で共通する。これらの成果をふまえて小丸山遺跡の建物をみ

①

二二Ｉ
ＳＢ９Ｅ

Ｄ

、

●

＝

Ｉ
ＳＢ４ＳＢ６ ＳＢ５ ＳＳＢ１２ ＳＢ１１Ａ

ヨ

③②

第６章 まとめ

０
０
０
０

０
１
１
１

第21図 掘立柱建物の分類（S=1/400
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分類 面積 棟数

① 51～66㎡ 6棟
5問×2問４棟(SB２．６．１１Ａ･'2)､5間×1間１棟(SB5)、

4間×2間１棟(SB4）

② 35㎡前後 3棟 4問×l間１棟(SB7)､3間×2間２棟(SB3.8）

③ 9～29㎡ 5棟
3間×2間２棟(SBl･１０)､2間×2間２棟(SB9A･llB)、

2間×1間１棟(SB9B）
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たとき、５０㎡以上の建物が6棟あり、大形の建物が多いことが遺跡の性格を考える上で注目される。

北陸地方で普遍的な規模の建物は少なく、３０㎡に満たない小形の③類が５棟存在する。

掘立柱建物群は、調査区の西側の建物群（SBl～8）と東側の建物群（SB9～１２）に大きく分かれて

分布している。両群とも、大形建物や小形建物の建て替えや重複が認められ、一定期間存続していた

ことが確認されている。建物の大小の差は東側建物群の方が大きい。また両群とも、複数の井戸と数

条の畝状小溝を近くに配している点で共通する。当初より大小数棟の建物群と井戸と畝状小溝で構成

され、維持されていたのであろう。これらのことから、両建物群はそれぞれが一つの単位集団であり、

各建物は単位集団に属する人々の家だったと考えられる。また、建物規模の差からは、単位集団が支

配的立場の富裕層とそれに従属する立場の人々により構成されていたことが想定できるげ

第 ２項土器の 様 相

当遺跡の食膳具は、須恵器ｌに対し土師器３～４の割合で構成されている。しかし、遺構によっ

てその割合は異なる。食膳具構成比率の差は、遺構の性格や時期差によるものと考えられる。ここ

では遺物量の多い遺構について、構成比率（口縁部残存計測法により算出）と、土器の産地・法量

などの比較によりその変遷を追うこととする。なお、口縁部残存計測法は、口縁部の残存率（残存

する口縁周の長さ÷復元される口縁周の全長）を計算し、種別・器種ごとに合計するものである

(文献３）◎

時期が新しくなるにつれて、食膳具の主体が須恵器から土師器（黒色土器を含む）に移行するこ

とが上越市今池遺跡群などで確認されている（文献１２ほか)。計測した遺構を、蓋を除いて須恵器の

割合の多い順に並べると、ＳＥ９（１００％)、ＳＥ７（95％)、ＳＥ４（84％)、ＳＤ３（70％)、ＳＤ２（62％)、

SＤ５（41％)、ＳＤ４（39％)、ＳＸ２．５（13％)、ＳＸ３（５％)、ＳＸ６（４％)、ＳＫｌ（0％）となる（第２３

図)。これらは須恵器主体のもの（ＳＥ９．７)、須恵器が６～８割前後、土師器が２～４割のもの

(ＳＥ４．ＳＤ２．３)、須恵器が4割前後、土師器が6割前後のもの（ＳＤ４．５)、土師器主体のもの

(SＸ２．３．５．６．ＳＫｌ）に分けられる。

4５



ＳＥと

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１

SＤ３

凡例

口須恵器無台杯

口須恵器有台坪

Ｚ土師器椀

口土師器皿

砺黒色土器椀

2〔 ８

数字は口縁部

残存計測値
（Ｘ＝36）

一

６
副ロ ３ ３

ＳＥ９ＳＥ７

最初に、須恵器が主体で古い段階と思われるSE9とSE7を見る。小丸山遺跡周辺における須恵器生

産は、笹神丘陵や新津丘陵で8世紀代から須恵器生産が始まり、９世紀半ばを境に減少する。それに

代わるように佐渡から須恵器が大量に流入し、９世紀後半台にはほぼ佐渡産で占められることが先行

の研究により掌握されている（文献20)。両遺構を比較すると、SE7は笹神産と新津産で、佐渡産須

恵器はみられない。器種は無台杯・有台杯のほかに折縁杯がある。折縁杯は笹神丘陵において８世

紀後半から９世紀半ばにかけて作られる特徴的な器種である（文献20)。また、SE9は佐渡産が主体

で、無台杯・有台杯があるが、折縁杯は見られない。このことからSE7がSE9より古く、当遺跡の中

では最古段階を示すと考えられる。

次に、ＳＥ４，ＳＤ２～5をみる。これらの遺構からも笹神産の須恵器が少量出土しているが、主体は

佐渡産である。佐渡の小泊窯跡群では、下口沢窯・カメ畑l～3号窯・江ノ下窯出土の須恵器杯類は、

時期が下るにつれて須恵器杯類の法量分化が進む傾向が指摘されている（文献13)。ＳＤ２．３出土の

須恵器無台杯は、器高指数２４．２５を中心として20～30の間に収まり、法量の差も小さいが、ＳＤ４は

器高指数19～26.28、ＳＤ５は21～24.35と差が開くことから、ＳＤ２．３が古く、ＳＤ４．５が新しいと考

えられる。また、SE9の須恵器無台杯の器高指数も１８．２４．２６と差が開くことから、ＳＤ４．５により

近い時期のものと考えられる。

ＳＫｌ、ＳＸ２．３．５．６については、須恵器が１割以下で、土師器が主体を占めることから、最も新

しい段階と思われる。

上記のことから、土器の変遷は次の４段階が想定できる。

第１段階ＳＥ7出土遺物に表徴される。須恵器が土器食膳具のほとんどを占め、笹神や新津丘陵産な

どの須恵器が主体である。特徴的な器種として折縁杯がある。これらの特徴から、山三賀遺跡Ⅳ期

に相当すると思われる。

第２段階ＳＥ４，ＳＤ２．３出土遺物に代表される。須恵器が土器食膳具の７割前後を占める。佐渡産

須恵器が主体である。また、土師器椀類は粒子が細かく精良な胎土で、内外面ロクロナデされるａ

類が多い。
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第24図主な遺構の食膳具法量分布
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第３段階ＳＤ４．５、ＳＥ9出土遺物に代表される。須恵器が土器食膳具の３～４割前後と減少し、佐

渡産須恵器が主体である。

第４段階ＳＫ１、ＳＸ２．３．５．６出土遺物に代表される。土師器無台椀が土器食膳具のほとんどを占め

る。

中でも胎士の粗いb類が多い。須恵器は莞・壷などの貯蔵具が主となる。また、第１～４段階を通

して煮炊具や貯蔵具が出土し、全期間通じて使用されていた様子がうかがえる。比較的遺構出土点

数の多い小尭について出土量の多いＳＤ２とＳＤ４で比較すると、ＳＤ２ではa類が４割弱であったが、

SD4では１割程度である。これも時期差を示している可能性がある。
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煮炊具

第７表遺構別器種構成(1)

ＳＥ４

種類

食膳具

ＳＥ７

種類

食膳具

重量（９） 重量（９）

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

“
６
８

64.7

8.8

11.8

朔
５
岨

59.9

3.8

31.8

140.6 1112.8

６
０

妬
０

Ⅲ
０

14.70.0

０
102.9 28.8

煮炊具 土師器小尭

土師器長胴妻

土師器鍋

口縁無

０

０

煮炊具 土師器小尭

土師器長胴尭

土師器鍋

口縁無

口縁無

０

348.9 ０
０

252.1

０

貯蔵具 口縁無

口縁無

貯蔵具 ０
０

0

100.0
510.9 1221.3

2615.0合計

調理具

合計

合計

１１称１，１；言

Ｘ/3６

ＳＤ２

種類

食膳具

ＳＥ９

種類

食膳具

重量（９） 重量（９）

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

44.3〃
０
６

73.8

０

７．１

１７４

口縁無

１５

231.7 887.4

3.8

口縁無

０

29.8

０

117

０
874.87３

その他

合計

4８

土師器小斐

土師器長胴髪

土師器鍋

煮炊具 土師器小尭

土師器長胴尭

土師器鍋

6８

１３

６

３
３
５

Ⅳ
３
Ｌ

３

０

１１縁無

棚
０ 6200.396.4

貯蔵具 口縁無

０

口縁無

０

貯蔵具
735.3 106.2

8068.7

００

調理具

合計
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14052.1
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1477.0

281.7

１１．６

４５’２５．１
１

口縁無！－

ＳＤ４

種類

食膳具

ＳＤ３

種類

食膳具

重量（９）

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯
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26.8
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３．２

的
Ⅱ
６

55.3

６．１

３．４

2429.4496.1

513

２０
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2736.2

192.1
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土師器長胴尭

土師器鍋
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土師器無台椀

土師器Ⅱ

黒色土器椀

第８表遺構別器種構成(2)

主室雪慧烏重訓
ＳＫｌ

種類

食膳具

ＳＤ５

種類

食膳具 須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

口縁無

４

０

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

皿
加
８

35.8

３．７

１．５

5.91.4

0.0

816.2

258

３

88.91.0

０

1526.3

５１．９

２８９１５３．９
１

口縁無’－

１０８６．１

１７．１

土師器小尭

土師器長胴髪

土師器鍋

煮炊具 土師器小尭

土師器長胴尭

土師器鍋

煮炊具 ００

口縁無

０

型
２
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５
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０
０

147.0719.5
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０
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６

２．１

１００．０
1005.5226.3

０

132.8

ＳＸ２

種類

食膳具

ＳＸ３

種類

食膳具 須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

須恵器無台杯

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

２８

口縁無

９

9.1 ８
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似
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154.9 2.2

2.9
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第３項遺構の変 遷

平安時代における遺構の変遷を検討する。掘立柱建物に近接して井戸や土坑、畝状小溝などが存

在しており、上越市一之口遺跡西地区などで見られるように、これらの遺構が組み合わされて一つ

の単位をなすものと思われる。位置関係や出土遺物から、大形建物を中心とする遺構の組み合わせ

は、次の６群が想定される。

ａ群ＳＢｌ・SB4、ＳＥ７，畝状小溝１－①群

ｂ群ＳＢ３・SB6付SD2・SB8、ＳＡｌ、ＳＥ３．ＳＥ４．ＳＥ５，畝状小溝’一②群・２群

ｃ群ＳＢ５・SB7、ＳＥ２，畝状小溝１－②群・２群

。群ＳＢ９Ａ・ＳＢ９Ｂ・SBllA付SD3、ＳＥｌ・ＳＥ８，畝状小溝３－①．②群・４－②群

ｅ群ＳＢｌＯ・SBl2付SD4、ＳＥ９，SD5、畝状小溝７－①．②群

ｆ群調査区内に該当する建物なし、ＳＫｌ，ＳＸ２・ＳＸ３・ＳＸ５・SX6、畝状小溝４－①群・５群

以上のうち、畝状小溝１－②群・２群は、建物と畝状小溝の方向や配置からSB５．６のどちらかに

伴うものと思われるが、いずれか一方に判断できないため、両方に記載した｡また、近世の可能性

があるSDlや畝状小溝６群、遺物量がきわめて少ないSE６.SK3は検討の対象外とした。

また、掘立柱建物のうち、同規模・方向で重複しているSB５．６とＳB７．８は同時期に建て替えたと

仮定した。

建物の存続年数を20～25年程度と見ると（文献１９)、SBl～3、ＳＢ９～11など3棟以上の重複がある

ことから、約60～75年の間存続したものと思われる。このことから成立した年代が9世紀半ばであれ

ば、１０世紀第１四半期を前後する頃まで存続していたと推定される。これを１期（成立期）・２期

(拡張～最盛期）・３期（終駕期）の三期に区分し、さらに遺構の新旧関係や土器様相の検討結果か

ら、２期を細分した。

１期（成立期）

SE7が本遺跡では最も古い様相を示し、位置関係からSBl・SB4、畝状小溝１－①群が同時期に存在

したものと思われる。調査区西側の砂丘頭頂部寄りの微高地が主要な居住域と想定される。ＳＥ7周辺の

包含層から、笹神産と思われる須恵器食膳具が出土していることも、これを補足する。SK5がＳＡ１に、

SD6が畝状小溝３－②群にそれぞれ切られることから、これらの遺構も１期の可能性がある◎土器様相

は須恵器が食膳具のほとんどを占める第１段階であり、実年代は91t紀半ば頃と想定される。

２期（拡張～最盛期）

集落規模が大きくなり、居住域が調査区全域に広がる時期である◎土器の様相及び遺構の新旧関

係から2時期に細分し、2-1期．2-2期とした◎９世紀後半から１０世紀初頭の頃である。

２－１期西側のSB3・SB6付ＳＤ２・SB8、ＳＡｌ、ＳＥ３．ＳＥ４．ＳＥ５，ＳＫ２、畝状小溝１－②群・２

群、東側のSB9A･SB9B、ＳＢｌｌＡ付SD3、ＳＥｌ・ＳＥ８，畝状小溝３－①．②群・４－②群からなる遺

構群が存在する時期と考えられる。中心となる建物はSB6とＳＢ１１Ａで、特にSBllAは雨落溝（SD3）

がつく大形建物で、溝からは壷Ｇが出土するなど、当期の中心的な建物と考えられる。土器様相は

須恵器が減少し始める第２段階である。
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２－２期西側のSB5・SB7、ＳＥ２，畝状小溝１－②群・２群からなる遺構群と、東側のSBllB・

SBl2付SD4、ＳＥ９，SD5、SK4、畝状小溝７－①．②群からなる遺構群が存在する時期と考えられる。

また、ＳB2はＳＢ１．３と重複しており、ＳＢｌを１期、ＳＢ３を２－１期と想定したことから、これに後

続する２－２期に存在した可能性を考えておきたい。この段階ではSBl2の南東側に区画溝（SD5）

が掘られ、全体に軸方向が整っている。当遺跡の最盛期といえよう。土器様相は、土師器が須恵器

を上回る第３段階である。

３期（終駕期）

調査区内に該当する掘立柱建物がなく、土坑や性格不明遺構が確認されている。ＳＫｌ、ＳＸ２・

ＳＸ３・ＳＸ５・ＳＸ６、畝状小溝４－①群があげられる。畝状小溝５群もＳＤ４に切られていることからこ

の時期のものと想定される。西側にはこの時期に該当する遺構は見られず、居住域を調査区外北東

側へ移したものと推測される。平成4年度調査時検出の方形柱穴もこれを裏付けるものであろう。土

器様相は土師器が主体となる第４段階で、１０世紀初頭～第１四半期前後と思われる。

第 ２ 節調査結果

遺跡は亀田砂丘後列から100メートルあまり北にある微高地に立地する。生活面の標高は'ｍ前後

で、遺跡の北側一帯は砂丘間低地が広がっている。今回の調査では、縄文・平安・中世の３時期と

近世以降の資料が得られた。このうち建物が存在し、当地に長期にわたって居住したと思われるの

は平安時代のみである。

（１）縄文時代

縄文時代中期の遺物が微量出土した。時期は中期前半と後半である。遺構がないことから、定住

にいたらなかったと思われる。今まで、亀田砂丘後列（新砂丘1-3列）では、中期までさかのぼる発

掘資料がなかった◎小丸山遺跡の基盤は、新砂丘’-4列相当の砂丘砂ではないかと推定されている

(文献25）ことから、砂丘形成の年代的評価の目安となるほか、今後、亀田砂丘後列周辺でも新たな

縄文時代の遺跡が発見される可能性を高めるものである。

（２）平安時代

集落跡の一部が良好な状態で検出された。今回の調査地内では、９世紀半ばに始まり、’0世紀前半

に消滅している。９世紀半ばは越後平野で遺跡が急増する時期、’0世紀前半は激減する時期に当たる。

遺跡の増減は低地帯で特に顕著であったことから、今回の調査で検出された集落跡は、この時期低

地に営まれた数多くの集落の典型的な姿を示している可能性がある。また、遺構から出土した一括

性の高い遺物は、亀田郷周辺の土器編年上において良好な資料といえる。

（３）中世

珠洲焼が微量出土した。時期は１４～１５世紀と考えられる。遺構がなく、居住していた様子はみら

れない。，3世紀以降亀田砂丘周辺でも再び集落が散在するようになることから、近隣に存在した遺

跡からもたらされたものかもしれない。

（４）近世以降

ごみ穴と思われる土坑、耕作土の天地返しの跡と思われる遺構などが検出された。建物跡はない。

出土した遺物は、１７世紀前半の唐津焼が最も古く、主体となるのは18世紀後半から１９世紀である。



また、近現代の遺物も多い。

発掘調査地の東隣には直り山の集落がある。直り山の史料上の初見は寛永１６（1639）年で、「横越

島絵図」に「なをり山新田」と記載されている。直り山集落の人々が開村から発掘時までの間に発

掘地にもたらした遺構と遺物であろう。

5３



5４

第７章小丸山遺跡出土遺物の胎士分析
奈良教育大学三辻利一

第１節 は じ め に

各地の窯跡出土須恵器の化学特性が地質構造に関連した地域差を持つことがわかってから、胎士

分析によって須恵器の伝播・流通に関する研究が可能となった。しかし、初期の須恵器はともかく、

律令体制下では窯跡や遺跡の数が多いので、分析データをコンピュータ処理するだけで簡単に産地

を推定する訳にはいかない。窯跡や遺跡を何らかの形で整理しておく必要がある。そこで、筆者は

産地推定をするための第一のステップとして、生産地である窯跡と、供給先である遺跡が同時に存

在したことが需要供給の関係が成立するための必要条件であると考え、窯跡と遺跡を年代毎に整理

することにした。長年の須恵器に関する考古学研究の成果により、須恵器の器形からおおよその年

代が推定できるので、この作業は考古学者によって行われる。第二のステップでは、胎士分析によ

って地元産の須恵器を検出することになる。地元で須恵器生産が開始されれば、当然地元で消費さ

れていると考えられるからである。この結果、地元産と推定されたものについては考古学者による

器形観察でも吟味される。第三のステップとして、胎士分析によりでは外部からの搬入品であると

推定された須恵器については、近距離の窯跡群の中から、逐次、産地を求めていく。近距離を優先

するのは古代における運搬力の非力さを考えるからであり、また、窯跡群を対象とするのは、窯跡

群こそ外部へ須恵器を搬出するための須恵器生産工場と考えられるからである。この結果もまた、

考古学者による器形観察で吟味される。

このような考え方を基本として、各地で須恵器の伝播･流通に関する基礎研究が進められている。

本項では小丸山遺跡および的場遺跡から出土した土器の胎土分析の結果について報告する。

第２節 分析法

試料はすべて表面を研磨したのち、200メッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製リ

ングを枠として１５トンの圧力を加えてプレスし、直径20ｍｍ、厚さ3～5ｍｍの錠剤とした。エネル

ギー分散型蛍光Ｘ線分析装置を使い、真空下でＴｉを２次ターケットにしてＫ、Ｃａを、また、Ｍｏを２次

ターゲットにしてＦｅ、Ｒｂ、Ｓｒを測定した。分析値は同時に測定した岩石標準試料ＪＧ－ｌで標準化

された値で表示された｡

第３節分析結果

第９表には窯跡出土須恵器、第１０表には遺跡出土土器の分析値を示す。これらのデータを解読した

結果について以下に説明する。

はじめに、地元窯跡群間の相互識別の可能‘性について述べる。第26図には佐渡の小泊窯跡群と、

狼沢窯・真木山窯の笹神窯跡群須恵器のRb-Sr分布図を示す。笹神群の須恵器は小泊群の須恵器に

比べてＲｂ量がやや多く、Ｓｒ量が少ない。この結果、一部に重複する領域があるものの、両群の相互

識別の可能性は十分あることがわかる。第２７．２８図にはそれぞれＫ、Ｃａ因子を比較してある。笹神



群の須恵器はＫ量が多く、Ｃａ量が少なく、これらの因子も有効識別因子であることがわかる。なお、

表9よりＦｅ因子は有効でないことが容易にわかるので、Ｆｅ因子を除去し、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ，Ｓｒの４因子

を使って両群の重心からのマハラノビスの汎距離を計算し、Ｄ２（１）－，２（２）分布図を作成し、

両群の相互識別の可能性を示すことにした。第29図にＤ２（１）Ｄ２（２）分布図を示す。Ｄ２（l）は

笹神群からの、また、Ｄ２（2）は小泊群からのマハラノビスの汎距離の二乗である。２群間の判別を

行うとき、筆者が提案した経験的帰属条件を入れると、筏神群への帰属条件はＤ２（１）＜１０，，２

(2)＞１０であり、また、小泊群への帰属条件はＤ２（１）＞１０，，２（２）＜１０である。Ｄ２（１）＜1０，

，２（２）＜１０は両群の相互識別が困難な不明領域である。そうすると、この不明領域に分布するも

のが若干あるものの、大部分のものはそれぞれ、笹神領域と小泊領域に分布しており、両者の相互

識別は完全ではないまでも、十分可能であることが示された。

次に、小丸山遺跡出土須恵器の分析結果から、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ，Ｓｒの４因子を使ってマハラノビスの

汎距離を計算し、Ｄ２（１）－，２（２）分布図を作成したのが第30図である。笹神領域に分布したの

はNo.ｌ、２，３，４，９，１９，２４，２７，２８、３５，３６，３８，３９の１３点であり、小泊領域に分布したの

はNo.６，１０，１１，１４，１５，２１，２３，２５，３１，３２の１０点であった。No.５，７，１２，１６，２０，２６，３３の８

点は地元産とみられる不明領域に分布し、両群のいずれかへ帰属するかは判然としない。なお、Ｎｏ．

８，１３、１７，１８，２２，２９，３０，３７，４０、４１の１０点は地元領域には分布せず、外部からの搬入品であ

る可能性を示した。念のため、これらの試料のRb-Sr分布図を第32図に示す。この分布図の分布位

置からみて、定'性的に産地を推定すると、No.１７，１８，２３の3点は同じ産地の須恵器と見られ、その

産地は能登半島ないしは富山県である可能性をもつ。No.41は第32図での分布位置や、Ｆｅ量が少ない

ところから、岐阜県・愛知県産の可能性を持つ。これらの須恵器の産地については特定を急がず、

器形観察なども含めて、今後、より総合的に検討していく必要がある。上述したように、小丸山遺

跡の須恵器は約１／３が地元の笹神群産であり、また、ｌ／３弱が佐渡の小泊群からの搬入品であり、

残り１／３近くが北陸・中部地方の外部からの搬入品と推定された。

第31図には的場遺跡出土須恵器のＤ２（１）－，２（２）分布図を示す。笹神領域に分布するのはＮｏ．

８，１３の2点のみ、また、小泊領域に分布するのもNo.１５，１６の2点のみであった。地元の不明領域に

はNo.２，９，１４の3点が分布したが、このうち、No.２，９の2点は笹神群産、また、No.14は小泊群産の

可能性が強い。これらを含めると、１５点の試料のうち、４点が地元の笹神群産、３点が小泊群産の可

能性を持つことになる。No.１，４，５，６，７，１０，１１，１２の過半数に相当する8点は地元領域に

は分布せずｗ外部からの搬入品とみられる。なお、これらの須恵器のRb-Sr分布図を第33図に示す。

その分布位置より見て、No.１０，１１，１２の3点は同一産地のものである可能性が強い。また、No.６と

No.７，No.４とNo.５もそれぞれ同じ産地のものであると推定される。これらの須恵器の産地につい

ても、器形観察などの'情報を参考にしつつ、その特定を進めたいと考えている。

（昭和63年９月）
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第９表小泊・真木山・狼沢窯跡出土須恵器の分析値
番号 Ｋ Ｃａ Ｆｅ Ｒｂ Sｒ

小泊窯 １
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

５
３
６
０
５
４
５
９
１
４
３
８
４
７
８
８
４
３
４
８
９
４
２
５
８
８
９
９
８
１
７
１
０
０
９
４
１
０
１
３

１
４
５
３
３
２
３
１
１
５
１
７
８
４
１
０
６
７
７
９
１
７
３
２
１
２
６
６
８
０
１
８
７
８
３
９
４
８
６
８

５
３
３
４
４
４
３
３
３
３
４
３
３
３
４
３
３
３
３
２
３
３
４
４
３
３
３
３
４
４
４
３
２
３
３
２
３
３
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
０
５
７
９
９
６
１
５
６
６
８
１
２
６
１
７
８
３
９
８
８
４
７
３
７
９
４
１
７
７
８
７
６
１
７
４
０
２
５

３
８
１
８
２
６
０
６
１
６
１
３
６
２
４
５
３
３
３
６
２
６
７
１
１
２
１
２
１
２
４
７
７
５
３
４
１
０
５
６

１
１
３
２
３
１
２
１
１
１
１
３
１
２
３
１
１
２
２
２
１
１
３
２
１
２
３
１
３
４
２
１
０
１
２
２
３
２
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
①
●
●
●
●
●
Ｂ
●
⑧
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

釦
拓
汀
師
別
刷
蛇
刀
調
兜
躯
団
“
羽
ね
的
蛇
師
妬
加
羽
田
的
廻
田
切
巧
師
加
Ⅲ
帖
別
妬
的
羽
師
弱
帥
明
弘

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
、
●
●
●
□
●
Ｂ
ｃ
●
●
ｐ
●
●
■
●
④
●
●
●
●
●
●
■

３
３
２
１
１
１
３
３
２
１
１
２
２
２
１
３
２
１
２
２
３
２
１
２
２
２
２
４
２
２
２
３
３
２
２
２
２
２
３
２

５
６
７
０
９
９
６
１
５
０
０
６
１
２
１
８
６
５
９
３
７
６
８
１
９
９
１
３
９
１
９
０
４
４
２
４
７
０
８
７

３
１
３
５
９
４
９
７
２
６
３
２
６
６
５
２
６
０
２
４
０
７
５
９
３
７
１
０
１
８
３
２
４
０
７
７
８
５
３
６

５
４
４
５
４
５
３
３
３
４
６
４
４
４
５
４
４
５
５
４
４
４
５
４
４
３
４
４
６
４
５
４
３
５
４
３
３
４
４
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
■
①
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

恋
迩
郡
師
郡
山
認
郷
邪
知
狐
、
班
哩
、
辿
郵
邪
哩
“
細
郷
刷
挫
、
畑
醐
麺
晒
籾
唾
飛
麺
獅
唖
遜
唖
畑
班
麺

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
の
の

真木山窯 １
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

６
０
３
１
１
６
７
６
５
８

８
９
４
９
９
３
９
０
６
２

３
３
４
４
４
４
４
５
４
５

。
●
●
●
●
●
●
●
巳
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0.076

0.063

0.165

0.102

0.139

0.118

0.100

0.132

0.149

0.104

４
２
９
９
６
３
１
９
１
６

８
３
０
４
３
８
０
４
２
０

●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●

１
１
２
２
２
１
２
２
２
２

５
６
０
３
９
４
７
６
３
９

９
９
５
４
７
６
５
８
６
１

３
４
５
５
５
４
６
５
５
６

●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

鋤
拠
乃
拠
ｎ
万
Ⅳ
躯
花
皿

２
２
３
２
３
２
３
３
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

狼沢窯 １
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

６
７
８
６
９
８
６
１
１
５

５
４
０
９
４
６
６
５
８
６

６
５
６
５
４
５
６
６
５
６

０
●
●
●
●
合
●
ｐ
ｐ
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0.112

0.088

0.104

0.103

0.060

0.087

0.120

0.115

0.114

0.161

５
２
０
９
８
８
５
５
８
０

６
４
１
７
６
０
４
７
４
０

●
●
●
●
●
●
■
■
●
●

２
２
２
１
１
３
１
１
３
２

１
５
８
７
３
９
２
５
８
２

２
７
９
５
９
９
７
３
９
８

６
５
６
６
４
５
５
５
５
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
５
６
６
８
７
５
１
２
５

１
６
３
３
７
３
２
８
２
９

２
１
２
２
１
２
２
１
２
２

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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第10表小丸山・的場遺跡出土土器の分析値

番号 Ｋ Ｃａ Ｆｅ Ｒｂ Sｒ 推定産地

小丸山遺跡 １
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

妬
顕
柳
蝿
唖
迦
却
蝿
池
麺
池
如
唖
麺
唖
知
“
蝿
池
蝿
似
知
蜘
郡
唖
噸
埋
池
姉
姻
挫
銃
飛
噸
訓
姉
哩
弼
理
“
唖

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
１
３
２
８
９
２
０
８
９
８
０
２
５
９
２
８
５
３
８
０
１
６
６
０
８
９
５
８
７
６
７
３
４
７
４
９
９
９
４
６

４
７
５
９
１
７
９
４
６
６
６
２
６
６
６
５
８
４
３
１
２
１
３
１
９
２
６
７
６
７
７
９
９
３
０
０
０
１
６
７
９

０
０
１
０
１
１
０
０
０
１
１
１
０
１
２
１
２
２
１
１
３
１
３
１
１
１
０
１
１
１
１
０
０
１
１
１
５
１
０
１
０

●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
④
●
●
申
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
２
０
１
２
２
６
５
４
４
１
６
４
５
７
５
０
７
９
８
２
５
６
８
３
２
６
７
１
２
７
５
３
６

１
１
９
５
０
１
２
８
８
０
３
６
３
０
６
７
５
４
７
０
７
５
７
１
５
５
０
７
６
１
６
２
７
３

●
●
●
○
。
●
●
ｓ
●
●
●
●
ａ
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●

２
２
１
２
３
５
３
１
１
２
２
１
２
２
１
１
２
１
１
３
１
１
１
１
２
１
２
１
１
２
１
２
１
２
0.956

１．８５

１．０９

１．２３

１．８８

1.64

0.880

１
１
４
７
０
７
４
２
６
４
８
５
０
７
７
０
５
８
２
４
０
２
６
１
３
４
８
６
９
４
３
９
９
９
４
６
３
１
９
７
７

認
髄
訂
髄
認
誕
幻
砲
髄
灯
銘
記
砺
妬
団
記
鎚
弱
囲
妬
弱
、
開
田
砲
認
弱
砺
蝿
館
認
蝿
必
娼
価
師
団
囲
砺
弘
汚

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
４
０
３
５
９
２
１
１
５
８
７
６
４
６
５
９
４
１
１
５
８
０
６
３
０
０
４
３
５
４
２
７
９
６
８
０
８
２
９
８

７
５
２
５
２
１
９
９
０
０
８
１
９
９
３
２
５
２
３
５
５
４
６
５
８
５
２
３
４
８
１
９
７
３
４
５
９
４
１
０
８

１
２
３
３
３
３
２
１
２
４
３
３
１
３
４
４
５
６
３
３
６
３
６
３
３
３
２
３
３
２
３
１
２
３
３
２
８
２
２
３
２

●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

群
群
群
群

神
神
神
神

笹
笹
笹
笹
笹神群or小泊群

小泊群

笹神群or小泊群

外来品

笹神群

小泊群

小泊群

笹神群or小泊群

外来品

小泊群

小泊群

笹神群or小泊群

外来品

小泊群（？）or外来品

笹神群

笹神群or小泊群

小泊群

外来品

小泊群

笹神群

小泊群

笹神群（？）

笹神群

笹神群

外来品

外来品

小泊群

小泊群

笹神群or小泊群

笹神群（？）

笹神群

笹神群

外来品

笹神群

笹神群

外来品

外来品

的場遺跡 １
２
３
４
５
６
７
８
９
1０

1１

２
３
４
５
６

１
１
１
１
１

帖
拓
狸
団
調
沼
拠
刃
銘
羽
飯
田
皿
帥
銘

５
４
５
４
５
４
６
４
６
６
５
５
４
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

氾
副
妬
飯
田
窃
師
型
皿
拓
師
鯉
羽
胡
沌

１
１
３
２
２
５
１
１
１
０
０
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

陀
犯
羽
帥
測
旧
型
側
但
皿
兜
豹
拠
肥
創

３
１
１
１
１
２
２
２
２
２
１
１
２
３
２

６
４
５
１
５
９
７
２
１
３
５
０
１
６
１

妬
認
師
虹
弘
坐
的
田
刃
乃
羽
別
⑲
妬
“

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
８
４
０
３
６
７
８
１
７
９
９
２
８
７

３
１
１
０
６
１
４
７
７
５
０
３
０
５
４

３
３
Ｌ
Ｌ
６
７
３
３
２
２
３
３
３
４
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

外来品

笹神群（？）

外来品

外来品

外来品

外来品

笹神群

笹神群（？）

外来品

外来品

外来品

笹神群

小泊群（？）

小泊群

小泊群



5８

第11表胎土分析試料一覧
資料番号 図版一図示番号 種別・器種 出土位置 備考

小丸山遺跡 １
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

71-562

71-565

71-564

70-532

70-521

70-533

72-614

72-603

72-583

72-589

84-795

84-797

84-791

84-796

62-340

50-86

73-629

74-673

73-628

73-636

74-674

74-668

73-639

75-681

77-729

82-770

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器折縁杯

須恵器有台杯

須恵器有台杯

須恵器有台杯

須恵器有台杯

須恵器有台杯

須恵器壷

須恵器短頚壷

須恵器壷

須恵器短頚壷

須恵器長頚壷

須恵器鉢

須恵器細頚壷

須恵器大髪

須恵器横瓶

須恵器大婆

須恵器大尭

須恵器長頚瓶

須恵器大喪

椀
皿
椀
椀
椀
椀
椀
椀

台
台
台
台
台
台
台
台

無
有
無
無
有
無
無
無

器
器
器
器
器
器
器
器

而
而
而
而
而
而
而
而

§
間
間
８
１
＃
８
１

士
士
士
土
土
士
士
土
黒色土器無台椀

黒色土器有台椀

土師器尭

士帥器鍋

土師器婆

士帥器鍋

土師器小型妻

F２．３区－１

F４．２区-１

D３．２区

Ｇ５．ｌ区－１

B４．４区－２

B２．３区－１

Ａ３．１区-１

１３．１区-１

4Ｔ集中区

E３．３区－２

Ａ３．１区－１

G３．４区－１

F３．３区-１

SD4BC

Ａ２．２区-１

４トレ集中区３

４トレ集中区３

９
３
９
７
５

Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

G5-l区

lT-l2

B２．２区－１

C４．４区－１

Ａ３．１区－１

B２．３区-１

B４．２区

D３．４区－３

Ａ３．１区-１

SＤ４ＢＣ

C３．４区－２

，３．２区－２

C３．２区－３

H３．２区－２

H２．２区－１

B２．２区-１

4Ｔ集中区２（SD2）

白色胎土

底部糸切り

北蒲的胎土

白色胎士

、色胎土、内外面黒色

胎土不良、自然紬

ケズリ調整、光沢あり、黒色１１

ケズリ調整、光沢あり

胎士良好

底部糸切り

自然軸

特に大型

白色胎土、軟質

断面須恵器質

ミガキ

砂質胎土

大型

大型、墨書「十」

小石多く含む

的場遺跡 １
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

確認調査報告１０２

確認調査報告４４

確認調査報告８１

確認調査報告４９

確認調査報告４８

確認調査報告5８

確認調査報告３

確認調査報告６５

確認調査報告９２

確認調査報告９１

確認調査報告１７

確認調査報告１６

確認調査報告１２

確認調査報告１４

確認調査報告２１

確認調査報告3７

土師器無台椀

土師器無台椀

土師器無台椀

黒色土器無台椀

黒色土器無台椀

土師器鍋

黒色土器有台椀

土師器尭

須恵器無台杯

須恵器有台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器無台杯

須恵器妻

区
区
区
区
区
区
区
区

区
区
８
８
８
区
名
区
８
８
８
８

５
６
７
７
７
２
７
６
７
７
７
７

一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

４
４
５
４
４
４
３
４
７
７
４
４
４
４
４
４

須恵器無台杯に形態が似る

大型

内外面黒色

内外面黒色

底部糸切り

底部静止糸切り
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０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

宇野隆夫１９８９「考古資料にみる古代と中世の歴史と社会」真陽社

宇野隆夫１９９１「律令社会の考古学的研究一北陸を舞台として」桂書房

宇野隆夫１９９２「食器計量の意義と方法」「国立歴史民俗博物館研究報告40集」国立歴史民俗博物館

春日真実１９９３「王朝国家期の越後一上越市一之口遺跡（西地区）・新潟市小丸山遺跡を事例として－」

「新潟考古４」新潟県考古学会

金子裕之１９９１「律令期祭祁遺物集成」「律令制祭祁論考』塙書房

亀田町史編さん委員会１９９０『亀田の歴史資料編」亀田町

川村浩司１９８９「越後の古代集落の素描一遺跡の類型とその展開一」「新潟県考古学談話会会報３」

新潟考古学談話会

岸本雅敏１９８６『新町Ⅱ遺跡の調査」婦中町教育委員会

金沢市教育委員会１９８７「金沢市千木ヤシキダ遺跡』金沢市・金沢市教育委員会・

金沢市疋田第二土地区画整理組合

黒埼町教育委員会１９９４『緒立Ｃ遺跡発掘調査報告書」

駒見和夫１９９２「井戸をめぐる祭祁一地域的事例の検討から－」「考古学雑誌77-4」日本考古学会

坂井秀弥１９９０「越後平安期土器編年素描」「東国土器研究３号」東国土器研究会

坂井秀弥ほか’991「佐渡の須恵器」「新潟考古２」新潟県考古学会

田嶋明人１９８３「奈良・平安時代の建物グループと集落遺跡一加賀・能登の掘立柱建物を中心とした覚書一」

「北陸の考古学」石川県考古学研究会

奈良国立文化財研究所１９７６「別表６」「平城宮発掘調査報告Ⅶ奈良国立文化財研究所学報第26集」

奈良国立文化財研究所１９８５「木器集成図録近畿・古代編」

新潟県１９８６『新潟県史通史編ｌ』

新潟県教育委員会１９８４『新潟県埋蔵文化財調査報告書第35集今池遺跡・下新町遺跡・子安遺跡ｊ

新潟県教育委員会

新潟県教育委員会１９８６『新潟県埋蔵文化財調査報告書第40集一之口遺跡西地区」

新潟県教育委員会１９８９「新潟県埋蔵文化財調査報告書第53集山三賀Ⅱ遺跡」

新潟県教育委員会．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団１９９４「上郷遺跡Ｉ」

新潟市１９８６『新潟市合併町村の歴史第４巻」

新潟市１９９４『新潟市史資料編１」

新潟市教育委員会１９８７「新潟市小丸山遺跡・的場遺跡範囲等確認調査報告書』

新潟市教育委員会１９８７「大江山地区の遺跡」

新潟市教育委員会１９８７「新潟市小丸山遺跡発掘調査概報」

新潟市教育委員会１９９２「新潟市山木戸遺跡第１次発掘調査概報」

新潟市教育委員会１９９３「平成３．４年度埋蔵文化財発掘調査報告書」

新潟市教育委員会１９９４「新潟市的場遺跡発掘調査報告書」

新潟古砂丘グループ１９７４「新潟砂丘と人類遺跡一新潟砂丘の形成史一」「第四紀研究13-2」第四紀学会

湯尻修平１９８３「加賀・能登における掘立柱建物の類型と性格」「東大寺領横江庄遺跡」

松任市教育委員会・石川県考古学研究会

吉岡康暢１９８９「第３章日本海域における中世陶磁器の諸問題」『日本海域の土器・陶磁器中世編』

六興出版

渡辺ますみ１９９０「新潟県における古代・中世の井戸」『新潟県考古学談話会会報６」新潟考古学談話会

亀田町教育委員会１９９１「荒木前遺跡」

１
２
３
４

５
６
７

８
９

引用・参考文献

５
６
７
８

１
１
１
１

９
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３
４
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６
７
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第12表縄文時代出土遺物一覧

第１３表平安時代遺構出土遺物一覧
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3111 ０

【
】
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αＩパパＨＵ。歴伺 四歌径Ｃ
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三

6２

1楕伐軟祥0.5～2mｍＥ刑I］

【
］

Ｊ Ｉ Ｔ 呈 白 . 瀦 寺 価
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図版

番号

示
号

図
番 種別 器種 出土位置

寸法（c、）

口径底径器高
(分母36） 備考

4７ １
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
⑫
Ｂ
ｕ
巧
肥
Ⅳ
肥
田
加
創
羽
羽
型

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

無台杯

杯蓋

無台椀

小尭

長胴要

長胴婆

長胴尭

長胴尭

鍋

尭
杯
杯
杯

胴
台
台
台

長
無
無
尭
無

杯
杯
杯
杯
杯

《
口
《
ロ
ム
ロ
《
、
《
口

狂
州
紐
皿
鉦
心
鉦
心
細
心

台杯

無台杯

無台杯

杯蓋

杯蓋

SＢ２

ＳＢ２
ｐ
ｐ

１１埋め土

1１

SＢ２ｐｌｌ

SＢ２

ＳＢ２
ｐ
ｐ

１２

２

SB2p3ほか

SＢ２

ＳＢ２

SＢ２

ＳＢ４

ｐ3ほか

ｐ

ｐ

２

１１

SＢ５ｐ９

SＢ６ｐ５

ＳＢ６ｐ２

4Ｔ６Ｓ２（SD2）

4T5S2（SD2）

ＳＤ２

４Ｔ５Ｓ２（SD2）

ＳＤ２

４Ｔ５Ｓ２（SD2）

SD2ベルト

SD2ほか

4T6S2（SD2）

SD2ベルトほか

4Ｔ６Ｓ２（SD2）

２
１
２
８
９

●

■

●

●
●

２
３
３
２
２
３
３

3.2

3.05

3.3

７．７×

摘み2.2

５．０×

６．３×

×

×

×

×

×

×

８．４×

７．２×

×

７．１×

７．３×

８．１×

６．５×

７．９×

７．０×

７．４×

６．３×

×

摘み3.2
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

24.3

23.0

12.3

11.6

42.2

12.6

11.6

11.7

11.8

12.0

12.4

12.4

12.9

4/９

摘み完

7/3６

底l/２

1／1２

1／1２

底l/４

1／１０

１／1２

2/９

5/９

１/６

35/3６

l/３

13/36

11/3６

l/３

摘み完

灰色微細な白.灰･黒色粒子少量墨書3２

灰色粗径0.5～1mm白･半透明･黒色粒子

やや多量

淡褐色径0.5～lmmR･半透明･黒色粒子

やや多量

燈色精良径0.5～1mm白･茶色粒子少量

浅黄燈色粗径0.5～３，白･灰･半透明

色粒子やや多量

浅黄燈色粗径0.5～2ｍ白･灰･黒色粒子

やや多量

明黄褐色径2mm以下白･灰･茶色粒子少鈷

明黄褐色粗径0.5～３，白･灰色粒子やや

多量

明褐色径2mm以下白･灰･茶色粒子少量

燈色粗径0.5～３，白･灰･半透明色粒子

やや多量

灰色粗径0.5～3mm白･灰･半透明色粒子

やや多量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径１ｍ以下F1･灰色粒子少量

青灰色径0.5～3ｍ白･灰･半透明色粒子

やや多量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

青灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色軟径1ｍ以下白･灰色粒子少量

青灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰白色軟微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･灰色粒子少量墨書1０７

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書４６

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量墨書4７

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

図版

番号

一
ホ
ロ
方

図
番 種別 器種 出土位置 寸法（c、） 備考

1６ １
２
３
４
５
６

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

石器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

磨製石斧

SD5NO39

E３．３区

A3.2区-1②

SD5セクション北

A3.2区-1②
B４．２区-２

口縁部破片

胴部破片

胴部破片

胴部破片

胴部破片

残存長6.8残存幅4.4残存厚3.0

にぶい燈径l～2ｍ小石多量含

にぶい燈径l～3ｍ小石多量含

にぶい横径l～2ｍ小石多最含縄文0条多段．ＲＬ

にぶい燈径l～2mm小石多量含縄文0条多段．ＲＬ

にぶい燈径l～2mm小石多量含縄文0条多段・ＲＬ

淡緑灰色凝灰岩製刃部欠損表面風化



無台杯

無台杯

淡燈色径2mm白･茶･黒･半透明色粒子少量

外暗褐色、内明燈色軟精径2ｍ以下

白･茶･黒･半透明色粒子少量

外暗褐色、内明楕色軟径0.5～l、白・

灰･黒色粒子少量

黄燈色精径1ｍ以下白･茶･半透明色

粒子少量

外暗褐色、内明燈色径0.5～2ｍ白･茶・

半透明色粒子少量

淡褐色径0.5～2ｍ白･茶･半透明色粒子少量

黄燈色粗径3ｍ以下白･半透明色粒子

多量内外スス付着

明燈色精径３，白･茶･半透明色粒子少量

明燈色軟粗径3ｍ以下白･灰･茶・

半透明色粒子多量

4卜喋帆Ⅲ|脱SＤ２i91圭聴
小発

小婆

１/4

13/3６

×
×

I|剛iI隆枢伽脳Ⅱ
ｌ/４

５/1８

１/６

小尭

小尭塞佳悪童
SD2ほか

4ﾄﾚ集中区(SD2)|僻
l/４

２/３

6.2

7.5

×１５．８

×１４．８

茎佳聴
小要

小婆 4ﾄﾚ集中区(SD2)|僻SＤ２

l/６

１/９

×
×

淡褐色精径0.5～2ｍ白･茶･半透明色

粒子少量

黄澄色軟粗径3皿以下白･灰･半透明色

粒子やや多量

黄橿色軟粗径3ｍ以下白･灰･半透明色

粒子やや多量

黄燈色精径１ｍ白･灰色粒子少量

明褐色精径l、白･灰色粒子少量

明褐色精径0.5～2mm白･灰･半透明色

粒子少量

明褐色軟粗径2皿白･半透明色粒子

やや多量

黄燈色軟粗径２，白･半透明色粒子

やや多量

黄燈色軟径0.5～3ｍ白･灰･茶･半透明色

粒子多量

薄灰色径１ｍ以下白･灰色粒子ごく少量

砂岩か重さ386.39
灰 白色軟精微細な白色粒子ごく少量

淡黄色軟径0.5～１，白･灰･茶色粒子

少量

淡黄白色径1ｍ以下白･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

淡黄色やや軟精径1ｍ以下白･灰･茶・

半透明色粒子少量墨書３３

淡黄色径2ｍ白･灰･茶･燈･黒･半透明色粒子

少量口縁内部スス

灰白色やや軟径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色粗径3mm白･灰･半透明色粒子やや

多量

灰色粗径３，白･灰･半透明色粒子やや

多量墨書４９

明灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

明灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色粗径3ｍ白･灰･半透明色粒子やや

多量墨書４８

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書5０

土師器

土師器

土師器

長胴斐

長胴尭

長胴尭

２
２
２

，
Ｄ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

1／1２4９

９
０
１

４
５
５

21.0××

××

× ×

4ﾄﾚ集中区（SD2）

SＤ２

ＳＤ２

土師器

土師器

土師器

長胴嘉

鍋

鍋

２
３
４

５
５
５

×

×

40.9×

×
×
× l/９

土師器

土師器

土師器

4ﾄﾚ集中区（SD2）

4Ｔ５Ｓ２（SD2）

4ﾄﾚ集中区（SD2）

鍋
鍋
鍋

５
６
７

５
５
５

××

× ×

× ×

4T6S（SD2）

4Tl9S2（SD2）

4T6S2（SD2）

SＢ８ｐ９

須恵器

石製品

土製品

土師器

発

砥石

羽 口

小婆

銘
弱
帥
団

× ×

長１０．３×幅7.4×厚4.5
× ×

× ×

土師器

須恵器

須恵器

土師器

尭
杯
杯
椀

胴
台
台
台

長
無
有
無

SＢ８ｐｌ

ＳＢｌｌｐ３

ＳＢｌｌｐｌｌ

ＳＢｌｌｐ５

２
３
４
５

６
６
６
６

×

12.1×

×

12.3×

×

×３．１

×

×４．０

5/３６

底完

11／1２

０
６
０

●
●
●

７
７
５

土師器 無台椀6６ SＢｌｌｐｌｌ １５．３×４．７×４．１ 5/3６

須恵器

須恵器

７６１須恵器

6７

６８

ＳＤ３ＢＮＱ３

ＳＤ３Ａ

１/５

７/１８

１２．２×

12.5×

8.0

7.4

×２．９５

×３．１

無台杯須恵器 SＤ３Ｂ 23/3６6９ １２．５×７．４×3.5

12.5×８．２×3.1

13.6××

×７．０×

× ×

杯
杯
杯

〈
ロ
《
ロ
《
、

妊
心
鉦
へ
鉦
必

器
器
器

宙
心
童
心
宙
心

須
須
須

SD3B-2

SD3B-5

SD3A

l/９

１/９

２/３

０
１
２

７
７
７

須恵器 無台杯7３ ＳＤ３Ｂ

塁|蕊薫
杯蓋

有台杯

無台椀

5０ SD3B

SD3B-2ほ力

15.4×

11.8× ×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

有台杯

小尭

SＤ３Ｂ 8.0

×
×
×
×

７７１土師器 無台椀 SＤ３Ｂ 6.4

７８１黒色土器|無台椀 ＳＤ３Ｂ 6.7

７９１土師器

24.2×

ＳＤ３Ｂ

８０１土師器

長胴尭

ＳＤ３Ｂ １３．４×

８１１土師器 長胴尭 SＤ３Ｂ－７

８３１土師器

８２１土師器 SＤ３Ｂ 25.8×

38.2×鍋 SＤ３Ｂ

6３



杯
杯
杯

《
口
〈
ロ
《
口

狂
い
鉦
へ
鉦
へ

８４１土師器｜鍋ｌＳＤ３ＢＮＯ３ 灰白色軟径1mm以下白･橋･黒･半透明色

粒子少量

暗灰色径１，白･灰･黒色粒子少量

外黒灰色、内灰白色軟径１ｍ以下白･灰・

黒色粒子少量

重さ253.89
灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径１mm以下白･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

にぶい黄燈色径1mm以下白･灰･燈･半透

明色粒子少量

灰褐色径１ｍ以下白･灰･燈･半透明色粒子

少量口縁部内スス

にぶい黄褐色径2mm以下白･燈･半透明色

粒子少量

43.6××’ｌ／1８

重|篭重 一
亜頚

壷
細

SＤ３Ｂ

ＳＤ３Ａ

× ×

×５．２× 底完

品
器
器
器
器
器

製
恵
恵
恵
恵
師

石
須
須
須
須
土

７
８
９
０
１
２

８
８
８
９
９
９

杯
杯
杯

石
台
台
台
蓋
尭

軽
無
無
有
杯
小

ＳＤ３Ｂ

ＳＢｌ２ｐｌ２

ＳＢｌ２ｐ８

ＳＢｌ２ｐ８

ＳＢｌ２ｐｌ２

SＢｌ２ｐｌ２

×
×
×
×
×
×

ハ
Ｕ
ハ
リ
ｎ
Ｊ

１
Ｌ
ワ
』
ワ
白

河
１
利
１
勺
１

9.2

7.1

〈
ｂ

〈
ｂ×

×
×
×
×
×

5/36

11/1８

１/９

洲腫憾尭|重削 !"（刈皿‘
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

ム
ロ
〈
口
《
口
《
ロ
ム
ロ
《
口
〈
ロ
《
ロ
ム
ロ
《
口

鉦
へ
鉦
岬
鉦
へ
鉦
州
鉦
心
鉦
梱
鉦
へ
狂
い
鉦
〈
鉦
心

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

明灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径l～3ｍ白･半透明粒子やや多量

灰色微細な白.灰.黒色粒子少量墨書９２

明灰色径1ｍ以下白.灰色粒子少量墨書５３

明灰色径1mm以下白.灰色粒子少量

オリーブ灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

蕊書５５

オリーブ灰色径１mm以下白.灰色粒子少戯

墨書５４

青灰色径１ｍ以下白.灰色粒子少量墨書５２

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径1mm以下白.灰色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

青灰色径2ｍ以下白.灰.茶色粒子少量

墨書９３

灰白色軟径１ｍ以下白.灰色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径3ｍ以下白･灰色粒子やや多量

口縁内部油煙か

灰白色径l～3ｍ白･半透明粒子やや多量

口縁2か所打欠

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色微細な白.灰.黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書５６

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径3ｍ以下白.灰.半透明色粒子

やや多量

明灰色軟微細な白･灰･黒色粒子少量

墨書５８

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径3ｍ以下白.灰色粒子少量

SD4BCウ６ベルト北

SD4BCアー1ｲー 0.ｌ

ＳＤ４ＢＣアー3ｲー ３

SD4BCア３イ３

ＳＤ４ＢＣオー５‐l

SD4BCNbLlO，ｌ２

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣアーlｲー0.ｌ

ＳＤ４ＢＣＮｂＬｌ３

ＳＤ４ＢＣ

23/3６

１／１８

１/６

５/１８

５/36

17/１８

１/３

１/３

５/１８

１/1２

５
６
７
８
９
帥
皿
蛇
偲
“

９
９
９
９
９
１
１
１
１
１

１１．６

１２．０

12.1

12.2

12.2

12.3

12.35

12.45

１２．５

１２．６

０
２
７
２

６
７
７
７

６
８
９
８

２
２
２
２

5１ ×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
２
５
５
２

●
●
●
●
凸

７
７
７
７
６

５
０
１
７
６

●
●
●
●
●

３
３
３
２
２

須恵器 無台杯 SＤ４ＢＣＮＯ２ 12.6×６．８×２．９ 3/８１０５

杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台

鉦
心
狂
い
狂
い
鉦
州
狂
い

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

SＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣＮＯＬ４

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４Ｃ

lO6

107

108

109

110

12.6

12.6

12.6

12.7

12.8

7.7

8.25

８．０

７．５

７．９

×２．４

×２．９

×３．０５

×３．５

×３．３

5/８

３/４

５/９

１/１２

１/７

×
×
×
×
×

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

ＳＤ４ＢＣア３イ３

SD4BCイー5-ｌ

ＳＤ４Ａ

12.85

12.85

12.9

ｌ/9

13/3６

１/９

１
２
３

１
１
１

１
１
１

５
９
２

７
７
８

×２．８

×３．０

×２．６

×
×
×

須恵器 無台杯 SＤ４ＢＣＮＯ３114 13.1×７．４×３．４ 7/1２

器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須

杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台

紙
州
妊
狐
鉦
恥
鉦
心
鉦
州

ＳＤ４ＢＣエー７

ＳＤ４ＢＣイー４‐３

ＳＤ４ＢＣウ7-ｌ

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣウ5-1

１/９

１/９

１/４

１１/３６

底１１/3６

13.1

13.2

13.4

13.4

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

０
７
４

８
９
６

2.9

3.3

無台杯 底l/２SＤ４ＢＣ ×６．７×120

無台杯

盤

底１７/3６

２/９

須恵器

須恵器

SD4BCイー５‐l

SD4BCア３イ３

1２１

１２２

×７．８×

××２．４

杯
杯
杯

ム
ロ
《
ロ
ム
ロ

鉦
恥
鉦
心
鉦
必

１２３１須恵器 無台杯 SＤ４ＢＣ5２

割繍
SD4C

SD4C

SD4BCイー５‐１

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

無
無
無
無
無
無
無
無
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

ＳＤ４ＢＣウ7-ｌ

ＳＤ４ほか

SD4ほか

SD4BCイー５‐ｌ

ＳＤ４ＢＣア３イ３

SD4ほか

SD4ほか

ＳＤ４ＢＣウーl

SD4B-3

SD4BCﾍ゙ ﾙﾄ北

ＳＤ４ＢＣＮｂｌｌ２

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣエ５

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ほか

14.0

15.5

15.6

16.6

6４



SD4BCNbLl7

SD4BCイ５－１

淡燈色径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

淡燈色径2mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

灰色径0.5～2mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量

灰白色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

浅黄燈色径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量墨書６０

灰白色径1mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

浅黄燈色精良径１mm以下白･灰･茶色粒子

少量墨書６３

灰白色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

褐色精径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

灰白色径1mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

燈色径0.5～2ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量墨書６４

灰白色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

浅黄澄色精径１ｍ以下白･灰･茶色粒子

少量

浅黄燈色精径１mm以下白･灰･茶色粒子

少量墨書６９

にぶい燈色径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子少量墨書９５

灰白色径1mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量墨書９６

灰白色粗径0.5～l、白･灰･茶･黒色粒子多量

浅黄燈色精径１ｍ以下白･灰･茶色粒子

少量墨書９８

淡褐色径0.5～2ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子やや多量

淡黄色精径１ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

墨書９７

黄燈色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

5.6

6.4

SD4BCNbLl7

SD4BCイ５－１

×
×
×
×

椀
椀

《
口
《
口

細
心
鉦
〈鍔佳謡薫

土師器

土師器

SD4BCア２イ２

ＳＤ４ＢＣア３イ３

SD4BCア２イ２

ＳＤ４ＢＣア３イ３ 箕541襟
15.4×6.3

15.6×

蝿蕊博ｒ慾||坪卯
院
剛揺佳鱒

土師器

土師器

無台椀

無台椀

6５

×
×
×
×

５４１１７９１土師器｜小発｜SD4BCエ７

×
×

×
×

州蓮Ｊｉ購器麟隣言皇鵬￥
ＳＤ４ＢＣウ４

SD4BCイ５－２

SＤ４Ｃ

灰白色精径0.5～２，白･灰･茶･半透明色

粒子少量

浅黄燈色径1ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色径2mm以下Ｆ１･灰･茶色粒子少量

淡黄色精微細白･黒色粒子少量

明黄褐色径1ｍ以下白･半透明色粒子少量

9.1×５．２×９．３１２/９

土師器

土師器

土師器

土師器

要
発
尭
婆

小
小
小
小

ＳＤ４ＢＣイ５１ほか

ＳＤ４ＢＣイ４３

SD4BCイ4-ｌ

ＳＤ４ＢＣエ９

180

181

182

183

10.2

11.0

11.3

11.4

１/３

１/１８

２/９

１/１２



ＳＤ４ＢＣエ５

SD4BCイ５２

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣエ７

SD4BCエ9ほか

ＳＤ４ＢＣエ６

眺馴訓ＩＩ叢|藤Ｉ
灰白色径0.5～２，白･茶･半透明色粒子

少量

にぶい黄燈色粗径１ｍ以下白･半透明色粒

子少量口内スス

にぶい黄褐色径１ｍ以下白･黒･半透明色

粒子少量口内スス

にぶい黄燈色径0.5～2ｍ白･灰･茶･黒色

粒子少量

浅黄燈色径２，白･茶･半透明色粒子少量

浅黄燈色径1mm以下白･灰色粒子少量

浅黄燈色径2mm以下白･茶･黒･半透明色粒子

少量

にぶい黄燈色径2ｍ以下白･茶･半透明色粒

子少量

黄燈色精径0.5～２，白･茶･半透明色粒子

少量

淡黄色径１mm以下白･茶･半透明色粒子少量

灰白色径0.5～１ｍ以下白･燈･黒･半透明色

粒子少量

灰白色硬径2ｍ以下白･横･黒･半透明色

粒子少量

淡黄色径0.5～2ｍ白･灰･茶･黒･半透明色

粒子少量

にぶい黄燈色径0.5～3mm白･灰･燈･黒・

半透明色粒子少量

灰黄色径0.5～l、白･茶･黒･半透色粒子

少量

浅黄燈色径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

明褐灰色径0.5～3ｍ白･燈･半透明色粒子

やや多量

にぶい燈色粗径3ｍ以下白･灰･茶･半透

明色粒子やや多量

浅黄楕色精径0.5～3mmrl･灰･茶色粒子

少量

にぶい黄燈色径0.5～3mm白･灰･茶･半透明

色粒子多量外スス

浅黄澄色径2mm以下白･灰･茶･半透明色粒子

少量外スス

にぶい黄楕色粗径0.5～1mm白･灰色粒子

多量内外スス

１/７

１／12

1／12

1／1２

婆
尭
尭

小
小
小

土師器

土師器

土師器

188

189

190

ＳＤ４ＢＣエ７

SD4BCﾍ゙ ﾙﾄ北

SＤ４ＢＣ

６
２
６

心
血
ノ

ー
１
１

13.0

13.1

13.5

×
×
×

×
×
×

麗噸|麓|:剛｜M震：
l／1２

１/６

践|圭雛
小尭

小尭

ＳＤ４ＢＣエ７

ＳＤ４ＢＣ力８

14.5××

×４．８×

ｌ/９

完存

淵訓芦Ⅲ
存
加
存
完

完
底
完
底

×
×
×
×

８
１
５
９

４
５
５
５

×
×
×
×

粥|圭謡糞
小饗

小尭

底2/３

底l/４

ＳＤ４Ｃ

ＳＤ４ＢＣエ７

5.9

6.7

×
×

×
×

誹鮒罵卜出陣
土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

浅黄燈色軟径0.5～3ｍ白･灰･茶･半透明

色粒子少量

にぶい黄褐色軟径0.5～2ｍF1･灰･黒色

粒子少量

にぶい黄褐色軟径0.5～２，白･灰･黒色

粒子少量

にぶい黄横色径0.5～２，白･灰･黒色粒子

少量

にぶい黄褐色軟径0.5～2mm白･灰･黒色

粒子少量

灰白色軟粗径05～2mm白･灰･茶･黒色

粒子少量

浅黄燈色径0.5～2ｍ白･灰･黒色粒子少量

浅黄燈色径0.5～２，白･灰･黒色粒子少量

浅黄楕色径1ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

5５ 206

207

208

209

210

211

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×Ｒ

）●

局
ｊ

へ
。 l/９

土師器

土師器

土師器

SＤ４Ｂ４

ＳＤ４ＢＣＮＯｌ５

ＳＤ４ＢＣ

212

213

214

40.8

42.5

45.2

１/９

１／12

1／1２

×
×
×

×
×
×

浅黄燈色径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色粒子

少 量 外 ス ス

浅黄燈色軟径0.5～2ｍ白･灰･茶･黒色

粒子少量口内スス

黄燈色径2mm以下白･灰･茶･黒色粒子少量

口内スス

褐灰色粗径2mm以下白･半透明色粒子やや多量

浅黄燈色径l～3ｍ白･灰･茶色粒子少量

黒褐色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径3mm以下白･灰色粒子やや多量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径0.5～3ｍ白･灰･黒色粒子やや多鼠

頚径5.0

黒褐色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

暗灰色粗径0.5ｍ白･灰色粒子少量

頚径3.0

オリーブ灰色径0.5～1mm白･灰色粒子少量

伽 脳隠
××

××

××

長頚壷

細頚壷

圭
亜
一
亜
一
亜
一
亜

頚
頚
頚
頚

鍋
鍋
長
長
長
長

ＳＤ４ＢＣウ６

SD4BCイ４－ｌ

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣウ7-ｌ

ＳＤ４ＢＣア２イ２

ＳＤ４ＢＣＮ０,８

218

219

220

221

222

223

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

１/９

１/９

５/3６

10.1

10.2

11.8

×９．８×

××

底l/１２

裳|蕊重
ＳＤ４ＢＣイ４－ｌ

ＳＤ４ＢＣ

２２６１須恵器｜長頚壷lSD4BCﾍﾞﾙﾄ北 l/４×１０．６×

6６



IF苗伐祥１ｍｍ以卜１．．１火・半透1Ｊこ'・条低

ﾖ閤器ｌ長頚頭ｌＳＤ４１Ｅｌ

明袴1五祥2mm以下Ｆ１・灰・半透明・茶径那器｜無台椀ｌＳＤ L】
。

砥Ｆ１･碗ｌＳｌ〕
内
〕

弼器ｌ垂而今椀｜ＳＥ 壷互ﾉ桶F1四イ羊ｌｍｍｊＺﾉし１，１計

荊器｜無台椀｜ＳＥ nｍﾙﾘＬ１，１弓【
】

師器｜無台椀ｌＳＤ

８ １十 師器 ｜無 台椀ｌＳＤ ＪｌＩ火日也【】

）５N０４ 二Ｗ］

あり悪霊答９９

を黄楕1五祥1ｍｍ以下Ｆ１・Ｉ火･半透明・茶伊制１ 派ｌＳｌ〕

５１１士帥器ｌ垂台碗ＩＳＤ 層黄色拝１ｍｍ以卜目

【)０

３２１十師器｜抵台椀ｌＳＤ５Ｎｎ２８ 【
〕

暗琶伐祥1ｍｍ以下Ｆ１・Ｉ火・半透助、
』｡。’工hll｣盃

６４１十師器 、
三 ９１Ｗ炎苗1士１祥１ｍｍ以Ｉ、巳【〕〃、ＱＪ－《】

５５１士師器｜卸上台椀ｌＳＤ

６６１十師器｜無台椀lSD5Nn40I： 副fｑイ羊１ｍ以ｌ、円

、
三う７１－ｋ帥

F1

Lｮ

５ ８１十師器｜卸上台椀｜ＳＥ

．ｆｆ

豆~E』△１手ｚｍｍ上人１，１コ

管角祥2ｍ５９１士帥 宛ｌＳＬ〕

、’十師器｜錘≠『椀｜ＳＥ 情０５～１ｍｍ1コ

燈0.5～1mm白宛ｌＳｌ〕

雫．０

弛蕎｜理宇了碗｜Ｓｌ〕

９１楕低宛ｌＳＬ

6７

’’’２２７１須恵器｜長頚壷lSD4BCNO7×１３．６×’１/３１黒灰色軟径l、白･灰･半透明色粒子少量’
5７ 228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

犯
調
如
姐
哩
娼
必
妬
拓
卿
侶
甥
釦
団
宛

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

須恵器

製塩土器

土製品

土製品

石製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

妻

土器製円盤

不明

砥石

小要

長胴婆

小尭

長胴要

長胴発

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台
台

狂
い
狂
い
狂
い
鉦
》
鉦
必
狂
い
鉦
へ
鉦
へ
鉦
祉

杯蓋

杯蓋

杯
杯
杯
椀

台
台
台
台

有
有
有
有

SＤ４

ＳＤ４

４
４
４
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＡｌ

SＤｌ

ＳＤｌ

ＳＤｌ

SD5NbL27

SD5No24ほか

SＤ５

SD5NOLl

SD5NOl4

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

1.9

3.6

厚
厚

６
９
９
８
０
０
５

●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
３
３
４
3.35

2.75

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
０２

４
２
７
２
６
２
４
４
０
６
６
９
９
３

－
叩
田
一
愚
８
７
７
６
７
７
７
７
７
８
６
６
７

Ⅲ
巾

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

長3.2

長6.5

９
９
０
２
３
６
８
０
４
４
５
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

１
１
２
２
２
２
２
３
３
４
６
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

底l/４

l/２

7/1２

l/４

１/２

１/４

１/４

5/3６

l/２

１/３

１/２

1／１８

l/９

底l/６

底7/3６

底完

灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

楕色粗径0.5ｍ以下白･灰･茶･黒色粒子

やや多量

白色粗径１mm以下白･灰･茶色粒子多量

灰白色径0.5,白･灰･茶色粒子多量

灰白色泥岩か91.89

浅黄燈色軟径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子少量

明黄褐色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

にぶい黄燈色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

黄燈色径3ｍ白･灰色粒子少量

浅黄燈色径0.5～２，白･灰･茶色粒子

やや多量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書７８

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書7９

暗灰色径3mm以下白色粒子やや多量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書７７

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書8０

暗灰色径3mm以下白色粒子やや多量

暗灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

暗灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･黒色粒子やや多量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

暗灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径3ｍ以下白色粒子やや多量



ｌ/１２

底3/４

２７４１土師器｜小尭ｌＳＤ５ 淡燈色径１，白･黒･半透明色粒子やや

多量

にぶい黄燈色径１mm白･灰･茶色粒子少量

にぶい黄燈色粗径5ｍ以下白･灰･半透明

色粒子少量

淡楕色径0.5～3mm白･灰･茶･半透明色粒子

少量

淡燈色径2ｍ白･灰･半透明色粒子少量

12.6× × l/４

剰主謡薫
小尭

小尭

SＤ５

ＳＤ５

l/１２

１/３

1２．６××

×６．４×

:期:鮒｜::：
××

××

土師器 長胴尭 黄燈色軟粗径0.5～1mm白･灰･茶･黒色

粒子多量

5９ 279 SＥｌ 41.95×× 1／１２

木製品

須恵器

長301×幅5.0×厚3.3
××

不明

横瓶

280

281

SＥｌ

ＳＥ２ 灰色粗径3ｍ以下白･灰･半透明色粒子

やや多量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量須恵器

木製品

木製品

木製品

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯
皿
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
串
串
台
台
台
台
台
台
台
蓋
台

無
斎
斎
高
無
無
無
無
無
無
杯
有

SE３３．６．８層

ＳＥ３

ＳＥ３

ＳＥ３

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４３層

SE４１層

SＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１３．２×

長13.4×

長15.1×

径16.5×

１１．２×

１２×

１２．３×

×

×

×

１４．２×

７．９×

７．８

１幅1.3

幅1.9

底1０．７

７．５

×３．０

×厚0.2

×厚0.2

×厚１０．７

×３．２

×

×３．０

×

×

×

×

×

ｌ/２

完存

完存

１９/3６

１／1８

１/６

完存

底7/３６

底l/３

底5/1２

５/3６

１/９

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰オリーブ色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径l～2mm白･灰･黒色粒子少量墨書３８

灰色径2mm以下白色粒子ごく少量墨書３９

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰オリーブ色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰オリーブ色軟径2ｍ以下白色粒子少量

９
９
２
４

７
７
８
８

土師器

土師器

無台椀

小尭

SE４１層－２

SE４１層-１

淡黄色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

淡黄色軟径0.5～2ｍ以下白･灰･半透明．

茶色粒子やや多量

暗オリーブ灰色微細白･灰･黒色粒子少量

淡黄色軟径２mm以下白.灰.半透明.茶色

粒子少量

灰色径3mm白･灰･黒･半透明色粒子やや多量

灰色径3mm白･灰･黒.半透明色粒子やや多量

灰色径2ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径2ｍ以下白色粒子少量

灰色径2ｍ以下白色粒子少量

灰色径2mm以下白色粒子少量

6０ 294

295

13.4×５．１×4.5

14.6××

7/１８

１/１２

須恵器

土師器

一
噸頚

尭
長
小

SE４３層-ｌ

ＳＥ４１層-５

296

297

須恵器

須恵器

11.7××

×５．４×

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

木製品

木製舶

木製品

木製,Y，

木製品

土師器

斐

尭

尭

尭

婆

尭

尭

皿

杭状製品

杭状製,h１，

杭状製,INI，

板状製Ｉ１ｉｌｌ

長胴要

SE４上層

SE4

SE4上層粘土層

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ５１層

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

×

×

×

×

×

×

×

１７．４×

残長20.5ｘ

残長16.9ｘ

賑ｌｌ９ｘ

残長16.5ｘ
×

×
×
×
×
×
×
×
×
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
×

7/1８12.0

径3.5

鴨3.5

径4.5

幅7.0

５
別
朗
釧
Ⅲ

ｌ
厚
厚
厚
厚

灰白色径0.5～2ｍF1･灰･黒･半透明色

粒子やや多量

灰色径0.5～2ｍ白･半透明色粒子少量須恵器

木製品

須恵器

須恵器

須恵器

１
日製

杯
杯
杯

状
台
台
台

尭
棒
無
無
無

嘱
皿
胤
捌

５
６
７
７
７

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

311

312

313

314

315

×

閥長22.5ｘ

１２．４×

１３．２×

１２．７×

×
Ｘ
×
×
×

''1,.3

8.7

8.6

8.0

原0８

３．７

３．１

３．４

暗灰色径l～3mm白･灰色粒子やや多量

灰白色径3ｍ以下白.灰色粒子やや多量

灰オリーブ色径1mm以下白･灰色粒子少量

墨書４０

灰白色軟径0.5～2ｍ白･灰色粒子少量

暗灰色径l～３，白･灰色粒子やや多量

31/3６

１

底完

無台杯

折縁杯

底完

17/3６

×６．２

SE7上部

SE7上部

8.2

7.4

316

317

×

11.7×

×

×３．５

灰白色径l～3ｍ白･灰色粒子やや多量

墨書４１

灰白色径l～３，白･灰色粒子やや多量

黒書４２

淡黄色粗径0.5～3mm白･灰･半透明色粒子

多量

灰色精

灰白色軟径l～3ｍ白･灰色粒子やや多量

灰白色径４，白･灰･半透明色粒子少量

灰色径１mm白･灰･黒色粒子少量

灰白色径４，白･灰.半透明色粒子少量

暗灰色

灰白色径４，白･灰･半透明色粒子少量

灰色径l～3mm白･灰色粒子やや多量

灰色径1mm以下白.灰色粒子少量墨書４３

灰色微細白･灰･黒色粒子少量墨書４４

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量底径より復元

1;撚磯！
2/３×５．０13.9×7.5

15.0×１０．５

×

底7/９

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
０
５

３
３
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

部
部
部
３
ｕ

上
上
上
恥
恥

７
７
７
７
７
７
７
９
９
９
９
９

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

土製姉

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯
杯
杯
杯
杯

口
台
台
台
台
台

羽
尭
婆
婆
髪
髪
尭
無
無
無
無
無

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７/3６

１/２

１/９

１/２

底l/１２

11.7

12.1

12.3

12.5

13.6

6.4

7.9

8.2

6８



更9.5×鵬2.8×厚Ｃ' ４１Ｊ石

6９

'６４１３８１１木製品｜曲物ｌＳＫｌ ｌ長９５×幅2.8×厚0.31-｜’

333

334

335

336

337

338

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

杯
壷
壷
壷

台
要
尭
頚
頚
頚

有
小
小
長
長
長

SE9No9

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９．１２

SＥ９

ＳＥ９

12.5×７．０×５．２

13.6××

×６．９×

9.6× ×

12.2××

×１１．９×

l/６

1／1２

底2/９

l/９

１/４

底7/１８

灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰色径2mm以下白･茶･黒･半透明色粒子

少量

灰黄褐色径3mm以下白･茶･黒･半透明色

粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径l～３，白･灰色粒子やや多量

6２ 釣
如
姐
狸
娼
必
姐
拓
幻
娼

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

須恵器

須恵器

須恵器

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

石製品

斐
鉢
婆
板状製品

板状製品

箸状製品

串状製品

斎串

不明

砥石

SＥ９ＮＯ７

ＳＥ９ＮＯＬｌ

SＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

SE9井戸枠外

SＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

× ×

45.0××

××

長19.0×幅9.5×厚１．８

長20.9×幅8.4×厚２１

残長6.7ｘ御５ｘ

残長27.6ｘ径0.8ｘ

長１２．３×幅1.2×厚0.3

長10.8×幅１３．０×厚1.8

長１０．３×幅7.2×厚5.8

5/3６

灰色径１ｍ以下白･黒色粒子少量

灰色径１ｍ以下白色粒子ごく少量

灰オリーブ色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

粗型か

6３ 349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

3７１

372

３
４
５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
７
７
８

３
３
３
３
３
３
３
３

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色土器

黒色土器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

石製品

椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
嘉
壷

蓋
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
胴
頚
瓶
石

杯
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
長
長
尭
要
斐
横
尭
琵
軽

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

SＫ１５．８層

ＳＫｌ２層

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層６層

層
層
層
層
層
層

１
１
１
１
１
６

１
１
１
１
１
１

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ＳＫｌ６層

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌ６層

NOll4一括（SKl）

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

Nol4一括（SKl）

ＳＫｌｌ層

NOl4一括（SKl）

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

Nol4一括（SKl）

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

ＳＫｌｌ層

NOl4一括（SKl）

NOl4一括（SKl）

SＫ１５．８層

４．１

３．８．

３６

３．６

３．７

４．６

厚3.2

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×６

４
９
５
４
３
４
６
６
３
３
５
７
８
０
１
１
１
０
７
６
．６

５
４
５
６
５
６
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
Ⅵ
５
６
１
両
田

●

●

●

●

●

●

１

，
Ⅲ

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×ハ

リ

５
３
０
７
９
８
０
６
９
２
８
‐
４

〔
Ｉ

１
Ｌ
ワ
ー
ｎ
ｊ
ワ
ム
へ
。
へ
。
４
４
４
４
Ｆ
Ｄ
へ
』
ワ
】
Ｑ
〉

勺
１
君
１
Ｔ
ｌ
利
１
勺
１
可
１
１
４
１
１
Ｔ
ｌ

利
１

ワ
些
荊
１

長

l/９

１/３

１

１９/3６

l/６

l/３

l/９

5/3６

2/３

底5/1２

底4/９

一
元
一
元

底
底
底5/１２

底7/１２

底13/1８

底7/3６

底完

底１９/３６

底１１/3６

1／１２

底１１/3６

１９/3６

1/１２

１／１２

青灰色微細白･灰･黒色粒子少量

黄燈色粗径0.5～１mm白･灰･茶･黒色粒子

多量

浅黄橿色径0.5～2ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子やや多量墨書３５

淡黄色粗径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色粒子

多量

黄燈色粗径0.5～１ｍ白･灰･茶･黒色粒子

多量

にぶい燈色精径1mm以下白･灰･茶色粒子

少量墨書3６

灰白色粗径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色粒子

多量

にぶい黄横色粗径0.5～１ｍ白･灰･茶．

黒色粒子多量

淡燈色軟粗径0.5～1mm白･灰･茶･黒色

粒子多量

赤褐色軟径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子少量

浅黄横色粗径0.5～1mm白･灰･茶･黒色粒子

多量

淡黄色軟粗径0.5～１ｍ白･灰･茶･黒色

粒子多量

灰黄色精良径１以下白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色軟粗径0.5～l、白･灰･茶．

黒色粒子多量

黄燈色軟粗径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色

粒子多量

淡黄色軟粗径0.5～1mm白･灰･茶･黒色

粒子多量

にぶい黄燈色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色

粒子少量

淡黄色粗径0.5～l、白･灰･茶･黒色粒子

多量

浅黄色軟粗径0.5～l皿白･灰･茶･黒色

粒子多量

浅黄燈色粗径0.5～1mm白･灰･茶･黒色粒子

多量

内外黒色微細白･灰･茶色粒子ごく少量

浅黄色軟粗径0.5～l、白･灰･茶･黒色

粒子多量

にぶい黄燈色径0.5～2ｍ以下白･灰･半透明・

茶色粒子やや多量墨書３７

灰白色径0.5～２，白･灰･半透明色粒子やや

多量

灰オリーブ色径1mm以下白･灰色粒子少量

暗青灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径0.5～2mm白･灰色粒子少量

灰色径0.5～2ｍ白･灰色粒子少量

灰色径0.5～4ｍ白･灰色粒子少量

灰色径2mm以下白･灰色粒子少量

灰色径0.5～1mm白･灰色粒子少量



須恵器

須恵器

土師器

品
品
品
品
品
器
器
器
器

製
製
製
製
製
恵
恵
恵
師

木
木
木
木
木
須
須
須
土

躯
記
別
記
郡
師
銘
籾
卯

３
３
３
３
３
３
３
３
３ 溌隊洲Ⅷ隊批Ⅱ

斎串力

底完

５/3６

１/１２

２５/3６

底完

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰褐色軟径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

淡黄色軟径１ｍ以下白･灰･半透明色粒子
少量

淡黄色軟径１mm以下白･灰･半透明色粒子
少量

灰色径4mm以下白･灰･半透明色粒子少量

３９１１土師器 長胴尭 SＫ２ × ×

×

×３．７諾|繍
莞

砥石

SK2

NO5ピツトー括（SK２

×

11.2× 5.2

土師器 無台椀6５ 394 SK4-l 灰黄色軟径2mm以下１２１･灰･半透明色粒子
少量

淡黄色精径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

灰色軟径2ｍ以下白･灰"茶･半透明色粒子
少量

淡黄色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

浅黄燈色軟径0.5～3mm白･灰･茶色粒子
やや多量

灰赤色径１mm以下白･灰･半透明色粒子少量

浅黄燈色軟径2mm以下白･灰･燈.黒.半透

明色粒子やや多量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色軟径0.5～1mm白･灰･茶･半透明

色粒子少量

灰オリーブ色径0.5～1mm白･灰･半透明色粒

子少量

暗灰色径0.5～1mm白･灰色粒子少量

暗青灰色径1ｍ以下白･半透明色粒子少量

灰色粗径0.5～2mm白･灰･黒色粒子やや

多量

にぶい黄燈色径0.5mm以下白･灰･茶･黒色

粒子少量

灰色径0.5ｍ以下白･灰色粒子少量

淡燈色精径１mm以下白･茶･半透明色粒子

少量

アイボリー径2mm以下白･灰･半透明･茶色粒

子少量

明燈色軟径0.5～1ｍ白･灰･茶色粒子や

や多量

15.4××

×５．５×

××

41.0××

１/９

２/９

１/1２

土師器

須恵器

土師器

椀《
口無

尭
鍋

395

396

397

SK4-l

SK4-l

SK4-l

須恵器

須恵器

土師器

無台杯

無台杯

長胴婆

５
５
５

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

398

399

400

7.6

8.4

7/36

5/3６

×
×
×

×
×
×

尭
鍋

須恵器

土師器

SＫ５

ＳＫ５

401

402

×

38.0×

×
× l/９

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

無台杯

杯蓋

有台杯

小要

403

404

405

406

lT-lS

lT-lS

lT-lS

lT-lS

12.3×

14.3×

×

12.6×

１/９

１／１２

底１１/１８

５/3６

×
×
×
×

7.0

土師器 鍋 lT-lS407 40.6×× 2/3６

７/3６

１/1２

１/９

2Ｔ－集

2Ｔ－ｌｌＳ

椀《
口

壷
饗
無

408

409

410

lＴ－ｌＳ

１Ｔ－ｌＳ

２Ｔ－ｌｌＳ

×１０．６

×

11.7×５．５

×

×

×３．９

無台椀土師器 2Ｔ－ｌｌＳ4１１ 12.0×６．４×４．５

椀
椀

《
口
《
ロ

鉦
へ
狂
い

土師器

土師器

2Ｔ－５２Ｓ

２Ｔ－ｌｌＳ

４１２

４１３

12.55×４．９×3.75

12.8××

13/１８

７/3６

土師器

土師器

無台椀４１４

４１５

2Ｔ－ＳＸ２

２Ｔ－ｌｌＳ

12.4×５．１×4.65

13.0××

4/９

１/６無台椀

６６１４１６１土師器｜無台椀ｌ２Ｔ－ｌｌＳ 明燈色軟径0.5～l、白･灰･茶･半透明

色粒子やや多量

黄燈色精微細白･黒色粒子ごく少量

にぶい黄橿色軟径0.5～1mm白･灰･茶色

粒子やや多量

浅黄燈色径0.5～1mm白･灰･茶･半透明色粒子

やや多量

浅黄楕色精径1mm白･半透明色粒子少量

墨書３１

黄燈色軟径0.5mm以下向･灰･茶･黒色粒子

少量黒書３０

内外黒色微細白･灰･茶色粒子ごく少量

暗灰色微細白･灰･黒色粒子少量

淡黄色精径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

褐色軟粗径0.5～2ｍ白･灰色粒子やや

多量

灰色径１mm以下白･灰色粒子少量

青灰色微細白･灰･黒色粒子少量墨書lO2

青灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰色微細F1･灰･黒色粒子少量

灰色径0.5～l、白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径2mm以下白･灰･黒色粒子少量

青灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量墨書１０３

灰色粗径2mm以下白･灰色粒子やや多量

×４．９× ’２９/3６

捌圭謡薫
無台椀

無台椀

12.2

13.0

17/36

17/3６

5.4

6.0

×
×

×
×

L鎖灘
×７．２×

××

××

5/1２

瀧器勝
2T-集

2Ｔ－２Ｓ

４Ｔ２Ｓｌ

４Ｔ２Ｓｌ

422

423

424

425

×

×１１．６

×

×５．３

×
×
×
×

底5/９

１/６

７/3６

１／1２

１/１２

１/１２

底完

ｌ/１２

１/４

１１/１８

×
×
×
×
×
×
×
×
×

杯
杯
杯
杯
杯
杯

《
ロ
《
口
《
ロ
〈
口
《
ロ
《
口

無
無
無
無
壷
髪
尭
無
無

器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須

4Ｔ－９Ｓ３

４Ｔ－ｌＯＳ３

４Ｔ－集中区３

４T-集中区３

４T-集中区３

４Ｔ－ｌＯＳ３

４Ｔ－集中区３

４Ｔｌ７Ｓ４

４Ｔ－集中区４

６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
２
３
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４

10.8

12.3

13.5

×
×
×
×
×
×
×
×
×

8.2

7.95

７．０

3.2

3.2

23.6

12.3

12.2

8.0

7.3

3.2

3.2

7０



451

452

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径１，白･灰色粒子少量

暗灰色粗径5ｍ以下白･灰色粒子やや多量

褐色径0.5～１ｍ白･灰色粒子少量

灰色軟径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色軟径0.5～2mm白･灰･茶･黒色粒子

やや多量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

土師器

無台杯

有台杯

折縁杯

小尭

壷

無台椀

4Ｔｌ５Ｓ４

４Ｔｌ７Ｓ４

４Ｔｌ７Ｓ４

４ﾄﾚー18

4ﾄﾚーl8

SXl-2

12.8

14.8

14.2

12.6

×３．４

×６．８

×

×１２．４

×

×

５/6

31/3６

７/1８

５/９

底完

２/９

５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
４

４
４
４
４
４
４

０
６
４
９
４

●
●
●
●
●

８
８
７
６
７

×
×
×
×
×
×12.3

４４１１須恵器｜壷ｌＳＸｌ－ｌ ××

須恵器 無台杯 灰オリーブ色径１mm以下白･灰色粒子少量

墨書１０６

灰白色粗径１ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

淡澄色径1mm以下白･灰色粒子少量転用硯

灰オリーブ色径１mm以下白･灰色粒子少量

暗青灰色軟粗径0.5～l、白･灰･茶･黒

色粒子多量

灰オリーブ色軟径2ｍ以下白･灰･茶色粒

子少量口縁部内スス

黄楕色軟径2ｍ以下白･灰.半透明.茶色

粒子少量

淡黄色径１ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

暗灰色径1ｍ以下白･灰･半透明.茶色粒子

少量

淡黄色精径１ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色径2ｍ以下白･灰･半透明.茶色粒子

少量

浅黄燈色軟径0.5～２，白･灰･茶･黒色

粒子やや多量

浅黄燈色軟径0.5～2mm白･灰･茶色粒子

やや多量

青灰色径3ｍ以下白･灰.半透明色粒子少量

黄燈色軟径3ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

浅黄燈色粗径0.5～lmFI･灰･茶.黒色粒子

多量

淡黄色軟微細白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色径１ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

黄楕色軟径0.5～l、白･灰･茶色粒子

やや多量

浅黄橋色軟粗径0.5～l、白･灰.茶.黒色

粒子多量

にぶい黄燈色粗径0.5～l、白･灰･茶.黒色

粒子多量

黄燈色径0.5～１，白･灰･茶.黒.半透明色

粒子少量

にぶい燈色粗径0.5～１mm白･灰･茶.黒色

粒子多量

淡燈色軟径１ｍ以下白･灰･半透明.茶色

粒子少量口縁内部スス付着

にぶい黄燈色軟粗径0.5～1ｍ白･灰･茶．

黒色粒子多量

442 SX2-8 l/２6７ 12.9×８．４×3.0

13.4××

摘み3.7

14.4×８．５×5.8

12.8×６．０×３．７

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

杯
杯
椀

台
蓋
台
台

無
杯
有
無

８
１
８
２

』
一
一
ロ

２
２
２
２

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

蝿
挫
姫
蛎

１/９

摘みl/３

１/４

１３/3６

椀
椀
椀
椀

《
口
《
口
〈
ロ
《
口

鉦
舛
鉦
〈
鉦
《
鉦
心

土師器

土師器

土師器

黒色十器

６
６
２

２
２
２
２

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ ８

佑
一
元
完
刈

１
底
底
噸

抑
蛎
挫
知

13.8××

×５．８×

×５．８×

×６．６×

無台椀

皿

黒色土器

土師器

底l/６

７/3６

SＸ２－２

ＳＸ２

ＳＸ３

SＸ３

×６．８×

17.4××

小婆

長胴妻

土師器

土師器

底完

５/3６

SX2-7

SX2-7

453

454

×８．６×

22.1××

須恵器

土師器

土師器 椀《
ロ

尭
鍋
無

Ｆ
Ｄ
〆
ｂ
［
Ｉ

５
Ｆ
Ｄ
５

４
４
４

SX2-5

SX2-2

SX3NOll

22.8

39.1

12.2

ｌ／1２

１／１０

完存

×
×
×

×

×

×３．７6.0

土師器

土師器

椀
椀

ム
ロ
ム
ロ

鉦
必
鉦
〈

１/６

１/２

底完

底完

11/3６

１/９

１／1８

458

459

12.3××

13.0×５．０×３．５

６
弱

Ｕ
Ｕｌ

器
器
器
器
器
器
器

而
而
而
而
而
而
而

目
；
：
：
８
６
自

士
士
士
士
士
士
士

無台椀 ３恥

３
３
３
３
３
３
３

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

釦
団
駆
田
“
師
妬

４
４
４
４
４
４
４

13.0×５．９×3.75

13.0×６．４×４．２

×６．２×

×６．３×

×６．３×

20.6××

33.4××

無台椀

椀
椀
尭

台
台
尭
胴

無
無
小
長
鍋

無台杯

無台椀

浅黄燈色軟粗径0.5～１，白･灰･茶･黒

色粒子多量

淡燈色軟粗径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色

粒子多量

黄燈色軟径2mm以下白･灰･半透明･茶色

粒子少量

灰白色軟径１ｍ以下白･灰･黒色粒子

少量

淡黄色軟粗径0.5～１mm白･灰･茶･黒色

粒子多量

淡黄色軟粗径0.5～l、白･灰･茶･黒色

粒子多量

浅黄澄色粗径0.5～1ｍ白･灰･茶･黒色粒子

多量

にぶい黄燈色軟粗径0.5～l、白･灰･茶・

黒色粒子多量

淡黄色軟粗径0.5～l、白･灰･茶･黒色

粒子多量

灰白色微細白･灰･黒色粒子少量墨書８８

淡黄色粗径05～1mm白･灰･茶･黒色粒子

多量墨書8９

7１

甥|欝重
SX6-4

SX6-l



微細な白・Ｉ火・黒但

ｒ１

Ｌ」 r］

９１士師器 訂色軟粗イ義4ｍｍ以ｌ、日・｝火・半迩。

1任I煮了二F冬信

Ｌ】

４８１１グ員児

４８２１グ目熊 【】

８３１黒但 二１．１火価

型、l匝桐
4石４１ク艮濫

４８５１須庵

４８６１土師器 駅イ全ｌｍｍｊＪＬＩ，Ｈ・ﾉ火・守ニスだIリヨ

Ｗ Ｉ ク 貝 監 & 布 二 ｌ 師

第14表平安時代遺構外出土遺物一覧

二
一
一

【).４０ ⅡⅢルソＬ１．１局

司伍やや軟微細なＦ１・灰･黒個０

ｒｌ

Ｌ』

。Ｈ圧

ヨ色０．５～２ｍｍＦ１

自 I 軍 塞 と Ｈ Ｈ ｌ 一Ⅱ‐司一▲』ノ§

８１ジ貝慰詩｜型

〔淵110【） 。

８－１
』 【】

〔）×２．８

二１．１火世８1１ﾖ駕器｜班骨材、’１〕

とＭ訂Ｅ可
】

灰色径ｌｍｎ･灰･茶･黒･半透明色粒子やや

少量

浅黄横色軟径１ｍ以下白･灰･半透明･茶色

］×７．６×２．８５１須患器｜型

ヨ色微細なＥ

7２

外淡灰褐色、内黒色軟径１ｍ以下白･灰色

灰色微細白･灰･半透明色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

頓
鞭
妃
蛤
銘
銘
蝿
妃
銘
銘

打ち欠きか

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

黒色土

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

器

灰色径1mm以下白･灰色粒子少量口縁部

論
椀
椀

斐
頚
蓋
蓋
台
台

小
鍋
長
杯
杯
無
翌
要
無
壷

SX6-3

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

６
６
７
７
７
７
７
８
８

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

灰色微細0.5～3mm白･灰･半透明色粒子多量

３
２
２

13.0

34.1

15.3

15.4

16.2

13.65

25.2

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

6.2

×

×

×
×
×
×

×
×

×
×

暗灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰色径１mm以下白･灰色粒子少量

灰白色径1mm以下白･灰色粒子少量

にぶい燈色軟粗径１ｍ以下白･灰･茶

色粒子やや多量

にぶい橿色軟粗径4ｍ以下白.灰.半透

明色粒子多量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径l～3mm白･灰色粒子やや多量

灰色径１mm以下F1･灰色粒子少量転用硯

灰白色やや軟微細な白･灰･黒色粒子少量

粒子少量

灰色径1mm以下白.灰色粒子少量

灰白色0.5～２，白･灰･半透明色粒子ごく

粒子少量

黒灰色径1mm以下白.灰.黒色粒子少量

10.4×

１１．０×

11.2×

11.2×

11.4×

１１．６×

11.7×

１１．８×

11.8×

１１．９×

１２．０×

12.0×

１２．０×

12.0×

12.0×

5.0

7.0

灰色微細白･灰色粒子少量

7０ ３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

青灰色径l～3mm白･半透明色粒子やや多量

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

鉦
皿
無
無
無
鉦
州
無
無
無
柾
佃
無
無
鉦
州
無
紐
祁
無

少量

F3.2区－２

E４．４区－１

Ｈ２－１

F２．３区－１

C4.3区－２

Ａ３．１区－１

F5.4区－１

G２．３区－１

B2.3区－１

Ａ４．４区－１

Ａ3.2区

Ｄ3.2区－４

F４．１区-2ﾍ゙ﾙﾄ

E４．３区－１

，３．２区-２

×２．９５

×３．４５

×
×

灰色径１ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

7.1

２
０
０
４
４
６

●
●

●
●

６
Ｚ
７
７
７
７

×
×
×
×

灰色微細白色粒子少量

×
×
×
×

×

×２．８５

×

6９ 488

489

490

491

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

無台杯

無台杯

小翌

長胴尭

無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

杯蓋

杯蓋

杯
杯
杯
椀

台
台
台
台

有
無
有
無

無台椀

1脈
ＪｂＱ， i,椀

無台椀

尭
尭
ト
ト

ノ

ノ

長胴要

長胴尭

鍋
鍋

婆

９
９
９
９

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ａ４ｐ３

Ｇ４ｐ３

Ｈ２ｐ３

Ｅ３ｐ３

Ｅ３ｐ３

Ｇ５ｐ３

Ｇ５ｐ４

Ｆ３ｐ４

Ａ４ｐｌ５

Ｂ２ｐ４

Ｂ２ｐ６

Ａ４ｐｌ７

Ａ３ｐ４

５
５
４

ｐ
ｐ
ｐ

２
２
４

Ｂ
Ｂ
Ｅ

Ａ３ｐ６

７
７
４
７

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

４
３
４
４

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

３
１
９
０
６
２
Ｊ

３
２
３

●

３
３
４
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
８
９
８
４
８
２
０
２
３
２

●
ｅ

●
●
●

７
６
６
７
７
７
８
６
５
６
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

（
ろ
ｎ
ろ
、
）
４
４
４
段
〈
″
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
４
竜
ワ
］
〈
ｂ
ｑ
〉
へ
。
Ｑ
〉
ワ
ー
く
り
ハ
Ｕ
ワ
〕

●
●

ワ
〕
ワ
】
１
１
利
１
ワ
〕
へ
ｄ
ｎ
ｊ
ワ
】
へ
。
へ
。
ｌ
ワ
】
４
４
４
４
ワ
】
ワ
】
〔
Ｉ
ワ
〕

利
１
勺
１

ワ
〕
利
ｌ
刊
１
利
１
で
１
勺
１
勺
１
で
１
で
１
君
１
毛
１
１
１
利
１
へ
。
へ
ｄ
Ａ
４

l/９

１/９

底5/１２

5/3６

l/６

7/1８

l/９

１/９

7/18

7/36

1/１８

底5/3６

1/１８

５/１２

l/２

5/3６

11/3６

l/６

l/４

1/１８

1/1２

2/９

灰白色径3mm以下白･灰色粒子やや多量

灰白色径1ｍ以下白.灰色粒子少量

にぶい黄燈色軟径3ｍ以下白.灰.茶．

黒色粒子少量

黄燈色軟径3ｍ以下白･茶･半透明色粒子

少量

青灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径0.5～3mm白･半透明色粒子少量

灰色径１mm以下白･灰色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･灰色粒子少量墨書3４

灰色粗径2ｍ以下白･灰色粒子やや多量

にぶい黄褐色粗径0.5～２，白･灰･茶．

黒色粒子やや多量

浅黄燈色径0.5～2ｍ白･灰･茶･黒色粒子や

や多量

浅黄燈色径0.5～2mm白･灰･茶･黒色粒子や

や多量

にぶい燈色粗径0.5～１mm白･灰･茶･黒色

粒子やや多量

にぶい褐色粗径0.5～2mm白･灰･半透明

色粒子やや多量

浅黄燈色精径0.5～２，白･茶･半透明色粒

子少量

浅黄燈色粗径0.5～3ｍ白･灰･黒･半透明

色粒子多量

灰白色径0.5～3mm白･灰･半透明色粒子

少量

灰白色軟精径0.5～2ｍ白･灰色粒子少量

にぶい燈色粗径4mm以下白･灰･茶．

半透明色粒子やや多量

灰色粗径3mm以下白･茶色粒子やや多量

図版

番号

一
ホ
ロ
万

図
番 種別 器種 出土位置

寸法（c、）

口径底径器高

残存度

(分母36）
備考



底完

底11/３６

底7/１２

灰色微細0.5～２，白･灰色粒子少量

灰色微細白色粒子ごく少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

内底墨痕

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色径1mm以下白･灰色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量口縁部

打ち欠き

灰色微細白･灰色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書９０

灰白色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量口縁部

打ち欠き

灰白色やや軟径１ｍ以下白･灰色粒子少量

青灰色径l～3mm白･半透明色粒子やや多量

灰色径l皿以下白･灰色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

《
ロ
《
ｎ
《
ロ
ム
ロ
《
口
《
口
《
口

鉦
函
鉦
州
狂
い
鉦
御
鉦
へ
鉦
心
鉦
祉

１/９

１/６

５/3６

１/９

１/４

７/18

11/3６

５/1８

７/3６

２/９

１/3

13/1８

７/3６

５/６

５/3６

１／1８

２/９

１／１８

底l/４

５/1８

器
器
器
器
器
器
器

宙
心
宙
心
宙
哩
宙
心
宙
心
宙
心
吉
心

須
須
須
須
須
須
須

８
９
０
１
２
３
４

２
２
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５
５

×３．０

×

×

×３．０５

×２．８

×３．１

×２．８

7.1Ｈ２－１

Ｈ３･4区-2

14.2区へ顎ルト

Ｄ3.3区－３

B４．４区－２

Ａ３．１区－１

Ａ3.1区-１

12.0×

12.0×

１２．０×

12.1×

１２．１×

12.2×

12.2×

０
２
６
０

７
７
６
７

杯
杯
杯

《
口
《
口
《
口

鉦
狐
鉦
へ
鉦
へ

F2.3区－１

B2.3区－２

Ａ４．４区－２

G４．１区-1

,3.2区－４

Ａ３．２区-1

,3.2区-4

,3.2区－４

Ａ4.3区－１

Ａ３．１区－１

E4.2区-1上

SXlO5･’０６３

Ａ４．３区-２

琴|蕊
×２．５５

×２．８

×３．２

×３．４５

×２．８５

×３．０

×３．１５

１２．２×

12.2×

１２．３×

５
４
７

７
８
５

膳
８
９
０
１

認
認
型
別

杯
杯
杯
杯

〈
ロ
《
ロ
ム
ロ
今
口

無
鉦
〈
鉦
〈
鉦
皿

４
２
０
３

６
７
８
８

12.3×

12.3×

１２．３×

１２．３×

杯
杯
杯
杯
杯
杯

《
ロ
《
ロ
《
口
《
口
《
ロ
《
ロ

鉦
心
鉦
へ
鉦
へ
鉦
へ
鉦
岬
鉦
州

器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須

12.3×

１２．４×

１２．４×

12.4×

１２．４×

12.4×

理
認
辿
牽
郡
諏

×

×３．１

×３．０

×２．８

×２．７

×

５
４
４
２

６
７
７
８

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

賠青灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

黒書lO5

灰色３ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰色微細白色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量口縁部

打ち欠きか口内油煙付着

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰褐色微細0.5～１，白･灰･黒･金･半透明色

粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量底外糸切

灰色径0.5～２，白･半透明色粒子少量墨書８７

底外糸切

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量底外糸切

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書２９

灰白色0.5～１ｍ白･灰･半透明色粒子やや

多量

灰色径l～３，白･半透明粒子やや多量

灰白色微細な白･灰･黒色粒子少量

明オリーブ灰色微細0.5～3ｍ白･灰・

半透明粒子多量

灰色径１mm以下白･灰色粒子少量

灰色径1～３，白･半透明色粒子やや多量

調査区外立会い

F２．３区-２謡|蕊重
無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

７/36

13/3６

７/36

13/3６

１２．５×

12.6×

8.0

8.0

×３．４５

×２．７７１|諾

杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台

鉦
心
狂
い
鉦
州
鉦
必
鉦
へ
鉦
必

杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台

鉦
心
狂
い
鉦
州
鉦
必
鉦
へ
鉦
必

F4.1区-2ﾍ゙ ﾙﾄ

Ｄ３．２区－２

Ｈ3.1区－１

B4.4区－２

Ａ４．４区－２

１３ｐ６

器
器
器
器
器
器

童
心
宙
哩
宙
》
童
心
宙
心
重
心

須
須
須
須
須
須

０
１
２
３
４
５

５
５
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５

1／18

7/3６

１/６

１/３

１／12

5/1２

1／18

7/3６

１/６

１/３

１／12

5/1２

×３．３

×３．１５

×３．０

×２．９

×２．８

×２．７

12.6

12.7

12.7

12.7

12.8

12.9

６
２
０
６
６
６

●
●
毎
①
●
●

８
７
８
７
７
７

ｎ
〉
利
１
ワ
］
へ
ｄ
４
竜
Ｆ
Ｏ

Ｐ
○
戸
Ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ

Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ

×
×
×
×
×
×

剰 繍
無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

Ａ３．１区-ｌ

５Ｔ－ｌ

l/６l/６１３．０×

１３．４×

6.6

9.1

×３．０

×３．６

556

557

底2/９

底完

底2/９

底完窯|鱗
無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

D3.2区－４

H２．２区-２

5.9

6.5

558

559

×
×

×
×

杯蓋

杯蓋

底完

底11/３６

底7/１２

須恵器

須恵器

須恵器

杯
杯
杯

台
台
台

紙
へ
鉦
心
鉦
心

杯
杯
杯

台
台
台

紙
へ
鉦
心
鉦
心

E3.4区-1,F３．１区－１

１Ｔ－３

F2.3区-１

０
１
２

７
７
７

560

561

562

560

561

562

×
×
×

×
×
×

底7/３６

底l/２

底5/１８

底7/３６

底l/２

底5/１８

器
器
器

宙
心
吉
竺
吉
心

須
須
須

無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

C4.1区－２

G5．l区－１

F４．２区-１

８
０
０

７
８
８

563

564

565

563

564

565

×
×
×

×
×
×

謡|蕊重
杯蓋

杯蓋

杯蓋

杯蓋

Ａ3.1区－１

Ａ４．４区-１

l/４

１/６

l/４

１/６

×３．１

×３．２

566

567

１４．４×7.5

17.2×８．１

摘み3.1

摘み2.9

摘み3.0

４
０
２
８
４
８
６

●
●
●
●
●
●
●

３
４
４
４
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１

摘み完

摘みl/２蕊|蕊重

l／1２

１/９

１／1２

１/９

５/36

1／1２

１/９

杯蓋

杯蓋

Ａ3.1区－１

B4.4区-２

568

569

摘み完

摘み3/４

摘み31/3６

１/９

１／1２

器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須

０
１
２
３
４

７
７
７
７
７

５
５
５
５
５

蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

杯
杯
杯
杯
杯

蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

杯
杯
杯
杯
杯

１
１
１
２
１

－
一
一
一
一

区
区
区
区
区

’
３
１
４
２

３
４
３
４
４

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

摘み2.4

摘み2.8

摘み3.4

13.1×

13.4×７．１

０
１
２
３
４

７
７
７
７
７

５
５
５
５
５

×
×

器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須

Ａ３．１区－１

Ａ３．１区－１

Ａ３．２区－１

B２．３区－１

Ａ4.4区－２

B2.3区－２

Ａ４．３区-２

13.3区－２

Ａ3.1区－１

Ａ３．１区－１

B2.2区－２

G2.3区-１

灰色径0.5～１ｍ白･灰･黒色粒子やや多量

暗オリーブ灰色微細白･灰･半透明色粒子少量

灰色微細白･灰･黒色粒子少量

灰色径0.5～2ｍ白･灰･黒色粒子多量

青灰色径１ｍ以下白･灰･黒･半透明色粒子

やや多量

汚
拓
両
沼
刃
釦
別

５
５
５
５
５
５
５

汚
拓
両
沼
刃
釦
別

５
５
５
５
５
５
５

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

３
Ｊ
５

８
７
９

器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須

杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台

有
有
有
有
有

×
×
×
×
×

１/４

７/12

31/3６

７/3６

５/3６"鴬
13.3

13.2

13.3

13.7

14.3

7３

×
×
×
×
×

６
８
６

●
●
●

７
７
８

６．５

5.9

5.95



B4.4区－２

Ａ3.1区-１:茎佳謡重

Ｆ3.2区-ｌ

ＳＸｌＯ３

Ｇ３･4区－１

Ｇ3.4区－１

Ｆ3.4区－１

Ｂ5.3区-1

15.4区－１

Ｇ3.2区－１

Ａ3.4区－２

Ｆ5.2区－１

Ｆ4.2区-ｌ

ＳＸｌＯ５･ｌＯ６－３

ＳＸｌＯｌ

Ａ３･2区-ｌ

Ｅ２区－２

Ａ３．１区－１

Ｅ3.3区－２

F3.2区－２

Ａ3.4区－２

Ａ３．１区－１

E4.3区－１

排士

G3･'区-2

3Ａ地区

Ａ4.4区－１

E4.3区－１

F3.2区-1

13.1区－１

G3.4区－１

F2.3区－１

G３．４区－２

B2.2区－１

C3.2区-３

底23/３６

底4/９

底7/３６

底l/２

底5/１２

底19/３６

底l/２

底5/３６

底l/４

底完

底１７/３６

底l/９

底l/３

１３/３６

底l/１２

底5/１８

底完

底7/３６

底7/３６

底5/３６

底5/１８

底l/３

底4/９

底31/３６

底1/２

底l/３

底１１/3６

７/3６

１/９

１/９

12.4×

12.4×

４４

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
８
０
４
７
８
８
８
０
１
４
４
４
６
６
６
８
８
８
８
０
０
０
０
３
２
０
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
ｃ
●
●
●
●

５
５
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
９
７
８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

〈
ｂ
ワ
］
ハ
Ｕ

●
●
●

ｎ
Ｊ
川
竃
Ｆ
Ｄ

君
１
利
１
利
１

底l/３

１１/3６１０．６×

4.4

4.8

１１．０×

蕊唯
１１．２×

13.6×

11.7×

１１．８×

:莞|圭謡童
無台椀

無台椀

Ａ3.2区－１

B2.3区-５ 船５４通５１識
無台椀

無台椀

5.9

6.2

7４

l/３

１/４

１/６

１/４

１/３

５/3６

８
９
９
１

４
４
４
６

×３．６

×３．８

土師器

土師器

土師器

土師器

無台椀

無台椀

無台椀

無台椀

B2.2区-1

,3.4区－１

，４．３区-2上

lＴ－６

629

630

631

632

12.6

12.2

12.4

12.4

鰯|圭購

×３．７

×４．２

×４．２

×４．４

×
×
×
×

椀
椀

台
台

狂
い
鉦
州

×３．９

×４．０

Ｄ3.2区-3

1Ｔｌｌ

12.4×

12.5×

5/3６

２/３



C４．３区－２

Ａ4.3区－４

Ｂ2.3区－２

，３．２区-2

2C地区

B2.2区-３

浅黄燈色径0.5ｍ以下白･灰･黒･燈･半透明色

粒子やや多量

浅黄燈色径1ｍ以下白･灰･半透明色粒子ごく

少量

にぶい黄燈色径0.5ｍ白･灰･茶･黒･燈色粒子少量

灰白色やや軟径0.5～l、白･茶･黒半透明色

粒子少量口縁部打ち欠き

浅黄燈色径0.5～２，白･灰･燈･半透明色粒子

やや多量

灰白色径0.5～１ｍ白･灰･黒･半透明色粒子

やや多量

にぶい黄横色径l～２，白･灰･黒･燈･半透明

色粒子やや多量

::噸|鱒隙 鮪“ｉ錨|:：
劉圭謡重

無台椀

無台椀

B2.3区－２

Ａ３．２区-１

7/36

5/１２

１３．２×

14.2×，

×
×

帥Ｉ猟謹 際訓Ｉ
浅黄楕色径0.5ｍ白･灰･燈･黒･半透明色粒子

やや多量

灰白色径0.5～２，白･灰･燈色粒子少量

浅黄橿色径05,白･灰･黒･半透明色粒子

やや多量

灰白色径0.5～lmFl･灰･黒･燈･半透明色

粒子少量

浅黄燈色硬径1ｍ以下白･灰･茶･燈･半透

明色粒子ごく少量

にぶい黄橿色径0.5～1ｍ白･灰･黒･燈･金色

粒子少量

灰白色径0.5～1mm白･灰･茶･黒･半透明色

粒子やや多量

にぶい黄楕色径3mm以下白･燈･半透明色粒子

少量底外ロクロケズリ

にぶい燈色径0.5～２，灰･燈色粒子少量

灰白色やや軟径0.5～2ｍ白･灰･燈･半透明色

粒子少量

浅黄燈色粗径0.5～１mm白･灰･半透明．

茶色粒子多量

燈色径0.5mm白･灰･半透明色粒子.骨ごく

少量底外ロクロケズリ

灰黄褐色径0.5mm白･黒･金色粒子少量

灰白色径０．５，白･灰･黒･燈色粒子やや多量

にぶい黄燈色径0.5ｍ白･灰･茶･黒.燈色粒子少量

灰白色径0.5ｍ白･灰･黒･燈･金色粒子少量

浅黄燈色径0.5～2ｍ白･灰･燈･半透明色粒子少量

灰白色やや軟ｌ～２，白･灰･黒･燈･半透明

色粒子やや多量

灰白色径0.5,白･灰･黒･燈色粒子やや多量

灰白色径0.5～l、白･灰･澄色粒子少量

底外ロクロケズリ

にぶい黄楕色径0.5～2ｍ白･灰･黒･燈・

半透明色粒子少量

浅黄横色径1ｍ以下白･灰･燈･半透明色粒子少量

浅黄楕色径0.5～２，白･灰･燈色粒子少量

浅黄楕色径0.5～1mm白･灰･黒･燈色粒子少量

灰白色径0.5～2ｍ白･灰･燈色粒子少量

浅黄橿色径0.5～１，白･灰･黒･燈色粒子少量

にぶい黄燈色径0.5mm白･灰･茶･黒･燈色粒子少量

灰白色径0.5,白･灰･茶･黒色粒子少量

浅黄燈色精径0.5ｍ以下白･灰.茶色粒子少量

にぶい黄燈色精微細白･灰色粒子少量

土師器 無台椀 B2.2区-２ 1/3６13.8×７．０×３．５7４ 649

土師器

土師器

椀
椀

《
口
《
ロ

鉦
》
狂
い

F２．３区－１

B２．２区-１

l/６

１/９

650

651

１４．４×

14.4×

×
×

椀
椀
椀
椀
椀

ム
ロ
《
口
〈
口
ム
ロ
《
口

鉦
皿
鉦
心
鉦
心
鉦
心
鉦
皿

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

Ａ４．４区－２

B2.3区－５

C４．４区－２

Ａ3.2区-ｌ

５Ｔ－３

１/９

５/36

1/１２

７/36

5/1８

15.4×７．８×5.1

15.6××

15.6×６．４×4.6

16.0×５．８×4.8

16.4×６．８×５．０

２
３
４
５
６

５
５
５
５
５

６
６
６
６
６

無台椀

無台椀

土師器

土師器

C４．３区－１

Ｂ４．２区-２

17.0×6.0

17.0×

×５．２

×

7/36

7/3６

657

658

土師器

土師器

椀
椀

ム
ロ
《
ロ

狂
い
鉦
心

底5/１２

底l/４

A2-l

H3･2区-１

659

660

×５．４×

×５．４×

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

椀
椀
椀
椀
椀
椀

《
ロ
《
ロ
ム
ロ
《
ロ
《
ロ
《
ロ

鉦
へ
鉦
へ
鉦
へ
鉦
へ
鉦
へ
狂
い

０
１
２
３
４
５
６
７
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７

６
６
６
６
６
６
６
６
６

底ほぼ完

底完存

底ほぼ完

底完存

底ほぼ完

底7/1２

”
唖
蝿
砲
姉
価

９
０
０
３
６
５

●
●
●
●
●
●

５
６
６
６
６
５

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

底完存

底l/1２

土師器

土師器

無台椀

無台椀

C４．４区－１

，３．４区-３

師
蝿

6.6

6.6

×
×

×
×

無台椀 底完存土師器 C4.4区-１669 ×６．７×

椀
椀
皿
皿
椀

《
口
《
口
〈
ロ
〈
ロ
《
ロ
《
口
《
ロ
《
ロ

無
無
有
有
高
高
高
有
蓋

底l/３

底7/3６

１/９

１/３６

底l/４

底5/３６

底5/３６

底完存

ｌ／１２

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

緑紬陶器素地

緑軸陶器素地

D３．２区－４

E3.3区－２

C４．４区－２

C４．４区－１

B４．２区

B２．３区－１

C３．１区－１

E3.4区

2B地区（Ｄ３）

４
１
２
４
４

ゆ
●
●
●
●

６
５
５
５
５

×７．２

×7.4

13.6×6.7

13.5×７．２

×７．９

×９．５

×１０．２

×４．５

５５×摘み1.3

×

×

×２．５

×３．０

×

×

×

×

×高さ1.4

７５１６７９１黒色土器|椀

B２．２区-２

Ａ3.2区-１ １４．１×

５３
●

５

×
×
×
×
×
×
×
×

椀
椀
椀
椀
椀

《
ロ
〈
ロ
《
ロ
《
口
《
口

椀
無
無
無
無
無

器
器
器
器
器
器

土
士
土
土
士
士

色
色
色
色
色
色

里
心
里
恥
里
》
里
へ
里
へ
里
》

B２．３区－１

C３．４区－２

B４．３区-1

2Ｔ集

２，地区排土

D3.4区-３

卸
函
睡
蝿
鰹
砿

×
×
×
×
×
×
×

ハ
Ｕ
ワ
〕

●
●

〆
Ｏ
〈
ｂ

も
１
口
１

×
×
×
×

６８６１黒色土器|無台椀

×
×
×
×

5.6

６８７１黒色土器|無台椀｜Ｂ2.3区-１ 5.6

６
７
０

５
５
６総購

2Ｔ集

C3.1区－１

Ｇ．１－２

688

689

690

7５



土師器

土師器

６９１１黒色土器|無台椀 A3.2区-１

６９２１黒色土器|無台椀 C3.2区-１

６９３１黒色土器|無台椀 B2.2区-２

i淵謡
２
２
２
１

－
一
一
一

区
区
区
区

２
４
２
３

●
●
●
●

３
３
２
２

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｆ

６９８１黒色土器|有台椀 B２．２区-２

６９９１黒色土器|有台椀 Ｂ２－ｌ

詔|撫器|果斐
3区－１

１区-５

３
４

Ｈ
Ａ

７０２１土師器 小尭 F４．１区-2ﾍ゙ ﾙﾄ

鰯|圭聴
小尭

小妻

B４．４区－２

B2.3区-１

７０５１土師器 小莞 Ａ４．３区-２

７０６１土師器 小尭 J4.1区-１

７０７１土師器 小斐 Ｂ２－ｌ

小尭７０８１土師器 G４．２区-１

小尭７０９１土師器 B４．４区-２

小婆７１０１土師器 C4.4区-１

麓|粥
７１１１土師器

７１２１土師器

長胴尭

長胴斐

浅黄燈色微細白･灰･黒･半透明色粒子多量

灰白色径1mm以下白･灰･黒･金･半透明色粒子

やや多量

浅黄燈色径l～3mm以下白･灰･茶･楕色粒子少量

浅黄燈色径0.5～3ｍ白･灰･黒半透明色粒子

少量

浅黄燈色径0.5～1ｍ白･灰･燈･半透明色粒子

少量

浅黄橿色径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色径1mm以下白･灰･茶色粒子少量

灰黄褐色径0.5～2mmF1･灰色粒子やや多量

灰白色径0.5～１，白･灰･茶･黒色粒子やや多量

浅黄燈色径0.5～1mm白･黒･燈･半透明色粒子

やや多量

浅黄燈色径0.5～1mm以下白･灰･茶･黒色粒子

少量

にぶい燈色径0.5～2ｍ白･茶･黒･金色粒子

やや多量

にぶい橿色径2mm以下白半透明色粒子やや多量

浅黄燈色径2mm以下白･灰･燈･半透明色粒子少量

灰白色径0.5～２，白･灰･茶色粒子やや多量

浅黄燈色径1ｍ以下白･灰･茶･黒･燈･金・

半透明色粒子少量

土師器

土師器

B2-2

C4･3区-１

16.4×

17.8×

l／１２

１/９

7６ 713

714

×
×

723

724

長胴婆

長胴尭

Ａ３．４区－１

E4.3区-１

1/１２

５/3６

18.4×

19.2×

715

716

×
×

土師器 長胴尭 B4.3区-３ 1/1２717 19.2× ×

器
器
器
器
器

而
而
而
而
而

８
８
舟
：
Ｒ

土
土
土
土
土

尭
妻
尭
嘉
尭

胴
胴
胴
胴
胴

長
長
長
長
長

Ａ4.3区－１

B2.2区-3

,3.3区-2ｻﾌ゙

J4.2区－３
，３．２区-２

１/４

１/９

１/１２

１/９

５/3６

718

719

720

721

722

19.4

19.6

20.4

20.0

20.0

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

長胴尭

長胴尭

G2.3区-1

,3.2区-２

土師器

土師器

l/９

１/６

20.0××

20.2××

l/９

１/９

土師器

土師器

土師器

土師器

斐
尭
尭
尭

胴
胴
胴
胴

長
長
長
長

F3.3区－１

F4.4区－１

，３．２区－２

Ｈ3.3区-２

１／６

１/９

１/３

１／1２

20.4

20.8

21.3

21.8

725

726

727

728

×
×
×
×

×
×
×
×

浅黄燈色径1mm以下白･灰･半透明粒子少量

灰白色やや軟径0.5～1ｍ白･灰･茶色粒子

やや多量

灰白色径3ｍ以下白･灰･茶･黒色粒子少量

褐灰色径1ｍ以下白･茶･燈･半透明色粒子少量

浅黄燈色微細白･灰･茶色粒子多量

にぶい黄燈径0.5～2ｍ白･灰･半透明･茶色

粒子やや多量

淡褐色径11,,m以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

長胴尭

長胴斐

Ｈ２．２区－１

，３．２区-２7ｱ|駕畦雛
22.3

22.8

23.0

23.4

21.4×

22.3×

×
×

土師器

土師器

土師器

土師器

尭
要
斐
斐

胴
胴
胴
胴

長
長
長
長

Ｄ３．２区－４

G2.3区－１

Ａ３．２区－１

B2.3区-１

5/36

1／１８

５/3６

１/４

731

732

733

734

×
×
×
×

×
×
×
×

７３５１土師器｜長胴婆｜Ｂ4.2区-１ ××

7６



7７

J寧日苗許１４トレ珪皇坪 つ.Ｃ

〃翌日f雨ｌ卜３℃Ｆ３ｐ７ほか
E3.3区-2ほか|紬闘鶏’

短頚壷

短頚壷

壷

4ﾄﾚ集中区3ほか

オリーブ灰色径1ｍ以下白･灰･黒色粒子少量|霊；；’
l/９

１/３

オリ ー ブ 黒 色 微 細 白 ･ 黒 色 粒 子 少 量

灰色径1mm以下白色粒子少量

7８

６
７
８
９
０
１

３
３
３
３
４
４

７
７
７
７
７
７

742

743

744

745

746

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

長胴尭

長胴斐

長胴髪

佐渡型要

佐渡型要

把手

把手

鍋
鍋

鍋
鍋

B４．３区-２

Ｄ３．４区-３

Ｈ３．２区－２

G２．３区-８

B３．１区-１

G2.3区-10

B３．１区-１

B４．３区－１

B２．３区-１

Ａ３．１区－１

B２．３区-２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

23.0

30.5

32.3

33.4

34.0

1／1８

1／18

1／1８

1／１８

１／1８

淡褐色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量

淡褐色径2mm以下白･灰･半透明･茶色粒子
やや多量

浅黄燈色やや軟径3mm以下白･灰･茶･黒．

半透明色粒子多量

灰白色径2mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量

灰白色径0.5～2mm白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量

灰白色径2mm以下白･灰･半透明q茶色粒子

やや多量

灰白色径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量

にぶい燈色微細白･灰･黒･燈･茶色粒子少量

浅黄燈色径1mm以下白･灰･黒･楕色粒子やや

多量

浅黄橿色径１，白･灰･黒･燈･半透明色粒子少量

暗褐色径0.5～2mm白･黒･燈･金色粒子少量

7９ 747

748

749

750

751

752

753

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

H３．２区－２

C３．２区－１

，３．２区-４

E４．３区-１

B２．２区－３

B２．２区－２

B2.2区-２

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

８
９
１
１
３
４
４

２
４
５
５
５
５
５
●
●
●

３
３
３
３
３
３
３

1／12

1／18

1／１８

l/９

1／18

1／12

1／１８

浅黄燈色径l～3mm白･灰･茶色粒子少量

にぶい褐色径l～2ｍ白･茶･燈･金色粒子やや多量

浅黄橿色径1ｍ白･灰･黒･燈色粒子少量

にぶい黄燈色径0.5～2ｍ白･灰･黒･燈･金・

半透明色粒子少量

にぶい燈色径１，灰･金･半透明色粒子少量

浅黄燈色径l～2ｍ白･灰･燈･金色粒子少量

にぶい黄燈色径1mm以下白･灰･黒･金色粒子

少量

8０ 754

755

756

757

758

759

760

761

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

Ｄ３．２区－４

B２．３区-１

B２．３区－１

B３．１区－４

，３．３区-４

D3.2区－４

C３．２区－１

，４．３区-２

×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×

４
４
戸
、
利
１
利
１
Ｆ
○
〈
幻
Ｑ
》
ワ
〕

●
●

●
●
●

Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
く
り
〈
ｂ
く
り
く
り
〈
ｂ
［
ｊ

へ
Ｊ
へ
』
ｑ
》
ｎ
Ｊ
の
。
、
。
へ
Ｊ
へ
』

1／18

1／1８

1／12

1／18

1／1２

l/６

1／18

1／１２

浅黄燈色径1ｍ白･灰･燈色粒子少量

にぶい燈色径l～2ｍ白･黒･燈･半透明色粒子

少量

灰白色径l～2ｍ白･灰･燈半透明色粒子多量

灰褐色径l～2ｍ白･灰･黒･金色粒子多量

灰白色やや軟径1～2ｍ白･灰･茶色粒子

少量

灰白色径l～２，白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色微細白･灰･黒･燈色粒子多量

淡褐色径0.5～2mm白･灰･燈･金･半透明色

粒子多量

8１ 囲
侭
“
妬
“

７
７
７
７
７
767

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

B5.1区－１

H3.3区－１

B2.3区－２

，３．３区-４

B4.3区－２

Ｈ２．２区-１

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

ハ
Ｕ
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
旬
。
Ｐ
Ｄ
Ｑ
〉
●
●

〔
ｊ
【
ｊ
【
ｊ
【
』
【
ｊ
〔
ｊ

ｎ
Ｊ
へ
ｊ
ｎ
ｊ
へ
』
へ
Ｊ
ｎ
Ｊ

l/９

１/９

1／1８

l/９

1／18

1／1２

浅黄燈色径0.5～1ｍ白･灰･澄色粒子少量

にぶい燈色径1ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

浅黄燈色径１ｍ以下白･灰･茶･金色粒子少量

浅黄燈色やや軟径l～２，白･灰･燈･半透明

色粒子少量

浅黄燈色径0.5～１，白･灰･黒･燈色粒子少量

淡褐色径l～2mm白･灰･茶･金色粒子多量

8２ 768

769

770

771

772

器
器
器
器
器

而
而
而
而
而

：
８
８
６
：

士
士
士
士
土

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

B4.3区－２

C３．２区－１

B2.2区－１

B2.2区-１

SXll2

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

４
８
２
６
４

●
●
●
。
■

８
８
０
０
１

３
３
４
４
４

1／18

1／1８

l/９

1／18

5/3６

浅黄燈色径1ｍ白･灰･黒･橿色粒子少量

浅黄燈色径l～２，白･灰･黒色粒子やや多量

浅黄燈色径1ｍ以下白･灰･黒･燈色粒子多量

にぶい燈色径～３，白･灰･燈色粒子やや多量

淡褐色径0.5～１，白･灰･茶色粒子少量

8３ ３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

一
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
一
亜
一
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
一
亜
一
亜

頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

C４．２区-１

14-1

Ａ４．３区－１

，４．３区-２

C３．２区

2Ｔ-1.lＳ

ｌトレー１２

Ａ3.1区-1ほか

SXlO3

B3-l-l

E4.1区－１上

D4-4-l

A4-l-5

C４．３区-１

SＸｌｌｌ

SXlO5･ｌＯ６３

D2.3区_ｌ

C４．１区-１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
９
５

●
●
●

８
８
９

２
４
４
７
９
２
２
２
６
０
４

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
ｅ

３
３
３
３
３
５
６
９
７
９
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

1／1８

2/９

２/９

１/９

１/９

１/９

１/３

13/3６

l/９

1／12

5/36

1／12

1／12

1／1２

灰色微細白･黒色粒子少量

オリーブ黒色径1ｍ以下白色粒子少量

灰色微細白色粒子微量

灰色微細白色粒子微量

灰色微細白色粒子少量

灰色径１mm以下白色粒子少量

灰色微細白･黒色粒子少量

灰色径1ｍ以下白色粒子少量

灰色径１ｍ以下白色粒子少量

暗灰色微細白色粒子少量

灰色微細白色粒子少量

灰色微細白･茶色粒子少量

灰色粗径2ｍ以下白色粒子やや多量

灰色径１ｍ以下白･茶色粒子少量

オリーブ灰色微細白色粒子少量

灰色微細白･茶色粒子少量

灰色微細白色粒子少量

灰色微細白色粒子少量



8８

器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須

一
亜
一
軍
圭
電
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
琉

E３．３区-2ほか

E4.4区-1

4ﾄﾚ集中区3ほか

Ａ２．２区-1ほか

SD2,SK5

F3･3区－１

B3.4区-2ほか

４
５
６
７
８
９
０

９
９
９
９
９
９
０

７
７
７
７
７
７
８

オリーブ灰色径1mm以下白･黒色粒子少量

灰色径1ｍ白･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下Ｆ１･黒色粒･子少量

灰色径l～2ｍ白色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･黒色粒子少量

灰色径1ｍ以下rI･黒色粒子少量

灰色微細白･黒色粒子やや多量

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

12.3

10.0

10.5

5/3６

１/６

７/18

5/36

5/36

5/3６

12.2

10.3

須恵器

須恵器

須恵器

圭
亜
一
亜
圭
亜
圭
亜
一
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
圭
亜
一
亜
圭
亜

Ａ３．２区－１

F4.4区－１

B4.4区-１

8５ 801

802

803

灰色微細白色粒子やや多溌

オリーブ灰色微細白･黒色粒子微量

灰色微細白色粒子少量内面漆か付着
外面磨耗

灰色径1ｍ以下白･茶色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰色粗径3ｍ以下白･黒･半透明色粒子少量

青灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

黄灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径1ｍ以下白･灰･黒色粒子少量

灰色径１mm以下白･半透明色粒子少量

灰色微細白色粒子少量

灰色径1ｍ以下白色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･黒色粒子少量

× ×

推定7.4

推定6.8

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

Ｅ3.2区-1

1Ａ地区

4T-l5ほか

B４．２区－１

G2.2区－１

Ａ3.2区－１

Ａ４．３－１

B3.4区－１

C３．２区-ｌ

ＳＸｌＯ６

排土

推定１０．２

５．９

９．５

９．６

１０．２

１０．４

１０．８

１１．０

１１．２

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１／1８

１／１８

底完

７/36

11/3６

５/3６

１/3

13/3６

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×14.4 l/６

須恵器 横瓶 B３．２区-１8６ 815 褐灰色粗径3ｍ以下白･灰.半透明色粒子

やや多量

灰白色径1mm以下白色粒子少鐘

灰褐色微細な白色粒子やや多堂

灰色径１ｍ以下白色粒子少量

灰色粗径3ｍ以下白.灰.半透明色粒子

やや多量

灰色径'、以下白･灰色粒子少量

灰色径2ｍ以下白.灰色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

13.2× × 5/１８

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

瓶
瓶
瓶
瓶

横
横
横
横

Ｄ3.4区－１

，３．２区-5

2T-8

E4･２区lの上

816

817

818

819

14.6××

23.7××

頚径8.6胴部径約62.5

台付部分径12.0

１/９

１／1２

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

瓶
瓶

横
横
尭
莞

Ｄ３．１区-ｌ

ＳＸｌＯｌ

Ａ３･４区－２

E2.2区-1ほか

820

821

822

823

×
×
×
×

×
×
×
×

25.8

16.6

3/3６

１／１２

「
E３．４区－１ほか

D3.1区－１

F2.2区－１

F4.2区－１ほか

C3.2区－１ほか

灰オリーブ色微細白･横･灰色粒子少量

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量

灰オリーブ色径1mm以下白･燈･灰色粒子少量

灰色径1ｍ以下白･灰･茶色粒子少量

暗灰色径１ｍ以下白･半透明色粒子少量

20.2

21.8

23.2

26.0

31.2

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

須恵器

須恵器

須恵器

尭

尭

無台杯

C4.1区-2ほか

G5．ｌ区-1ほか

J４．２区-２

暗灰色径2mm以下El･半透|ﾘj色粒子少量

灰白色粗径3mm以下白･半透lﾘI色粒子少量

青灰色径l～3mm白･半透明色粒子やや多量
墨書２５

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書１９

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書３

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書２３

灰色径1ｍ以下白･灰色粒子少量黒書２２

青灰色径l～３，白･半透明色粒子やや多量
墨書８

灰色やや軟微細な白･灰･黒色粒子少量

墨書１１

青灰色径1mm以下白･灰色粒子少量黒書１０３

再掲

青灰色微細な白･灰･黒色粒子少堂墨書１０２

再掲

灰白色微細１mm以下F1･灰･茶粒子少量

墨書２

1/3６

829

830

831

39.5

47.4

11.6

1/９

１／１２

１／1８

×
×
×

×

×

×３．７7.4

7.6器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須

杯
杯
杯
杯
杯

《
ｎ
《
、
《
、
《
口
《
口

概
州
鉦
州
鉦
州
鉦
へ
鉦
祁

F5.4区－１

Ａ３．１区－１

H2.3区

G3.2区－３

B４．４区-２

２
３
４
５
６

３
３
３
３
３

８
８
８
８
８

11.8

11.9

12.0

12.2

12.4

5/36

1／18

7/3６

２/９

１/４

2.9×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

８
６
０

●
●
●

７
７
７

４
３
２

３
３
３

須恵器 無台杯

無台杯

無台杯

無台杯

B４．３区-3

4Tl7S4

4TlOS3

A3｡ｌ区-１

837

433

427

838

12.4××

12.3×８．０×3.25

12.4×８．３×3.3

12.7×７．０×３．２

ｌ/６

１/４

１／1２

１/４

須恵器

須恵器

須恵器

無台杯８９１８３９１須恵器 F３．３区-３ 灰白色径l～3mm白･半透明色粒子やや多量
墨書１７

灰色径１ｍ以下白･灰色粒子少量墨書１６

青灰色径l～３，白･半透明粒子やや多量

墨書４

灰色やや軟微細な白･灰･黒色粒子少量

墨書１４

灰色やや軟微細な白･灰･黒色粒子少量

墨書２８

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書７

灰色微細な白･灰･黒色粒子少量墨書２６

灰色微細な白･灰･黒色粒子少壁墨書２７

灰白色径１ｍ以下白･灰色粒子少量黒書１８

灰白色粗径3mm以下白･燈･半透明色粒子

やや多量墨書llO

１３．１×

無台杯

7.4 ×４．０

詔|蕊薫
杯
杯

《
、
《
口

鉦
へ
狂
い

E4.3区－１

Ａ３．１区-１

１３．１×

×

×

8.2

6.4

×２．８

×

×

ｌ/６

底2/３

８４２１須恵器 無台杯 E４．３区-１ 底l/４7.3

８４３１須恵器

Ａ４．３区-4

2Ｃ地区

2C地区

F4.1区－１

道路脇竹やぶ

底l/６2Ｃ地区 6.6× ×

器
器
器
器
器

蝿
肺
陛
剛
儒
』
Ⅷ

“
妬
妬
鞭
蛤

８
８
８
８
８

杯
杯
杯
杯
椀

台
台
台
台
台

無
無
無
有
無

底l/９7.4×
×
×
×
×

４
塁
〈
ｂ

Ｆ
ｏ
Ｔ
１

勺
１
Ｔ
ｌ

×

×

×

×６．６

×３．５

9.6

5.8

19/3６

１／1２

7８



８

灰白色径2mm以下''１．灰･半透明･茶色粒子

やや多量墨書１０

灰白色径0.5～2mmrl･灰･半透明･茶色粒子

やや多量墨書２０

灰白色径0.5～2ｍ白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量墨書６

灰白色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量墨書１３

灰白色径1ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量墨書２４

灰白色径1mm以下白･灰･半透明･茶色粒子

少量墨書２１

浅黄燈色径2ｍ以下白･灰･半透明･茶色粒子

やや多量底外ロクロケズリ墨書５

浅黄燈色径0.5～2ｍF1･灰･半透明･茶色

粒子やや多量墨書１

無台椀８４９１士師器 B４．４区-２ 7/3６12.5× 5.5 ×４．４

底4/９無台椀８５０１土師器 G２．２区-２ 5.6

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

底完無台椀 A3.2区-１８５１１土師器 5.9

無台椀 底l/４８５２１土師器 D３．２区-２ 5.6

底7/３６

底2/９

底13/３６

底l/３灘儀|無
6.0

6.0

6.5

6.2

第15表平安時代墨書土器一覧

８９１８５６１１」

8８１８３８ ４
ム
ゴ
ム
ゴ
ム
ゴ
ム
コ
ム
ゴ
ム
ゴ
ム
コ
ム
ゴ
ム
ゴ
ム
コ
ム
コ
ム
コ
ム
別
ム
コ
ム
コ
ム
コ
ム
コ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
届
吻
ム
に
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
掌
孟
ム
ロ
ム
ロ
ム
面
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０
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8９１８
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）
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ｕ
９
６
１

L〕ロ【】豆Ｉ《_】

同Ｉ８１８３２１１ｐｔ

4０１６０
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『

:】〔〕Ｉ【】

３８１８３４１１Ｕ［匠
Ｈ
】

3９１８ 〃
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う’８９１８４

８９１８４ｔ

８１８９１８４

６１１１Ｌ’

『
】
ソ
【
】
ソ
凹
圃
国
勾
穴
【
】

３
３

Ｊ
、
１ う.Ｃ

4.9

5.3

7.9

7.9

8.Ｃ

7.5

０.’

6.4

4Ｃ

5９１５００１１１

畑
×
〕
弓
”
』
ｎ
Ｊ
、
″
乱
ｎ
Ｕ

･８眉

層､（

層

冒下

【
】

９１５９１２８９１１１

眉
Ｉ
層
２
１

２
層
２
氾
泥

の笠置で

6１１３１８１１１ 日
自
自
自
ｔ
目
自
自
目

5１１３１９１１１
Ｆ１

の詑首面

０１１１－’

4８
ｒｌ

Ｌ」

4℃

4８１ ４ s 7~〕茎首一画

4９１４９１６９

師器

恵器

恵器

恵器

師器

３
３【）’４９

区
区
区
区
壁

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
東

7９

３
３
３
３
３

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外

底
底
底
底
底
体
底
底
体
底
底
底

椀
杯
杯
杯
椀

《
口
《
ロ
〈
ロ
《
ロ
〈
ロ

鉦
“
鉦
へ
鉦
心
鉦
へ
鉦
》

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須
須
須
土

区
区
区
区
区
区

椀
杯
杯
杯
椀
杯

《
ロ
《
ロ
ム
口
《
口
〈
ロ
《
口

鉦
岬
鉦
皿
鉦
心
鉦
へ
狂
い
鉦
鉦

Ｄ3.2区－２

E4.3区－１

E４．３区－１

Ｆ3.3区-3ほ力

F4.1区－１

Ｆ5.4区－１

Ｇ2.2区－２

G2.4区－１

Ｇ3.2区－３

Ｈ２．３区

Ｈ3.3区－１

J4.2区-2
2C地区

2C地区

2C地区

lT-3

2T-集

2Ｔ-3.2S

SB2pll埋め

ＳＢｌｌＡｐ５

Ａ４ｐｌ５

ＳＫ１５．８層

ＳＫｌｌ層､6層

ＳＫｌｌ層

SE４３層下

SE４１層-５

鉦
心
鉦
心

３
４
４
４
４
４

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

鉦
心
鉦
へ

整理NＣ 図版･図示NC， 釈 釈備考 出土位置 種別 器種
寸法（c、）

1-1径底径器高
部位



×
×
×
×
×

【
Ｉ
ワ
ー

Ｆ
Ｄ
く
り

×
×
×
×
×

１

１

力
力
七
七

ｔ
』
ｊ
に

口
叶
旧
叶
□
口
七
□

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

椀
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台

鉦
州
紐
州
妊
岬
椛
州
鉦
抄
佃
州
鉦
州
鉦
必

底外

底外

底外

底外

底外

底外

底外

底外

七
七

明
か
か

不
十
十

14.0

12.2

11.9

11.9

12.3

13.6

12.8

刃
Ⅸ
皿
唖
皿
、
唖
即

SD3B

SD4BCｱ3ｲ3ほか

SD4BCNbJO,12ほか

SD4BCNO2

SD4BCｳー7-1ほか

ＳＤ４ＢＣｳー 7-l

SD4BCｲー5-ｌ

ＳＤ４ＢＣ

××

×６．９×２．４５

×８．２×２．７

×６．８×２．９

×６．２×２．６

×８．０×２．９

×７．９×

×６．７×

××

×４．５×３．８

×５．９×３．９

×５．９×４．２

× ５ ． ０ ×

×５．３×４．６

××

××

××

町
田
郡
妬
迦

１
１
１
１

□１

１

力
１
１
１

力
カ
カ
力

七
ｊ
ｆ
一
一

新

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ

ｆ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ヵ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｆ
ｆ

Ｋ
叱
叱
乱
什
□
□
□
口
叱
□
□
□
□
□
口
旧
叱
口
叱
叱
叱
口
叱
口
叱
什
叩
□
口
旧
Ⅲ
叱
旧
□
□
□
□
口
叱
叱
□
□
卜
防
□
□
□

椀
椀
椀
椀
椀
杯
杯
杯
杯
椀
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
椀
椀
椀
椀
椀
椀
杯
杯
椀
杯
椀
杯
杯
杯
椀
椀
椀
椀
椀
椀
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
蓋
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
杯
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

符号 土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外

底
底
底
底
体
体
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
天
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
体
底
体
底
底
底
体
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底
底

SD4BCｱー3ｲー３

SD4BCｱー3ｲー3ほか

SD4BC

SD4BCｲー 5-2

SD4BCNOL6ほか

ＳＤ４ＢＣ

ＳＤ４ＢＣｳー l

SD4BCｲー5-ｌ

ＳＤ４ＢＣｳー7-ｌ

ＳＤ４ＢＣほか

A4.3区-２（SD4）

A4.3区-２（SD4）

A4.3区-２（SD4）

A4.3区-２（SD4）

SD4C

SD4C

SD4BC

SD5NO1

SD5NOL27

SD5NO24ほか

SD5NbLl4

SD5No40ほか

SD5NOL28ほか

SD5-l

SD5-l

SD5-2

SD5-1

H2･2区－２

SX6-4

SX6-l

D3･4区－３

B2.2区壁（排土中）

SD4BC

SD4C

SD4BCｱー3ｲー３

SD4BCｲー 5-3

SD4A

SD4BCｲー 5-2

SD4BCｲー 5-l

SD5NO41

SD5NbL3ほか

lT-S

4T-lO-S3

4T-l7-S4ほか

D3.2区－４

F2.3区－２

SX2-8

SD2ほか

13.4

12.8

12.0

２
５
７
４
８
３
４
０
７
１
９
３
２

６
５
４
６
６
２
３
３
２
７
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

｢七」の鏡文字か

15.7

七
七
七

か
か
か
明

十
十
十
不 ×５．２×

×７．７×８．２

×６．０×

19.5

不明

不明

不明

符号か

符号か

符号か

不明

不明

十か七

符号か

８
５
４
８
１
８
９
２
６
２
２
０
４
１
９
６
７
７
８
１
０
１
２
３
７
５
９
１
８
７
３

２
２
２
３
４
３
３
４
６
６
７
６
５
７
５
７
７
４
３
０
１
３
７
７
７
７
５
６
４
２
３

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
４
４
５
６
１
１
１
１
１
１
１
２
２
８
４
４

不明

××２．１

×７．０×２．８５

×７．７×２．６

×７．２×２．９

×３．０×７．４

×４．２×３．４

×５．５×３．５５

×５．４×

×５．６×３．６５

×６．０×４．５

× ４ ． ５ ×

××

××

××

×７．６×２．８

×５．２×３．８

×７．２×３．０

×７．９×３．３

××

××

×５．０×

××

×６．３５×

×５．８×４．３５

×５．１×３．９

××

×８．３×３．３

×８．０×３．２５

×８．３×３．１５

×８．０×２．５

×８．４×３．１

×６．３×３．３

××

××

十か七

不明

不明 12.4

10.7

符号

不明

二文字以上か

不明 １２．５

12.7

12.35

１２．８

不明

不明

不明

不明

十か七

12.2

12.6

土師器

土師器

須恵器

12.4

12.3

12.3

12.6

12.9

12.9

｢□〔九ヵ〕」

□

□

442

２１

椀
椀
杯

《
口
《
口
《
ロ

鉦
心
鉦
州
鉦
狐

底外

底外

体外

850

Ａ４ｐｌ７

道路脇竹やぶ

A3.4区-２

不明

不明

11.6×５．８×

××

8０



8１

＊20～26は写真のみ記載

筆１６圭 中世出十i貴物一管

革１７表折世図示遺物一盲

図版

番サ

一
不
画
方

図
番 種別 器種 出土位置 部位･寸法 備考

2０ １
２
３
４

珠洲焼

珠洲焼

珠洲焼

珠洲焼

圭
亜
圭
亜

片口鉢

土器片円盤

SＸｌｌｌ

表採

F3.4区－３

B4.2区-１

肩部破片

底部破片

口縁部破片

残存長２１幅2.4厚１２

灰黄褐色径l～2mm白･黒色粒子少量外面平行タタキｕ，

内面無文外面乳白色の自然紬

灰色径l～2mm白色粒子少量外面平行タタキ目後横方向の
なで、内面指押さえ痕あり

黒褐色径l～２，白･黒色粒子少量

外面青灰色、内面褐色径l、白色粒子含外面平行タタキ目、
内面無文

図版

番号

図示

番サ
種別 器種 出士位置

寸法

口径底径高さ
残存度

施軸

胎土
産地 備考

９０

写真２９

写真３０

写真３１

写真３１

写真３１

写真３１

写真3１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｕ
皿
Ｂ
皿
応
略
Ⅳ
略
⑲
釦
皿
羽
羽
型
妬
調

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

陶
磁
磁
磁
土
陶
陶
陶
土
土
陶
磁
磁
磁
磁
陶
磁
磁
陶
磁
磁
磁
磁
磁
磁
陶

鉢
鉢
鉢
鉢
熔
焔
鉢

碗
碗
碗
Ⅲ
火
揺
播
播
培
培
皿
碗
皿
皿
皿
鉢
瓶
瓶
瓶
碗
碗
碗
碗
碗
壷
福

SKlO5

SKlO5

NQl3ピットー括

(SKlO5）

SKlO5

Nnl3ピットー括

(SKlO5）

ＳＫｌＯ５

ＳＫｌＯ５

SKlO5

SKlO5

SKlO5

5Ｔ-２

G3．ｌ区-２

Ｈ３．３区-３

lＴ－９

SＸｌｌｌ

Ａ4.4区-１

Ａ４．１区-２

SXlO9-l

C４．１区－１

Ａ3.4区-１

2C地区G2排土

SＸｌｌｌ

Ｄ２．３区-１

4T-l5-2ほか

SXlOl

表採

×３．２×

×４．１×

11.4×５．８×６．６

×９．０×

20.4××

23.4××

25.8××

33.3××

24.0××

24.0××

12.4×４．０×３．６

×５．１×

12.6×７．２×３．２

13.4×７．２×４．０

18.8××

24.6××

頚部破片

×４．４×

×９．６×

×５．１×

×４．６×

×３．５×

×３．１×

×９．６×

×９．０×

底26/３６

底完/3６

１１/3６

底6/3６

l/４

l/９

l/６

l/９

7/1８

2/９

13/3６

底9/3６

11/3６

1／1２

底完

底7/３６

底9/３６

底18/３６

底30/3６

底25/3６

底l/3６

底12/3６

外面鉄軸、内面白色粕

灰褐色

透明粕

灰白色

やや青味がかった透明粕

青白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明軸

青白色微細な黒色粒子少量

無軸

暗灰褐色

茶褐色

明灰褐色径l～2m白色粒子多量

茶褐色

明灰褐色径l～2ｍ白色粒子多量

茶褐色

明灰褐色径l~2皿日剛子多量

無紬

明赤褐色微細な白･燈色粒子少量

無軸

明赤褐色微細な白･燈色粒子少量

灰緑色軸

淡灰褐色

やや青味がかった透明粕

灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明粕

灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明紬

灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明紬

青白色微細な黒色粒子少量

淡褐色

黒褐色袖

薄灰白色

淡褐色

やや青味がかった透明軸

灰白色微細な黒色粒子少量

鉄軸外面白濁

褐色微細な白色粒子ごく少量

やや青味がかった透明軸

灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明軸

灰白色微細な黒色粒子少量

淡青色

明灰白色微細な黒色粒子少量

白濁

明灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明紬

灰白色微細な黒色粒子少量

やや青味がかった透明粕

明灰白色微細な黒色粒子少量

無粕

淡褐色

明
前
前
前
明
明
明
明
地
地
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前
前

不
肥
肥
肥
不
不
不
不
在
在
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
肥
須佐唐津

外面文様あり

外面染付外面文様あり

内外面染付広東碗

蛇の目凹鵬台内外面染付

瓦質内面炭化物付着

内面12条のおろし目密に入る

内面10条のおろし目密に入る

内面10条のおろし目密に入る

外面炭化物付着

内面炭化物付着

見込み胎土目痕

内外面染付

内ﾀ価染付見込蛇の目粕剥ぎ

内外面染付

外面染付

刷毛目文

外面染付

内外面染付

内面染付

内外面染付

内外面染付

内外面染付

外面染付

内面14条のおろし目密に入る



8２

第18表土製品・石製品一覧

図版

番号

一
ホ
ロ
言

図
番 種別 器種 出土位置

寸法（m､）

長さ 「］ 厚さ
重量（９） 備考

9１ １
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
ｕ
⑫
過
皿
喝
肥
Ⅳ
喝
⑲
加
皿
理
羽
型
妬
妬
幻
詔
羽
釦
釦
詑
羽
誕
調

口

１，

口

1111

口
叩
口
叩
ｕ
ｍ
ｍ
ｍ
ｎ
ｍ
ｍ
叩
口
叩
、
叩
口
叩
口
叩
凹
叩
口
叩
叩
叩
、
叩
口
1111

口

口Ⅱ

口
叩
口
叩
口
叩
口
叩
、
叩
口
、
口
叩
口
叩
口
叩
口
叩
叩
叩
川
叩
口
叩
口
叩
叩
叩
口
叩
口
ｎ口

製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製
製

士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
口
口
口
口
石
石
石
石
石
石
石
石
石

土
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
羽
羽
羽
羽
砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
凹石か

不明

紡錘車

I３ｐ４

３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

４
４
４
４
４
４

I３ｐ４

I３ｐ４

I３ｐ４

I３ｐ４

１３ｐ４

I３ｐ４

１３ｐ４

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

４
４
４
４
４

H3.3区－２

H３．３区-３

SXlO5､lO6-3

SXlO5､106-3

B4.1区-１

SＸｌＯｌ

２
Ｊ
Ｊ
Ｊ
２
Ｊ
２
Ｊ

区
区
区
区
Ⅸ
区
区
区

４
２
３
４
２
１
３
３

●
●
●
●
。
●
●
●

３
３
２
３
３
５
４
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
Ｈ
Ｂ
Ｂ

道路脇竹やぶ

C4.1区-１ ０

５５．６

５５．１

５４．５

５３．７

５３．０

５３．０

５２．１

５２．１

５１．７

５１．１

４８．３

４７．４

４４．２

４２．９

４２．６

４０．２

３８．８

３８．２

３３．８

６８．０

４５．０

４０．０

４３．０

５１．０

８０．０

５５．０

４７．０

５１．０

４８．０

４９．０

２６．０

３５．０

125.0

８７．０

直径7２

５
６
２
４
０
１
１
９
１
４
８
６
８
３
９
４
６
２
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
１
３
２
２
１
２
２
２
３
２
２
４
３
３
０
０
２
４
１
８
６
１
７
５
１
３
０
０
９
４
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
６
６
２
３
４
３
５
２
３
２
３
３
２
７
３
孔径0.9

５
５
３
８
６
０
４
５
０
６
５
４
４
４
４
８
４
２
４

●
①
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
２
３
４
３
３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
20.0

18.0

15.0

6.0

9.0

49.0

17.0

15.0

17.0

18.0

13.0

８．０

5.0

33.0

19.0

17.0

３
１
８
２
７
８
３
４
８
３
９
７
８
１
２
５
８
７
７
２
７
９
３
９

８
９
５
８
６
６
６
尻
６
Ｚ
Ｒ
６
６
８
Ｚ
６
３
３
３
８
砲
弘
皿
弱
204.2

127.6

20.5

127.9

２２．３

２４．８

１３．６

6.1

433.9

６１．９

２８．１

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

一端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

両端欠損

軽石

軽石
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第35図平安時代の遺構２（sB4.7.8）
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Ｑ
鹿
Ｆ
］
・
野

ＡｌＨＬ1.3ｍ
、

１

１
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小丸山遺跡と周辺

(1947年米軍撮影

国土地理院提供）

第１トレンチ

土層堆積状況

A7グリッド東壁

土層堆積状況 斌一

霞､通と羅蕊tま

図版１小丸山遺跡と周辺、第１トレンチ、Ａ7グリッド東壁
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図版２平安時代の遣構１（SB1～3.5～8）
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SB1～3遠景

(南西から）

SB5.6遠景

(南から）

SB7,8遠景

(南西から）



畝状小溝７群

(北東から）

ＳＢ１１・ＳＢ１２

(北西から）

畝状小溝４群・ＳＤ５

(南西から）

図版３平安時代の;量構２（sB11.12、sD5、畝状小溝４群・７群）
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SB11A、ＳＤ３Ａ・Ｂ（西から）

鴬

図版５平安時代の遣構４（sB11A、sD3、sB11Apl5）

左：ＳＤ３Ｂ（東から）

右：SD3B±層断面（東から）
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SD3A土居断面（南から）
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ＳＢ１１Ａｐｌ５土器出土状況



ＳＢ１２、ＳＤ４Ａ～Ｃ（西から）

ＳＤ４Ｂ・４Ｃ遺物出土状況（西から）

SD4A土層断面（南から）

図版６平安時代の遺構５（sB12、sD4）
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ｐ３柱根出土状況
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図版７平安時代の遺構６（sB12第１～9柱穴）
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plO柱根出土状況 pll柱根出土状況 pl2柱根出土状況

趨自

q椀､飛

田螺

閲

pl3柱根出土状況 pl4柱根出土状況 pl5柱根出土状況

一.YW壷?寒頚層燕'涯湧

pl6完掘 pl7完掘 pl8完掘

I~がいIE課

pl9完掘 p20完掘 p21柱根出土状況

図版８平安時代の遺構７（sB12第10～21柱穴）
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SE２木の根出土状況

SE４遺物出土状況（南から）

SE2土層断面（西から）ＳＥ１±層断面（南から）
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SE２井戸枠出土状況

ＳＥ４土居断面

図版９平安時代の遺構８（sE1～4）

渥守

SE３下部土層断面SE３上部土層断面（南東から）



SE5土層断面（南東から）

弓鱒

J･ずい

SE6土居断面（南から）

SE７上部土居断面（南から）

ＳＥ７遺物出土状況

１５２

SE５曲物出土状況

SE6完掘（西から）

SE７下部土層断面（南から）

ＳＥ７完掘（南から）

図版１０平安時代の遣構（SE5～7）
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SE8土層断面（南西から）

SE９上部土層断面（西から）

ＳＥ９井戸枠出土状況

ＳＫ１土層断面（東から）

ＳＥ８完掘（南西から）

SE９遺物出土状況

SE9完掘

ＳＫ１遺物出土状況（東から）

図版１１平安時代の遣構1０（SE８．９、SK1）
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ＳＫ１完掘

SK2土層断面（東から） ＳＤ５遺物出土状況

SX3完掘

SK5土層断面（東から）

第４T集中区一括須恵器壷（図示番号439）出土状況

図版１２平安時代の遺構1１（SK１．２．５、SD5、第４T集中区一括、SX3）
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図版１５縄文時代の遺物、平安時代の遣物１（sB２．４、sD2）
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図版２０平安時代の遺物６（第４T集中区、遺構外出土）
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図版２２平安時代の遺物８（遺構外出±）
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